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ご あ い さ つ 
 
 
 

 日本の出生率の低下は著しく合計特殊出生率は 1.29 人まで低下しました。国

は、深刻な少子化がこのまま続いた場合平成１８年に人口のピークを迎え、以

後は減少に転じると推計しており、この少子化の急速な進行は、経済的・社会

的に大きな影響をもたらすことが懸念されています。 

こうした中、次代を担う子どもたちが、健やかに生まれ、元気に明るく豊か

な夢を抱き育つことができる社会の形成を、保護者、行政、地域、企業などが

一体となって取り組む必要があります。 

本町は、これまでも健やかな子どもの成長と子育て家庭を支援する施策に取

り組んできましたが、国は、平成１５年７月に成立した次世代育成支援対策推

進法により、従来の福祉分野に限らない広い分野を総合的・包括的に取り入れ

た次世代育成支援行動計画を各自治体において策定することとしました。これ

をうけ本町では、これまでの施策も継続しながら、少子化対策・子育て支援に

おける責務を強く認識し「川俣町次世代育成支援地域行動計画」を策定いたし

ました。 

今後は、この行動計画に基づき、地域全体で子育て家庭に目を向け、子育て

に関わる全ての方とともに、実情に即した効率的かつ効果的な施策の実施に努

めて参ります。 

最後になりましたが、本計画の策定にあたり、貴重な時間を割いて熱心に議

論いただきました川俣町次世代育成支援対策推進協議会委員の皆様、また、ニ

ーズ調査の実施にあたり、ご協力をいただきました保護者並びに中学生と高校

生の皆様に心から感謝を申し上げます。 

  

平成１７年３月 

川俣町長 古川 道郎 
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第Ⅰ部 基本構想 

第１章 行動計画の策定 

第１節 計画策定の背景・趣旨 

 昨今、少子高齢化、核家族化、女性の社会進出等に伴い、子どもや家庭を取り巻く環境

は大きく変化しております。このことは本町においても例外ではなく、総人口、子どもの

出生数も年々減少しています。 

 

本町は、福島県の伊達郡南部に位置する自然豊かな町で、子どもが伸びのびと育つに相

応しい環境ではありますが、今回のアンケート調査の結果から子育てをする保護者からは

仕事面や交通面、とりわけ、働きながらの子育て、将来の子どもの教育等を考えると、こ

れらに対応する積極的な施策の検討を推進することを求められています。 

また、人口、子どもの数も年々減少傾向にあることから、家庭における教育機能の低下

や、子ども同士がふれあう機会の減少、将来の地域社会の活力低下などが懸念されます。 

 

 平成 14 年の国の合計特殊出生率は 1.32（平成 15年は 1.29）にまで低下し、人口を維持

するのに必要な 2.08を大きく下回っています。こうした少子化の流れを変えるため、平成

14 年には「少子化対策プラスワン」が国より示され、子育てと仕事の両立支援が中心であ

った従来の取り組みに加えて、「男性を含めた働き方の見直し」、「地域における子育て支援」、

「社会保障における次世代支援」、「子どもの社会性の向上や自立の促進」という４つの柱

に沿って、総合的な取り組みを進めることが示されました。 

また、平成 15 年 7 月に、地方公共団体及び企業における 10 年間の集中的・計画的な取

り組みを促進するために「次世代育成支援対策推進法」が制定され、同法に基づき、地方

公共団体による次世代育成支援のための具体的行動計画の策定が義務づけられました。 

 

本町においては、川俣町エンゼルプラン（みんなで子育てプラン）の成果と課題を踏ま

えた上で、国の「次世代育成支援対策推進法の行動計画策定」の策定指針に則しつつ、総

合的な視野から、行政のみならず、地域住民、団体、企業、学校など地域全体で子育て環

境づくりへの取り組みを推進していくため、地域行動計画を策定するものです。 
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第２節 計画の性格・位置づけ 

①この計画は、次世代育成支援対策推進法第８条第１項に基づく法定計画です。 

②この計画は、「川俣町エンゼルプラン」（みんなで子育てプラン 平成 14 年度策定）の成

果や課題を継承しつつ、町が取り組むべき目標と具体的な施策を明らかにするものです。 

③この計画は、川俣町母子保健計画（平成９年度策定）の見直しを考慮にいれた計画とし

ます。 

④この計画は、町民、関係団体、有識者からなる「川俣町次世代育成支援対策推進協議会」

で検討を重ね、策定したものです。 

⑤この計画は、子どもが健やかに成長する環境整備や、住民の子育てニーズに対応できる

子育て支援サービスの提供を、地域と一体になって取り組むための指針となるものです。 

 

 

第３節 計画の期間  

この計画の期間は、平成 17 年度から平成 26 年度までの 10 年間とします。 

なお、社会・経済情勢、子どもを取り巻く環境の変化、川俣町の状況に迅速に対応して

いくために、平成 17 年度から平成 21年度までを前期計画期間として、平成 21年度に必要

な計画の見直しを行い、平成 22 年度から平成 26 年度までを後期計画期間として計画を推

進します。 

 

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

見直し

本計画期間（前期計画）

次期計画期間（後期計画）
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第２章 現状と課題 

第１節 川俣町を取り巻く環境の変化 

１．少子・高齢社会の到来 

 一人の女性が生涯に出産する平均的な子どもの数は、平成 15 年には 1.29 人とこれまで

で最低を記録しました。国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、平成 19 年には国

の総人口は減少に転じ、その後もさらに減少するものと予測されています。 

 少子・高齢化が進むなかで、豊かな地域社会を実現していくためには、健康で生きがい

のある長寿社会づくりと、子どもを生み育てやすい環境づくり、子どもが健全に育つため

の地域社会づくりに努めていくことが重要です。 

 

２．地域環境の保全と管理 

 地球温暖化、オゾン層や森林の破壊、大気汚染や水質汚濁の進行など地球規模での環境

破壊が問題化されてきており、消費者、生活者としての個人がそれぞれに環境に負荷のか

からない生活を心がけていくことが求められています。 

 また、わが国の食料の大半を海外に依存する食糧事情に加え、アレルギーや諸病原菌に

よる疾病、食品添加物、遺伝子組換え食品、化学肥料や農薬、ダイオキシン類など数多く

の不安要因があり、食料の生産・加工・流通という面についても、注意深く目を向けてい

く必要があります。 

 

３．多様なライフスタイルの展開 

 価値観の多様化や個性化が進むなかで、一人ひとりが個人のニーズに応じた選択を行う

ライフスタイルが展開されるようになり、ライフスタイルの重点も仕事から個人、家庭生

活、自然とのふれあい、余暇活動の充実等に移行してきました。 

 今後は、質の高い多様な選択肢を持つ社会づくりを目指して、芸術・文化活動、レジャ

ー、レクリエーション、生涯学習、快適な居住環境などを充実するまちづくりが求められ

ます。 
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４．高度情報化の時代 

 情報通信機器の発達、普及に伴い、高度情報化が急速に進展し、携帯電話の普及やイン

ターネットの拡大などにより、町民生活から経済活動まであらゆる分野で、情報がより高

度かつ広範に利用されるようになってきました。 

 今後は地域情報システムの充実を目指し、行政をはじめとした様々な分野での情報発信

機能の拡充に努めるとともに、情報化の担い手となる人材の育成、学校でのメディアリテ

ラシーの向上、情報バリアフリー環境の整備等が求められます。 

 

５．国際化の進展 

 近年では、企業活動や個人、団体による交流活動が国境を越えて広がり、各地域が直接

に世界の経済や文化とのつながりを持ち、影響を受けるようになりました。また、日本で

勉強や仕事をして、地域社会の中でともに生活する外国人も増えてきています。 

 今後は、外国人のための保健、医療、教育などの整備や、住民との交流環境づくりなど、

地域社会の中で共に生活できる環境に努めるとともに、広い視野と国際性を持った人づく

り、地域のホスピタリティの向上に努めていくことが重要です。 
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第２節 川俣町の現状 

１．町の総人口・世帯数の推移 

本町の総人口は、昭和 62 年から平成 15 年までで約 3,200 人と大きく減少しています。

一方で世帯数は約 200 世帯と逆に増加傾向となっていることから、核家族化が進んでいる

といえます。 

 

町の総人口・世帯数の推移（国勢調査・現住人口調査各年10月1日現在）
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(人）

5,150

5,200

5,250

5,300

5,350

5,400
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（世帯数）
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２．町の人口構成の推移 

人口構成の推移を見ると、過去 30 年間で 65 歳以上の高齢者人口の割合は 2 倍以上に増

加する一方で、14 歳以下の年少人口は半分以下に減少するなど、少子高齢化が著しく進ん

でいるといえます。 

町の人口構成の推移（各年国勢調査）

2,551人
5,987人 5,280人 4,880人 4,562人 3,873人 3,144人

10,606人

14,652人 14,076人 13,716人 13,433人 12,607人
11,695人

4,594人

2,108人 2,288人 2,503人 2,869人 3,488人 4,204人

0%

20%

40%

60%

80%

100%

昭和45年 50年 55年 60年 平成2年 7年 12年

0～14歳 15～64歳 65歳以上
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３．人口推計 

本町の人口推計によると、平成 17 年以降は人口は減少する傾向にあり、平成 17 年から

平成 21 年までの間に、約 1,000 人の人口が減少すると考えられます。また、特に男性の人

口が女性に比べて低く推移すると推計されます。 

（国勢調査データによる人口推計） 

16,323
16,056

15,851
15,500
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8,553
9,114 8,415 8,279

7,9958,160

14,000

15,000

16,000
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19,000
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

総人口 男性 女性
 

４．人口構造 

下図によっても、少子高齢化の傾向は明らかで、特に結婚世代の 20 歳代から 30 歳代の

人口が男女ともに少なくなっています。 

（12年度 国勢調査） 
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第３節 川俣町の子育ての基本的課題 

１．子育ての不安や悩みについて 

全国的な傾向として都市化や核家族化、共働き家庭の増加に伴い、子育てに対する不安

や負担感が強まっています。今回のアンケートでは、「子育てが楽しいときの方が多い」と

答えた保護者は、就学前、就学児童ともに 5割を超えていますが、一方で、「半々くらい」、

「楽しくない時の方が多い」という回答を合わせると 3～4 割と多い状況にあります。「育

児に自信が持てないことがある」と答えた保護者についても 4割を超えており、「何とも言

えない」という意見と合わせると 7割を超えています。 

子育てで悩んでいることについては、就学前児童の場合、「病気や発育・発達に関するこ

と」を挙げる保護者が最も多く、「食事や栄養に関すること」、「子どもをしかりすぎている

ような気がすること」などが続いていました。就学児童になると「しつけや基本的生活習

慣に関すること」が第 1位となりますが、「子どもをしかりすぎているような気がすること」

「食事や栄養に関すること」などしつけや生活スタイルに関することについても悩みが集

中していました。 

本町においては、これらの内容を踏まえたうえで、施策を充実させていく必要がありま

す。 

問17　就学前児童　子育ては楽しいか（SA)
（N=446）

半々くらい
33.0%

楽しくない
時の方が

多い
3.1%

楽しいとき
の方が多

い
63.9%

問13　就学児童　子育ては楽しいか
(SA)（N=576）

楽しいとき
の方が多

い
58.5%

半々くらい
39.6%

楽しくない
時の方が

多い
1.9%

 

問17　就学前児童　育児に自信がもてないこ
とがある　（SA)（N=448）

何とも言え
ない
34.2%

いいえ
23.4%

はい
42.4%

問13　就学児童　　育児に自信がもてないこと
がある(SA)（N=581）

いいえ
24.1%

何とも言え
ない
34.3%

はい
41.7%
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２．保育サービスについて 

本町には町立保育園が 1 ヶ所あり、幼稚園は 5 ヶ所あります。アンケートの結果では、

希望の保育サービスについては、保育園が 1 番多く、次に幼稚園、子育て支援センター、

事業所内保育所の順番となっていました。 

要望については、「幼稚園の預かり保育時間の延長」、「保育園を増やして欲しい」、「休日

保育の実施」、「低年齢児保育の充実」が多い傾向にあります。 

そのほかに、川俣町の特性としては、子どもの比較的多い地区、少ない地区の 2 つに大

別できますが、保育園に通う以外の、近所に遊び友だちが少ない子どもの対応、さらに、

母親のリフレッシュや急な用件の時に子どもを預かるサービスのあり方などが課題といえ

ます。 

問9　①希望の保育サービス（平日） (SA)
（N=196）

幼稚園
30.1%

保育所
51.1%

事業所内
保育所

6.6%

ベビーシッ
ター／家政

婦
1.0%

子育て支
援センター

11.2%

就学前児童今後行ってほしい子育て
支援策上位10件（MA)（N=434）
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27.0
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38.5

62.7

0 20 40 60 80

低年齢児保育の充実

子育てに困ったときに相談したり、情報が得られ
る場をつくってほしい

気軽に利用できるボランティアや営利が目的でな
い団体による保育サービスがほしい

休日保育の実施

保育所を増やしてほしい

幼稚園の預かり保育時間の延長

親子で楽しめるイベントを開催してほしい

安心して医療機関にかかれる体制を整備してほ
しい

親子が安心して集まれる身近な場を増やしてほ
しい

子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やして
ほしい

％
 

幼・保 施設名 入園児童数
保 すみよし保育園 135
幼 川俣幼稚園 69
幼 川俣南幼稚園 45
幼 富田幼稚園 75
幼 福田幼稚園 22
幼 山木屋幼稚園 24

合計 370

川俣町保育園・幼稚園　施設（すべて公立）

川俣町

（園児数は平成16年5月1日現在）
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３．放課後児童保育について 

 放課後児童保育については、平日およそ 10 人に１人の保護者がその利用を望んでおり、

その主な理由は「現在就労している」が多数を占めていました。時間は午後の 2時～6時頃

までの希望が多くなっています。土曜日・日曜日については利用希望が少ない様子です。 

 また、午後 2 時以降の子どもの過ごし方としては、「学校にいた」が 70％を占め、「保護

者や祖父母等の家族・親族（大人）と過ごす」や「放課後児童保育で過ごした」、「友だち

の家や公園などで友だちと過ごす」を大きく上回っていました。 

 子どもの放課後の過ごし方については、放課後児童保育以外にも、身近な地域で子ども

同士が集まって遊んだり、自主的な活動をしたりする場を望む保護者が多いことから、今

後そうした場の確保に努めていく必要があります。 

放課後児童保育の利用理由(SA)（N=82）

その他
6.1%就労していないが、子ど

もを預けたい
7.3%

学生である/就学したい
1.2%

現在就労している
61.0%

家族・親族などを介護し
なければならない

4.9%

そのうち就労したいと考
えている

12.2%

就労予定がある/求職
中である

7.3%

 

◆小学校児童放課後の居場所（N=525）　（％）
14-16時 16-18時 18-20時 20時以降

学校にいる 70.1 0.4 0.0 0.0

ベビーシッターなどと過ごす 0.2 0.2 0.0 0.0

公共の施設にいる 0.2 0.2 0.0 0.0

友だちの家や公園などで友だちと過ごす 9.0 9.4 0.2 0.2

放課後児童クラブで過ごす 2.5 1.9 0.4 0.4

家でひとりで過ごす 0.4 2.5 0.4 0.4

学習塾や習い事にいく 1.9 8.6 2.9 0.4

家で兄弟姉妹などと子どもだけで過ごす 1.1 7.8 2.5 0.6

クラブ活動や地域活動（子ども会活動や
スポーツ活動など）をする

0.6 1.5 4.0 0.6

その他 0.2 0.6 0.6 1.7

保護者や祖父母等の家族・親族（大人）と
過ごす

13.9 66.9 89.1 95.8
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４．保健・医療サービスについて 

 医療機関と連携して子どもが病気や病気回復時に預かるサービスについては、就学前の

保護者は仕事を休む困難度で76％、親戚知人に預ける困難度は 48.5％となっています。そ

のようなことから、病気等の子どもを持つ保護者にとって、病院や保育園等の専用スペー

スを利用したサービスの必要性が高い状況にあると考えられます。 

そのほか、かかりつけの医師がいるかについては 80％以上の人がいると回答していまし

た。 

しかし、一方で「安心して医療機関にかかれる体制を整備してほしい」という意見も約

35％と多く、町内に小児科や産婦人科が少ないことなどが、妊娠・出産、または子どもの

健康に関する大きな不安材料の一つとなっています。 

就学前仕事を休んで対処する困難度(SA)
（N=150）

非常に
困難
24.7%

特に困難
でもない
24.0%

どちらかと
いうと
困難
51.3%

就学前親族・知人に預かって対処する困難
度(SA)（N=134）

どちらかと
いうと
困難
29.1%

特に困難
でもない
51.5%

非常に
困難
19.4%

 
 

５．遊び場について 

 遊び場については、「歩いていける程度の近所にあること」「安全環境が整っていること」

の要望が 5割を超えており、その他「十分な広さがあること」「雨の日にも遊べること」「同

じ年頃の仲間がいること」も3割以上となっています。 

また、ふれあいが大切だと思っている保護者の約 5 割は、子どもと過ごす時間が少ない

という回答となっているが、今後行ってほしい子育て支援策において、「親子が安心して集

まれる身近な場を増やして欲しい」「子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほし

い」といった意見が多く、幼児や子どもが安心して遊べる場所やその他施設を開放しての

交流空間の整備は、子育て支援の大きな要望となっています。 
◆今後行って欲しい子育て支援策 　（単位　％）

親子が安心
して集まれ
る身近な場
を増やして

ほしい

親子で楽し
めるイベン
トを開催し
てほしい

子連れでも
出かけやす
く楽しめる
場所を増や
してほしい

親子が安心
して集まれ
る身近な場
を増やして

ほしい

親子で楽し
めるイベン
トを開催し
てほしい

子連れでも
出かけやす
く楽しめる
場所を増や
してほしい

川俣地区 33.1 24.8 59.2 秋山地区 33.3 6.7 46.7

鶴沢地区 41.3 30.0 72.5 小島地区 38.1 23.8 76.2

小神地区 30.0 20.0 55.0 飯坂地区 40.5 27.0 67.6

東福沢地区 40.0 16.7 53.3 大綱木地区 37.5 50.0 25.0

西福沢地区 33.3 16.7 50.0 小綱木地区 42.9 7.1 57.1

羽田地区 44.8 48.3 51.7 山木屋地区 24.2 24.2 42.4  
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６．経済的支援について 

 出産・子育てにかかる経済的支援は、町への要望として最も大きなものの１つであり、「児

童手当の充実」、「保育園や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい」、「医療費助成の充

実」などの意見も多く、今後も一層の支援の充実が求められています。 

就学前児童出産・子育てに望まれる
経済的支援（MA)（N=447）

1.1

14.8

15.7

51.5

52.8

55.3

0 20 40 60 80

その他

奨学金制度の充実など教育費の支援

出産祝い金など出産奨励の実施

医療費助成の充実

保育所や学校にかかる費用の軽減

児童手当の充実

％

就学児童子育てに望まれる
経済的支援（MA)（N=564）

1.4

6.2

34.4

44.7

44.7

53.9

0 20 40 60 80

その他

出産祝い金など出産奨励の実施

奨学金制度の充実など教育費の支援

児童手当の充実

保育所や学校にかかる費用の軽減

医療費助成の充実

％
 

 

７．情報提供・相談について 

 子育てに関する情報や相談は、子育て支援の重要な要素の 1つです。 

 平成 15 年 7 月に改正のあった児童福祉法の内容にある、子育て支援総合コーディネート

事業により、町が子育て支援事業に関し情報提供を行い、保護者が最も適切な子育て支援

事業の利用ができるよう、相談・助言を行うとともに、子育て支援事業の利用のあっせん、

調整等まで行うことが必要とされています。 

そのようなことから、子育てに関する情報については、これまで以上に「広報かわまた」

で周知していくほか、町のホームページの有効活用による、より分かりやすい情報の掲載

を図ることにより、情報提供とＰＲを充実していく必要があります。 

また、相談・助言並びに子育て支援事業利用のあっせん等についても、早急に体制を整

備していく必要があります。 
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第３章 理念と基本方針 

第１節 計画の理念・基本方針 

１．基本理念 
 次代を担う無限の可能性を持つ子どもたちは、かけがえのない地域の宝です。私たちは、

この子どもたちを地域全体で見守り、はぐくんでいく義務があります。 

子どもを取り巻く環境は、核家族化の進行や女性の社会進出などを背景に大きく変化し

てきています。特に近年は個人の価値観や生活様式の変化に伴って、結婚しても子どもを

持たない人たちも増加しています。 

このような環境の変化や、子どもの生活の変化に柔軟に対応し、子どもを心身ともに健

やかに育てるためには、よく学び、よく遊べる環境の創出に向けて家庭、地域、ボランテ

ィア、学校、企業を含めた地域全体の力と連携が求められています。 

「川俣町次世代育成支援地域行動計画」では、子どもが健やかに成長できる環境づくり

に努めるとともに、子どもを育てる保護者や、将来、子どもを生み育てることになる次代

の親が、子育てに伴う喜びを実感し、ゆとりがあり安心して子育てができる社会の形成を

目指します。 

これらを踏まえ、以下のように基本理念を掲げます。 

 

 

 

 

 

２．基本方針 

 本計画の基本理念を実現していくため、以下の５つの柱を基本方針として、具体的な施

策の展開を図ります。 

 

①子育てをお互いに助け合う社会づくり 

 妊娠・出産・育児期は、心身の大きな変化に加え、ライフスタイルにも大きな変化をも

たらす時期であり、母子の健康に限らず、子どもを取り巻く家庭の健康を支える視点が必

要です。そのため、保護者の育児に関する不安を軽減し、子どもに愛情が注げるよう、ま

た、次代の親となる若者が子どもを育てる喜びを認識できるよう、育児不安への対応や意

識啓発、そして子育てに関する情報の提供や、相談体制を充実していきます。 

さらに、地域住民相互の支え合いによる子育て支援事業の実施や、女性の社会進出が進

む中で、企業においても働きやすい環境づくりの意識を高め、男性を含めた子育てへの参

画についても促進していきます。 

楽しく子育てみんなで支援 
地域全体で子どもを見守るまち・かわまた 
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②安心して子どもを生み育てることができる環境づくり 

仕事と子育てが両立できるよう、職業や勤務形態の多様化に対応した保育サービスの推

進に努めていきます。保育サービスについては、保護者の就労時間が増加等に伴う、延長

保育や預かり保育の充実、そして、一時保育の実施に努めていきます。 

在宅の子育て支援策については、育児サークル支援をはじめとして、身近なところでい

つでも気軽に親子間で集まれる場所等の提供を行っていきます。 

また、子どもの医療費や養育費などの経済的負担の軽減は多くの家庭で望まれており、

乳幼児医療費制度の充実や保育料の軽減、並びに児童手当等の普及、啓発に努めます。 

 

③母性並び乳児及び幼児等の健康の確保及び保持増進 

 健やかに子どもが育っていくためには、母性の保護、乳幼児と次代を担う子どもたちの

健康推進対策、そして子育てをしている保護者への支援を推進していく必要があります。 

そのために、育児不安の軽減を図るための支援体制や食育の推進、そして各種健康診査

を充実していきます。 

また、将来の家庭生活の準備段階にあたる思春期の保健体制の充実に努めていきます。 

 

④子どもが健やかな成長を図る環境の整備 

子どもが未来をひらく創造性豊かなたくましい人間として成長するために、豊かな個性

と創造性をのばす充実した学校教育を推進するとともに、家庭・学校・地域社会が本来持

っている教育力を結集し、子育て力や教育力の活性化を図ることが重要です。 

また、地域の教育資源等を活用しながら、自然体験や社会体験などを通して、子どもが

自ら学び、考え、行動できる力を育成します。 

 さらに、親子などが安心して交流できる場や子育てに適した環境の整備に努めていきま

す。 

 

⑤子どもの権利擁護への取り組みの推進 

近年の生活様式や環境の変化に伴い、個人と地域の関わりが希薄化しています。そのた

め、幼い子どもを抱える保護者のストレスや自信喪失が高まり、児童虐待が社会全体で深

刻な問題になっています。このようなことから、福祉、医療、保健はもとより、教育、警

察、そして地域住民が共通の認識に立った、ネットワークの構築と、子どもの声を生かし

た子育てのための環境づくりを行っていきます。 

また、離婚の増加に伴い、ひとり親家庭が増える傾向にあります。今後は、このような

家庭を支援するため、各種手当の普及、啓発や、相談体制を充実させていきます。 

障がいのある子どもを持つ家庭においては、早い時期での適切な対応と訓練のほか、保

護者を含めた相談体制の充実、各種制度の普及、啓発に努めます。 
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第２節 計画の体系 

【基本理念】

楽しく子育てみんなで支援、地域全体で子どもを見守るまち・かわまた
 

具体的な施策

子育て情報
提供体制
の充実

男女共同参
画による子育

ての推進

住民参加型
子育て相互援

助活動
支援事業
の実施

仕事と子育ての
両立の推進

多様な働き方の実現
及び男性を含めた働

き方の見直し等

労働の分野
における
男女平等

労働条件の整備

男女雇用機会均等法の遵守

13

14

基本方針 課題

地域における子育て
支援サービスの充実

①
子
育
て
を
お
互
い
に
助
け
合
う
社
会
づ
く
り

子育て相談
サービス
の充実

子育て支援の情報提供の充実

児童委員による地域相談体制の整備促進

地域子育て支援の核的施設

1

男女共同参画の意識啓発の推進

男性も含めた子育て学習機会の充実

ファミリーサポートセンター事業

再就職のための支援

就業条件・環境の整備

児童相談所との連携強化

母子保健情報の確保・提供

子育て総合案内窓口の設置

妊娠・出産・育児情報の提供

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12
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具体的な施策
基本方針 課題

 

子育て仲間づくりの推進（育児サークル等）

学校給食の実施

保育料の軽減

事業所への
協力

預かり保育の
推進

（幼稚園）

一体的な幼児
の保育環境の

整備

②
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

保育環境の幼保一元化の推進

15

16

17

つどいの広場事業の実施

学校給食による支援

通常保育事業
の充実

（保育園）

保育サービスの充実

子育てに係る経済的
支援の充実

特別保育事業
の充実

（保育園）

子どもに関わる
地域体制の整

備

学校給食の
実施

養育に係る
負担軽減

放課後児童保
育事業の推進

子育て支援のネット
ワークづくり

放課後児童保育施設の充実

育児休業制度の普及･啓発

預かり保育の充実

19

20

21

保育奨励金

出産祝金給付金

乳幼児医療費の充実

事業所内保育の推進

各種手当制度の充実

子どもの居場所づくり事業の充実

放課後児童対策の充実

保育園施設整備の充実

通常保育事業の充実

障がい児保育の充実

一時保育の推進

低年齢児保育の推進

延長保育の推進

18

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35
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具体的な施策
基本方針 課題

 

育児支援家庭訪問事業

38 親と子の料理教室

51

52

53

47

48

49

50

43

44

45

46

39

41

42

40

36

37

予防接種の充実

妊婦一般健康診査

乳幼児健康診査

妊産婦健康相談

妊産婦訪問指導

乳幼児健康相談

乳幼児訪問指導

マタニティー教室

乳幼児虐待予防事業

母子健康手帳の交付

虫歯予防事業の充実

食育の推進

育児不安の軽減のた
めには

思春期保健の充実

健康相談・健
康教育・予防
接種の充実

保育園等における食教育の充実

③
母
性
並
び
乳
児
及
び
幼
児
等
の
健
康
の
確
保
及
び
保
持
増
進

離乳食教室

子どもや母親の健康
の確保

育児不安の
軽減

赤ちゃんふれあい体験

健康診査の
充実

思春期保健
の充実

食育の推進

思春期相談事業

講師の派遣（学校への講師の派遣）
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具体的な施策
基本方針 課題

 
 

79

80

81

77

78

73

74

75

76

69

70

71

72

65

66

67

68

60

62

63

64

55

57

58

59

54

安全な道路交
通環境の整備

子どもの生きる
力の育成に向
けた学校の教
育環境等の整

備

総合的な学習の時間の充実

特別支援教育の充実

自然体験学習事業の充実

地域の社会的環境の整備

地域と連携した相談・指導体制の充実

社会参加の促進

相談・指導体制
の充実

56

道徳教育の充実

奨学資金貸与制度の充実

健康教育の充実

就学前教育の
充実

在宅の乳幼児とその保護者のための
教育・学習機会の充実

就学支援制度
の充実

スポーツ・レクリエーションを介しての親子のふれあい

地域子ども会活動への支援

PTA活動への支援

各種社会教育事業の充実

図書事業の充実

スポーツ少年団活動への支援

ボランティア活動への参加の促進

各種スポーツ教室の充実

地域による防犯体制の整備

遊び場・交流空間の整備

チャイルドシート着用の啓発

幼稚園・保育園における教育内容の充実

公共施設等における子育て支援設備の整備

子育てに適した道路交通環境の整備

町道等整備基準の策定

子どもの心身の健や
かな成長に資する
教育環境の整備

子どもの交通安
全を確保するた

めの活動
の推進

安全・安心まち
づくりの推進

④
子
ど
も
が
健
や
か
な
成
長
を
図
る
環
境
の
整
備

家庭や地域の教育力
の向上

子育てに配慮した
環境の整備

地域活動の
促進

スポーツ活動
の推進

自然・文化活動
の推進

社会参加の
促進

教育相談の充実61

安全教育の推進

特色ある教育と地域に開かれた学校の推進
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具体的な施策
基本方針 課題

 

子どもの権利が
尊重される社会づくり

ひとり親家庭の自立
支援の推進

⑤
子
ど
も
の
権
利
擁
護
へ
の
取
り
組
み
の
推
進

障がい児施策の充実

ひとり親家庭
等に対する

経済的支援、
緊急時の保育

支援、
相談支援等の

充実

機能訓練・療
育相談の充実

障がい児と家
族の社会参加

促進

子どもの権利
が尊重される

社会づくり

「児童の権利に関する条約」の啓発

子どもの声を生かした子育て環境づくりの推進

子どもの人権に関する問題への対応
（虐待防止ネットワークの構築）

83

84

身体障がい児日常生活用具給付事業

障がい児をもつ親の会等への活動支援

各種貸付事業の推進

各種助成・手当等

福島県養護教育センター県北地域相談室での
相談業務

障がい児地域療育等支援事業の推進

相談支援体制の充実

ひとり親家庭日常生活支援事業
（介護人派遣制度の活用）

身体障がい児補装具給付事業

重度心身障がい児ホームヘルプサービス事業

85

86

93

94

88

89

90

91

92

87

82
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第Ⅱ部 基本計画（平成 17 年度～平成 21 年度） 

第１章 子育てをお互いに助け合う社会づくり 

第 1 節．地域における子育て支援サービスの充実 

【現況と課題】 

近年、都市部への人口の集中による核家族化の進行により、子育ての環境は急激な変化

を見せています。旧来の 2 世代、3 世代同居の家庭の減少により、子育て家庭は孤立化し、

子育てに関する悩みの相談、子育てにストレスを感じる保護者が多くなっています。 

今回の策定にあたってのアンケート調査では、子育てへの悩みや気になることについて

は、「病気や発育・発達に関すること」が最も多く、「食事や栄養に関すること」「子どもを

しかり過ぎているような気がすること」の順となっています。 

また、就学前児童の保健センターの相談利用経験については 31.5％であり、今後も相談

が必要と思われる保護者の利用について促していく必要があります。健診についての満足

度は「発育・発達が確認でき安心した」が最も多くなっている状況です。しかし、「個別に

面談したかった」という回答が比較的多く、「もっと時間が欲しかった」との要望も比較的

多くなっており、専門的な見地からの助言を求めている親が多い傾向にあります。 

一方で、子育ての悩みの相談相手は配偶者・親族・友人の順で多くなっていました。ま

た、子育てに関する情報は親族・知人・友人、保育園･幼稚園の順で多くなっています。い

ずれも、親族・配偶者が多く、情報の偏りができてしまうことや、専門的な分野での解決

が必要な問題が発生したときの対応に問題があります。 

今後、子育てに関する情報・相談窓口の開設によって、専門的な見地からの相談の実施、

子育て支援センター等の整備によって、子育てにおける悩みの相談や問題点の解消を促進

するとともに、日常気軽に相談、参加できる窓口、各種教室の情報の提供による参加の促

進が必要です。 

就学前児童保健センターの情報・相談サー
ビスの利用経験(SA)（N=413）

いいえ
68.5%

はい
31.5%

就学前乳幼児検診（MA)（N=444）

4.5

7.9

8.6

9

9.9

11.9

15.5

16.4

30.4

76.4

0 20 40 60 80 100

知っていることばかり教えられた

その他

個別の相談がしたかった

決まりだから受けただけ

友達ができて良かった

もっとゆっくりした時間がほしかった

信頼がおけて安心できた

形式的だった

医師、保健師、栄養士の話がためになった

発育、発達が確認でき安心した

％
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子育て相談
サービス
の充実

児童委員による地域相談体制の整備促進

地域子育て支援の核的施設

1

児童相談所との連携強化

母子保健情報の確保・提供

妊娠・出産・育児情報の提供

2

3

4

5  

子育て情報
提供体制
の充実 子育て支援の情報提供の充実

子育て総合案内窓口の設置6

7

 

住民参加型
子育て相互援

助活動
支援事業
の実施

ファミリーサポートセンター事業8

 
 

 

（１）児童委員による地域相談体制の整備促進（継続）  

児童委員との連携を図り、地域における相談体制の整備・促進を図る。 

 

（２）児童相談所との連携強化（継続） 

児童相談所との連携を深め、児童の健全育成のための相談指導体制を充実する。 

 

（３）地域子育て支援の核的施設（新規） 

既存の施設を有効活用した、子育てに関する相談や育児サークル支援、保護者同士の交

流等、地域子育て支援の核となる施設（地域子育て支援センター等）の整備を検討する。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成17年～20年） 目標（平成21年）

地域子育て支援の
核的施設

具体的事業

０ヶ所（未設置）

施設整備までにおけ
る子育ての相談受付
をはじめとした各種事
業体制の整備
施設の選定等の準備

１ヶ所（設置）

 
 

（４）母子保健情報の確保・提供（継続） 

乳幼児健診の結果、データ、予防接種状況の情報を電算化し、情報が十分活用できる体

制を強化する。 

 

１．子育て相談サービスの充実 

 



川俣町 次世代育成支援 地域行動計画  
 
 

 23 

（５）妊娠・出産・育児情報の提供（継続） 

育児不安･悩みを抱えた妊婦、母親、及び父親、子どもの養育者を対象に、妊娠・出産・

育児に関する情報の提供と問題解決できる支援体制づくりの整備を行う。 

 

 

 

（１）子育て総合案内窓口の設置（新規） 

子育てに関することなどについて気軽に相談できる、対面・電話での対応を充実する。

窓口において、施設案内やイベント情報、育児サークル等の情報提供を行える体制づく 

りを整備する。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成17年） 目標（平成21年以降）具体的事業

子育て総合案内窓口の
設置

未設置
設置

（平成１７年度以降、
段階的に整備）

子育て支援センター
等へ統合

 

 

（２）子育て支援の情報提供の充実（新規） 

子育てに関する各種イベント情報や地域活動など広報紙に随時掲載を行う。 

また、現在の本町のホームページ上で子育て支援に関する制度、情報を掲載し、また、

パンフレット（子育てガイドブック、親子が安心して出かけることができるマップの作成

等）を発行することにより、制度内容について町民に分かりやすく周知していくことを検

討していく。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成17年） 目標（平成１８年）

実施

未実施 パンフレット作成のた
めの情報収集、準備 実施

具体的事業

広報紙への掲載 さらに充実した内容を掲載

パンフレットの作成

 

 

 

（１）ファミリーサポートセンター事業（新規） 

保護者の緊急の用件・残業、子どもの病気等の緊急時、リフレッシュしたい時など、子

どもの保育や送り迎えなど地域において会員制、有償ボランティア活動による子育て相互

援助活動の検討を行う。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成17年） 目標（平成18年以降）

検討・団体の育成 整備（センターの設置）

具体的事業

未整備ファミリーサポートセン
ター事業  

２．子育て情報提供体制の充実 

 

３．住民参加型子育て相互援助活動支援事業の実施 
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第２節．多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の見直し等 

【現況と課題】 

女性の社会進出が進む現在、本町においても共働き子育て家庭が増加する傾向にありま

す。それにともなって、旧来からの「男は仕事」という考えから、男性が家事などをしな

い傾向が依然として残っており、女性の負担が「仕事・家事・子育て」と非常に大きくな

ってきています。 

今回のアンケート調査では、子育てへの父親の参加状況は約 8割が参加していましたが、

約 2 割が参加していない傾向が見られました。子育てを共にする事の大切さや喜びを促す

啓発活動を行い、育児への参加を促す必要があります。 

就学前児童父親は子育てに参加しているか
（SA)（N=451）

ほとんど参
加していな

い
13.5%

子育て参
加は難しい
（ひとり親
家庭・単身
赴任など）
6.4%

まあまあ参
加している

45.0%

積極的に
参加してい

る
35.0%

就学児童父親は子育てに参加しているか
（SA)（N=590）

ほとんど参
加していな

い
13.9%

子育て参
加は難し
い（ひとり
親家庭・単
身赴任な

ど）
8.5%

まあまあ参
加している

50.1%

積極的に
参加してい

る
27.5%

 

男女共同参
画による子育

ての推進

男女共同参画の意識啓発の推進

男性も含めた子育て学習機会の充実

9

10

 

 

 

 

（１）男女共同参画の意識啓発の推進（継続） 

子育てについて男女共同参画意識の啓発を促す、広報・学習機会の充実。 

 

（２）男性も含めた子育て学習機会の充実（継続） 

出産･育児に関する各種教室への夫婦での参加を促進し、協力意識を高め、男性の子育て

に対する理解を高める。 

１．男女共同参画による子育ての推進 
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第３節．仕事と子育ての両立の推進 

【現況と課題】 

 女性の社会への進出が多くなってきた現在において、子育て中の女性の負担を軽減する

とともに、「仕事をしながら子どもを産み育て、喜びを感じることができる社会」の構築が

課題となっています。 

今回のアンケート調査では、仕事と子育てを両立するために必要なことについて「女性

の就労継続における企業の理解や支援」「勤務先に保育施設を設置する」「子どもが病気や

けがの時など安心して看護のための休暇が取れる制度」が多くなっています。企業におけ

る子育てへの支援として出産後の女性の再雇用、パート・アルバイトなど様々な労働形態

で働く女性に対しても、子育てをしながら仕事をする女性への協力を促す必要があります。 

また、男性への育児休暇の取得なども含め、子育て家庭への様々な支援が必要ですが、「子

どもと接する時間が少ない」「肉体的･精神的疲労が大きい」という意見も多いことから、

労働時間や育児休暇制度などの啓発を行う必要があります。 

就学前児童企業への支援要望（MA)（N=392）

1.5

16.3

18.6

20.2

20.9

25.5

27.0

58.4

0 20 40 60 80

その他

男性も育児休業制度が利用できるなど、子育てに
男性も参加できる環境づくり

妊娠中や育児期間中の勤務軽減（始業・終業時
間を選択できる制度や短時間勤務制度など）

女性の就労継続に対する企業の理解や支援

育児休業制度や再雇用制度の普及促進と、それ
を円滑に利用できる環境づくり

勤務先に保育施設を設置する

子育てと仕事の両立に向け、職場内の理解を深
めていくこと

子どもが病気やけがの時などに安心して看護の
ための休暇がとれる制度

％

就学児童企業への支援要望（MA)（N=489）

2.2

14.1

15.7

16.2

20.9

24.9

28.4

56.6

0 20 40 60

その他

妊娠中や育児期間中の勤務軽減（始業・終業時間
を選択できる制度や短時間勤務制度など）

勤務先に保育施設を設置する

男性も育児休業制度が利用できるなど、子育てに男
性も参加できる環境づくり

育児休業制度や再雇用制度の普及促進と、それを
円滑に利用できる環境づくり

女性の就労継続に対する企業の理解や支援

子育てと仕事の両立に向け、職場内の理解を深め
ていくこと

子どもが病気やけがの時などに安心して看護のた
めの休暇がとれる制度

％
 

 

労働の分野
における
男女平等

労働条件の整備

男女雇用機会均等法の遵守

13

14 再就職のための支援

就業条件・環境の整備

11

12
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（１）男女雇用機会均等法の遵守（継続） 

男女雇用機会均等法等の普及・啓発し、企業へ男女雇用機会均等法の遵守につとめると

ともに男女雇用機会均等法等の制度の理解の促進を図る。 

 

（２）労働条件の整備（継続） 

労働環境の実態把握と改善の啓発するとともに、企業家への支援を図る。 

 

（３）就業条件・環境の整備（継続） 

女性家族労働者に対する正しい認識と評価の促進を図る。 

また、研修機会の拡充家族経営協定の普及、農業者年金への女性の加入、子育てヘルパ

ー制度の周知、普及及び利用について促進を図る。 

 

（４）再就職のための支援（継続） 

職業情報、資料等を収集し、提供職業能力開発機会を拡充し、再就職のための普及･啓発

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．労働の分野における男女平等 
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第２章 安心して子どもを生み育てることができる環境づくり 

第 1 節．保育サービスの充実 

【現況と課題】 

保育園や幼稚園での子どもを預けるサービスは、仕事と子育てをする保護者を支援する

だけでなく、子どもの安全も確保することができます。また、労働形態の多様化により、

様々なニーズに対応するため、きめ細やかなサービスの提供を行う必要があります。 

川俣町には保育園が 1 ヶ所、幼稚園が 5 ヶ所あります。今回のアンケート調査から、保

育サービスの利用希望については各年齢層で保育園が半数以上を占めています。平成 16年

度において、保育園の増築を行いますが、入園希望者数のニーズに対応した乳幼児の受入

れを目的とした保育環境の整備が必要です。 

また、今後行って欲しい子育て支援策では「低年齢児保育の充実」が約 2 割、その中で

もパート・アルバイト等をしている方が約 7 割となっており、低年齢児のいる家庭への支

援が必要です。 

経済的な支援の項目では、「保育サービス等の料金の軽減」が多くなっています。今後、

学校統廃合も踏まえたうえで、どのような方法により、保育の環境の幼保一元化を推進し

ていくかが課題と言えます。 

障がいを持った子どもに対して望ましい保育サービスを提供するためには、専門的な知

識を得るための保育士の研修会への参加や関連団体との連携を図る必要があります。また、

障がいを持った子どもは、現在福島市の施設に通園していますが、距離が遠く保護者の大

きな負担となっていることから、既存施設の有効活用や人材を確保し、町内でのサービス

を受けられる体制の整備についても検討していく必要があります。 

事業所への協力については、企業への次世代育成支援対策推進法に基づく子育て支援に

ついての理解、協力をはじめとして、事業所内保育の実施についても協力を促していく必

要があります。 

放課後児童クラブのニーズ量は比較的少ない傾向となっており、各年齢層の平日の利用

希望は、全て 1 割未満となっています。また、地域的に入所児童の偏りがあるため、各地

域で利用できるような方策について検討していく必要があります。 

◆希望保育サービス（％）
下から1番目 下から2番目 下から3番目

保育所 51.0 52.2 0.2
幼稚園 30.1 37.7 0.2
事業所内保育所 6.6 2.9 0
ベビーシッター／家政婦 1.0 0 0
子育て支援センター 11.2 7.2 0  

就学前児童出産・子育てに望まれる
経済的支援（MA)（N=447）

1.1

14.8

15.7

51.5

52.8

55.3

0 20 40 60 80

その他

奨学金制度の充実など教育費の支
援

出産祝い金など出産奨励の実施

医療費助成の充実

保育所や学校にかかる費用の軽減

児童手当の充実

％  
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15
通常保育事
業の充実
（保育園）

通常保育事業の充実

 

   

特別保育事
業の充実
（保育園）

16

17

保育園施設整備の充実

低年齢児保育の推進

延長保育の推進

障がい児保育の充実

一時保育の推進

18

19

20  

21 保育環境の幼保一元化の推進
一体的な幼児
の保育環境

の整備

 

預かり保育の
推進

（幼稚園）
預かり保育の充実22

 

事業所への
協力 事業所内保育の推進

育児休業制度の普及･啓発23

24

 

放課後児童
保育事業の

推進
子どもの居場所づくり事業の充実

放課後児童対策の充実

放課後児童保育施設の充実

25

26

27

 

 

 

（１）通常保育事業の充実（継続） 

保育環境、保育内容等、充実した保育を行っていく。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成17年） 目標（平成21年）

150人通常保育事業の充実

具体的事業

137人 145人
 

 

１．通常保育事業の充実（保育園） 
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（１）低年齢児保育の推進（継続） 

 平成 14 年 8 月より、産休後 2 ヶ月の児童の受入を実施しているが、今後も０～2 歳の低

年齢児の保育園での受け入れ、それに伴う施設整備や保育士の確保に努める。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成17年） 目標（平成21年）

56人 62人 68人
（保育室増設）

具体的事業

低年齢児保育の推進
 

 

（２）延長保育の推進（継続） 

平成 12 年 4 月より、最長で 7 時から 19 時までの延長保育を実施しているが、就労状況

の変化により、年々労働時間が長くなっている保護者が増加していることから、今後も延

長保育の充実を図る。 

◆実績・目標
平成16年 平成18年 平成21年

6人 8人 12人

具体的事業
延長保育の推進
（18:00～19:00）  

 

（３）障がい児保育の充実（継続） 

集団保育が可能な障がい児のために、必要な施設整備と人員を確保し、受け入れに努め

る。また、同時に研修等により保育士の専門性を高める。 

 

（４）一時保育の推進（新規） 

保護者の疾病や不定期な仕事に対応するための一時的な保育サービスの実施。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成20年） 目標（平成21年）

一時保育の推進

具体的事業

０人（未実施） 実施に向けた準備・検討 ６人（実施）
 

 

（５）保育園施設整備の充実（継続） 

良質な保育環境を目的とした施設整備の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

２．特別保育事業の充実（保育園） 
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（１）保育環境の幼保一元化の推進（新規） 

幼稚園、保育園の垣根を無くし、保育時間も含め保育ニーズに合わせた幼児保育環境を

一体的に進める。 

◆実績・目標
平成16年 平成17年～平成20年 平成21年具体的事業

未実施 施設の選定等準備保育環境の幼保一元化
の推進 実施

 
 

 

 

（１）預かり保育の充実（継続） 

幼児保育環境の整備と合わせ実施する。併せて保育園の延長保育とのサービスに格差

があることから、幼保一元化の推進も踏まえ、保育時間の延長や預かり保育料について

検討する。（現在は、希望者に対し、13 時 00 分から 15 時 00 分までの預かり保育を実施

している。） 

 

 

 

（１）育児休業制度の普及･啓発（新規） 

企業に対して、パンフレットや、または次世代育成支援法に基づいた子育て支援につい

ての説明会等実施することにより、企業における育児休業制度への理解、協力を促してい

く。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成17年） 目標（平成18年以降）

未実施 パンフレットの作成 制度の啓発育児休業制度の普及･啓発

具体的事業

 
 

（２）事業所内保育の推進（継続） 

 従業員のための事業所内保育を推進し、選択の幅のある多様な保育サービスの提供に努

めるため、事業所への協力を要請する。 

 

 

 

 

 

 

５．事業所への協力 

３．一体的な幼児の保育環境の整備 

４．預かり保育の推進（幼稚園） 
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（１）放課後児童対策の充実（継続） 

平成 14 年 12 月より、放課後児童保育事業（わいわいクラブ事業）を実施しているが、

今後も、利用者の保育ニーズを把握しながら、事業を充実し、働く保護者を支援していく。 

また、指導員の研修等により、専門性を高め資質の向上に努めることにより、より良い

保育の提供を行う。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成19年） 目標（平成21年）

放課後児童対策の充実

具体的事業

30人 40人 50人
 

 

（２）放課後児童保育施設の充実（継続） 

 放課後児童保育施設の整備に努めるとともに、施設の有効活用について検討する。 

 

（３）子どもの居場所づくり事業の充実（継続） 
放課後、地区公民館に児童（主に小学生）が集まり、スポーツや文化活動等を通じて、

地域住民との交流を図ることにより、子どもたちの豊かな心を育む。 

（平成 16 年度より実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．放課後児童保育事業の推進 
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第２節．子育てに係る経済的支援の充実 

【現況と課題】 

 子育て家庭における年齢は、全国的に 20 歳代の後半から 30 歳代が大半を占めています

が、近年の不況の影響もあり経済的負担が重くなっている状況です。 

今回のアンケート調査でも、経済的支援を求める就学前、就学児童の保護者が非常に多く

なっています。希望する経済的な支援の主なものは「児童手当の充実」で、約 55％となっ

ています。 

現在、本町では各種手当制度を実施していますが、今後もこれらの充実が求められます。

また、定住化の促進を目的として、出産祝金給付金制度や保育奨励金制度を経済的負担 

の軽減のため行っています。今後は、保育料（保護者負担金）を勘案したうえでの、奨励

金の支給額や対象要件について、検討していく必要があります。 

ひとり親世帯（母子・父子世帯）や障がい者（児）世帯等、要保護世帯等の保育料の軽

減を中心として、保護者の所得の有無や、利用する保育サービス等により、どのような方

法で保育料を設定していくかが課題といえます。 

就学前児童出産・子育てに望まれる
経済的支援（MA)（N=447）

1.1

14.8

15.7

51.5

52.8

55.3

0 20 40 60 80

その他

奨学金制度の充実など教育費の支援

出産祝い金など出産奨励の実施

医療費助成の充実

保育所や学校にかかる費用の軽減

児童手当の充実

％

就学児童子育てに望まれる
経済的支援（MA)（N=564）

1.4

6.2

34.4

44.7

44.7

53.9

0 20 40 60 80

その他

出産祝い金など出産奨励の実施

奨学金制度の充実など教育費の支援

児童手当の充実

保育所や学校にかかる費用の軽減

医療費助成の充実

％
 

保育料の軽減

養育に係る
負担軽減

保育奨励金

出産祝金給付金

乳幼児医療費の充実

各種手当制度の充実28

29

30

31

32  
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（１）各種手当制度の充実（継続） 

平成 16 年度より、小学校 3年生修了時まで児童手当が拡充されたが、今後も児童手当制

度の充実について、国・県への要望を行います。 

 

（２）乳幼児医療費の充実（継続） 

医療機関窓口において、保護者の負担がかからないよう、平成16 年度より、福島市、伊

達郡内での医療機関において、窓口支払無料化を実施しているが、今後も、医療を必要と

する乳幼児に対し、医療費を助成し、健康の維持･回復に努めるため、制度の充実を図る。 

 

（３）出産祝金給付金（継続） 

定住化の促進を目的として、第３子以降出生時に祝金として１万円を支給し出産を祝う。 

 

（４）保育奨励金（継続）   

定住化の促進を目的として、保育奨励金を支給する。入園児 2 人目に対して、3，000 円

×入所月数、3人目以上に対しては保育料月額分×入所月数を支給。 

 

（５）保育料の軽減（継続） 

保育園において、平成 13 年度より、国で示している基準よりも低い金額で、町独自に保

育料の金額設定を行っている。今後も幼保一元化の推進や社会情勢等踏まえ、保育料の軽

減を行っていくことを検討していく。 

（参考 現在、３歳未満児 最高 40，000 円、３歳以上児 最高 30，000 円）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．養育に係る負担軽減 
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第３節．学校給食による支援 

【現況と課題】 

 バランスのとれた食生活や基本的な生活習慣の形成、そして、食事のマナーを学んでも

らうことを目的として、学校給食を実施することにより、保護者の負担軽減のほか、次世

代の親になる子どもたちの健やかな成長を促します。 

また、食育の重要性から良い食生活習慣の形成のため講習会等により、家庭等における

意識形成を行う必要があります。 

学校給食の実施学校給食の
実施 33

 

 

 

 

（１）学校給食の実施（新規） 

日常生活の食事について、正しい理解と望ましい習慣を養い、合わせて子どもたちの社

交性を養うために、食育を重視した学校給食事業を実施する。また、保護者に対し、適切

な食環境の意識高揚を図る。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成17年～１８年）目標（平成１９年以降）

未実施
実施時期・方法に

ついて検討

具体的事業

学校給食の実施 給食の実施
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．学校給食の実施 
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第４節．子育て支援のネットワークづくり 

【現況と課題】 

 現在、全国的に核家族化が進行し、子育て家庭と地域との交流の場が少なくなってきて

います。それに伴って、子育て情報・悩みの共有化、経験者からの指導など、かつては地

域内で解決できた問題を解決する事ができないことが課題となってきています。 

川俣町では、現在、各種健診や「すくすく育児相談」の場を子供同士の交流の場として、

保護者同士の情報交換の場としています。 

今回のアンケートでは、普段、子どもを主に世話をしている方は、「主に母親」と「祖父

母」で半数以上を占めています。これらの現状から、主に世話をしている方の育児能力を

上げるため各種教室への参加の促進を行うとともに、子育て仲間づくりの場へと発展させ

子育てネットワークを構築する必要があります。 

就学前児童、主に世話する人 (SA)
（N=447）

主に父親
0.2%

主に母親
76.1%

その他
3.1%主に祖父

母
20.6%

就学主に世話する人 (SA)
（N=597）

主に父親
1.7%

主に母親
81.2%

その他
3.2%主に祖父

母
13.9%

 

34

35

子どもに関わ
る地域体制の

整備 つどいの広場事業の実施

子育て仲間づくりの推進（育児サークル等）

 

 

 

（１）子育て仲間づくりの推進（育児サークル等）（継続） 

育児サークルを中心とした、保護者同士･子ども同士の交流、情報交換、学習の場をつく

ることにより、育児仲間づくりを推進する。 

（平成 12 年度より、自主サークル「はらぺこクラブ」が発足。本町の保健センターを活

動の場としている。） 

 

 

 

１．子どもに関わる地域体制の整備 
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（２）つどいの広場事業の実施（新規） 

主に乳幼児（０～３歳児）を持つ子育て中の保護者とその子どもが気軽に集い、うち解

けた雰囲気の中で語り合い交流を図ることや、ボランティアを活用した育児相談等を行え

る場を整備する。 

また、両親が安心して子育てができ、子どもたちが健やかに育つため、祖父母に対して

の健康教育の実施や、実施にあたっては、子育て支援関連団体との連携を図ることにより、

地域子育てニーズを把握しての地域ぐるみでの事業、子育てサークルの育成、そして地域

での育児支援を推進する。 
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第３章 母性並び乳児及び幼児等の健康の確保及び保持増進 

第 1 節．食育の推進 

【現況と課題】 

現在、朝食を食べない子どもの増加や、偏食、そして小学校でも年々肥満児童が増加す

る傾向にあり、生活習慣病にかかる恐れのある子どもも年々増加しています。 

今回のアンケートでは、食事に関しての不安が多い傾向にあることから、保健センター

をはじめ関係機関と連携し、食育の推進を図る必要性があります。 

保健センターでは、４～５ヶ月児を対象に、「離乳食教室」を年 6回開催し、離乳食への

不安解消に努めています。 

また、「親子料理教室」を年に 1回（夏期休暇中に）行い、望ましい食生活習慣の啓発を

しています。 

保育園においては、栄養士による給食（主食、副食）等の提供を行っており、また、乳

児の月齢ごとの離乳食をはじめとして、乳児の成長に応じたバランスのとれた給食の提供

を行っています。今後、保育園のほか幼稚園等も含めた食教育の充実について、検討して

いく必要があります。 

就学前児童子育てで悩んでいること
上位10項目（MA)（N=443）

21.0
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25.5
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部屋が狭いなど、住居が子育てに適した環境で
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子どもとの時間を十分とれないこと
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子どもをしかりすぎているような気がすること

食事や栄養に関すること

病気や発育・発達に関すること

％

就学児童子育てで悩んでいること
上位10項目（MA)（N=581）

12.7

16.7

20.0

24.4

24.6

25.8

26.5

28.9

31.7

37.5

0 10 20 30 40 50

特にない

部屋が狭いなど、住居が子育てに適した環
境ではないこと

病気や発育・発達に関すること

子どもをしかりすぎているような気がすること

友達づきあい（いじめ等を含む）に関すること

子育てで出費がかさむこと

子どもとの時間を十分とれないこと

食事や栄養に関すること

子どもの教育に関すること

しつけや基本的生活習慣に関すること

％
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食育の推進
保育園等における食教育の充実

離乳食教室

親と子の料理教室

36

37

38
 

 

 

 

（１）離乳食教室（継続）  

栄養士を中心として、母親（保護者）に離乳食の目的、方法、すすめ方の指導を行う。 

 また、グループワークで母親同士の交流も図りながら、これからの食生活の基盤ともな

る離乳食について、支援していく。 

 

（２）保育園等における食教育の充実（新規）  

食育の重要性を意識した食生活習慣を形成するため、講習会等の実施により、食教育の

充実を図る。 

 

（３）親と子の料理教室（継続）   

小学生の親子を対象に、年 1回以上実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．食育の推進 
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第２節．育児不安の軽減のためには 

【現況と課題】 

近年、児童虐待などが大きな社会問題となっていますが、その要因のひとつとして、育

児不安があります。 

今回のアンケートでは、育児の不安や悩みとして、「しつけをしすぎているような気がす

る」が多い傾向となっています。また、虐待をしているかもしれないと思っている方も約

17％となっている状況です。よって、周囲の気付かないところで虐待が進行している可能

性も否定できない状況となりつつあります。 

地域における子育ての悩みを解決するネットワークの構築を図るとともに、ハイリスク

のケースに対してのフォローの方法について検討し、実施していく必要があります。 

育児支援家庭訪問事業

39

40

乳幼児虐待予防事業育児不安の
軽減

 

 

 

（１）乳幼児虐待予防事業（継続） 

育児不安が虐待につながるケースがあることから、３～４ヶ月児健診等で、アンケート

等を実施し、虐待ハイリスクのケースの把握に努める。 

また、各種健診、すくすく育児相談、親子体操教室、遊びの教室での保健指導を通じて、

育児不安の軽減に努めていく。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成17年～18年） 目標（平成21年）具体的事業

乳幼児虐待予防事業 未把握 予防事業の検討・実施
減少傾向へ

（子育てに自信を持て
ない母親を減らす）  

 

（２）育児支援家庭訪問事業（新規） 

 本来児童の養育について支援が必要でありながら、積極的に自ら支援を求めていくこと

が困難な状況にある過程に過重な負担がかかる前の段階において、訪問による支援を実施

することにより、当該家庭において安定した児童の養育が可能となることを目的として実

施する。 

内容としては、出産間もない時期に子育て経験者等が家庭訪問を行い、育児・家事の援

助を行ったり、保育士・保健師等による家庭訪問により、専門的な援助を実施する。 

 

 

 

１．育児不安の軽減 
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第３節．思春期保健の充実 

【現況と課題】 

 次世代の親となる世代の育成は、これからの重要なテーマと言えます。次世代の親とな

るための情操を育成するうえで、思春期は重要な時期です。 

 今回の中高生アンケートでは、ボランティア活動に参加したい項目で、「赤ちゃんの面 

倒を見る」が比較的多い傾向にあります。学校・PTA との連携を図り、乳幼児と触れ合う 

機会の充実に努める必要があります。 

43

41

42

赤ちゃんふれあい体験

思春期保健
の充実

思春期相談事業

講師の派遣（学校への講師の派遣）

 

 

 

（１）赤ちゃんふれあい体験事業（新規）  

非就学日等に中高生を対象にした「中高生教室」を開催することにより、健康に関する

各種教育を行う。 

「思春期体験学習」を通じて、生命の大切さや子育ての大切さを知る機会を提供する。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成18年） 目標（平成19年）

未実施
１9年実施に向けた事業
内容の検討 実施

具体的事業

赤ちゃんふれあい体験事業
 

 

（２）講師の派遣（学校への講師の派遣）（新規）  

保健師のほか、医師会等、各種団体からの派遣による講師により、中高生の食生活・運

動・ストレス・喫煙･飲酒・性教育などの正しい知識の啓蒙を図る。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成19年） 目標（平成20年）

未実施
実施に向けた講師の選
定、派遣先、スケジュー
ルの検討

実施講師の派遣
（学校への講師の派遣）

具体的事業

 

 

（３）思春期相談事業（新規）  

主に、小学校高学年以上を対象として、保健センター、教育委員会、学校保健と連携し

ての相談体制の整備を図る。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成19年～20年） 目標（平成21年）

未実施 相談事業体制の構築 実施思春期相談事業

具体的事業

 

１．思春期保健の充実 
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第４節．子どもや母親の健康の確保 

【現況と課題】 

近年、低体重児出産が増加し、異常妊娠や出産について危惧されています。これらの不

安を解消するために異常妊娠を早期に発見し、母子ともに安全な出産を行えるよう、フォ

ローの必要な妊婦について、医療機関と連携を図る必要があります。 

今回のアンケートでは、子育てで悩んでいることは「病気や発達に関すること」が最も

多く約 40％となっています。幅の広い健康指導と相談体制の整備が必要です。また、子育

ての悩みの相談先は、配偶者･親族・友人の順で多くなっています。日常の不安や専門的な

見地からの指導体制が課題となっています。 

就学前児童では、かかりつけ医のいない子どもは、「特にいない」と「いいえ」を合わせ

ると約 17％となっています。緊急時の対応などを考えると、かかりつけ医を持つ事のメリ

ットについて、啓発を行う必要があります。また、予防接種の教育・啓発活動の充実を行

う必要性があります。 

母子手帳の交付については、出産前に交付を受けていなかったり、出産間近になって交

付を受ける方が若干います。母子手帳の交付を受けないと健診等受けることができない場

合もあることから、対策が必要です。 

楽しい食生活を営む上で、虫歯のない歯を保つことは大切な要素です。 

川俣町では、管内（県北伊達郡）平均よりも、う歯罹（り）患率が高くなっています。2

歳児歯科検診で母親へのう歯予防への関心を高めるために、母親（保護者）の歯科検診と

歯みがき指導を行っています。 

また、妊婦については、出産時の歯への影響が大きいことから、出産後も歯を保つため

の施策の展開が必要です。 

さらに、妊婦を対象としたマタニティ教室を年 3 回実施することにより、望ましい食生

活の啓発を行い、「育児・仲間づくり」にも重点をおきつつ、マタニティ体操教室も年 2回、

講師を招き日曜日に開催しています。 

就学前児童かかりつけの医師がいるか
（SA)（N=454）

特に決め
ていない

15.0%

いいえ
2.0%

はい
83.0%

就学児童かかりつけの医師がいるか（SA)
（N=595）

特に決め
ていない

19.2%

いいえ
2.4%

はい
78.4%
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51

52

53

47

48

49

50

44

45

46

予防接種の充実

妊婦一般健康診査

乳幼児健康診査

妊産婦健康相談

妊産婦訪問指導

乳幼児健康相談

乳幼児訪問指導

マタニティー教室

母子健康手帳の交付

虫歯予防事業の充実

健康相談・健
康教育・予防
接種の充実

健康診査の
充実

 
 

 

（１）妊婦一般健康診査（継続）  

全妊婦対象。異常を早期発見し、健康管理の必要な妊婦には 2 回（前期・後期各 1 回）

指導・助言を行い、安全な分娩と健康な子どもの出生に努める。 

 

（２）乳幼児健康診査（継続） 

健全な発達を支援するとともに、健康的な生活習慣づくりの支援を行い、小児科医師、

歯科医師、栄養士、保健師などによる健康診査相談指導を実施する。 

 

 

 

（１）妊産婦健康相談（継続）  

健全な発達を支援するとともに、健康的な生活習慣づくりの支援を行い、小児科医師、

歯科医師、栄養士、保健師などによる健康診査相談指導の実施する。 

 

（２）妊産婦訪問指導（継続）  

妊産婦とその家族を対象に個別相談と電話相談の 2 つの方法で悩みに対応し、適切な保

健指導を行います。マタニティ教室でも、個別相談を実施します。 

 

 

１．健康診査の充実 

２．健康相談・健康教育・予防接種の充実 
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（３）乳幼児健康相談（継続） 

月齢に応じた日常生活指導を行うとともに、必要時に利用できる個別相談、電話相談で

乳幼児期の発育・発達に関する相談への対応を行う。  

 

（４）乳幼児訪問指導（継続） 

家庭訪問による日常生活指導を行い、疾病の早期発見、治療を促す。また、適切な保健

指導を行い育児不安の解消を図る。 

 

（５）予防接種の充実（継続） 

予防接種についての教育、啓発活動を強化し、子どもの健康管理上重要な伝染病予防の

ために受診率の向上を目指し、かかりつけ医でも接種できるよう、広域的な予防接種体制

に努める。 

 

（６）母子健康手帳の交付（継続）  

母子の経過・発達状況を確認するため、母子健康手帳の交付を行う。 

 

（７）虫歯予防事業の充実（継続） 

歯の口腔の健康を保つことを目的とし、９～10 ヶ月健診で歯科保健指導を行い、1、6歳、

2歳、3歳児の歯科健診の実施、及び受診を勧奨する。 

 

（８）マタニティ－教室（継続） 

妊婦を対象としたマタニティ教室を年２回実施する。また、妊婦、夫を対象に、親にな

るための意識の高揚を図り、妊婦のための栄養指導も行う。 

 

 

 

 

 

 

 



川俣町 次世代育成支援 地域行動計画  
 
 

 44 

第４章 子どもが健やかな成長を図る環境の整備 

第１節．子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 

【現況と課題】 

子どもの基礎学力の低下が進行していることから、国においても学習指導要領の見直し

や全国でのテストの再開を検討しています。教育は、子どもたちが主体的に考え、豊かな

人生を営む上で非常に重要です。 

今後、各地区の関係団体との連携の強化、基礎体力の定着、学校運営に関しての情報の

公開と地域住民との交流による地域に合った学校運営・教育などの検討を行う必要性があ

ります。 

また、それに伴って、教職員の研修会等への参加による資質の向上も必要と言えます。 

通学については、現在、徒歩での登校が主なものとなっていますが、交通教室等による

正しいルールの習得、また、ドライバーに注意を促すパンフレットの作成等が必要です。 

 

 

60

62

55

57

58

59

54

子どもの生き
る力の育成に
向けた学校の
教育環境等

の整備

総合的な学習の時間の充実

特別支援教育の充実

地域と連携した相談・指導体制の充実相談・指導体
制の充実

56

道徳教育の充実

奨学資金貸与制度の充実

健康教育の充実

就学支援制
度の充実

教育相談の充実61

安全教育の推進

特色ある教育と地域に開かれた学校の推進

 
 

 

 

 

（１）総合的な学習の時間の充実（継続） 

学校や地域の特色を生かした計画の作成と児童、生徒に主体的、創造的な態度を育成す

るための体験的な学習や問題解決的な学習の展開を図る。 

 

１．子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備 
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（２）道徳教育の充実（継続） 

 重点価値を明確にした指導の推進。また、内面に根ざした道徳性の育成を行う。 

 

（３）健康教育の充実（継続）  

健康、安全、食に関する指導の充実と適切に健康を管理、改善する実践力の育成を行う。 

また、体力の向上を図る指導を充実する。 

 

（４）特別支援教育の充実（継続）   

障がいに応じた適正な教育環境を整備するため、小、中学校に子どもに合った学級の配

置及び施設の充実を図る。また、学校・家庭・関係機関等との連携を一層強化する。 

 

（５）安全教育の推進（継続） 

交通ルール、マナーを指導する交通安全教室を開催する。また、不審者、声かけ等の対

策として防犯教室を開催することにより、安全教育を推進する。 

 

（６）特色ある教育と地域に開かれた学校の推進（継続） 

 開かれた学校教育を推進し、コンピュータ教育、国際理解教育、ケーナ教室の開催等、

地域文化や資源を活かした、川俣町らしい教育活動の展開を図る。 

また、子どもたちが自分の情報の成否を判断する能力（メディアリテラシー）の促進に

努める。 

 

 

 

（１）地域と連携した相談・指導体制の充実（継続） 

 児童委員、ＰＴＡ、児童相談所等と連携し、指導を要する児童の早期発見、相談、改善、

解決のためのネットワーク化を図る。（虐待防止ネットワーク事業との関連についても、検

討していく。 

 

（２）教育相談の充実（継続） 

教職員研修の充実、子育て支援団体との連携等を踏まえ、スクールカウンセラー配置の

推進を図る。 

また、教育に関する悩み、心配ごとなどの相談受付窓口である教育相談所（すこやかコ

ール）の充実も図る。（毎週土曜日 午後１時から４時まで実施） 

 

 

 

２．相談・指導体制の充実 
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（１）奨学資金貸与制度の充実（継続） 

 財源を確保し、援助制度の促進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．就学支援制度の充実 
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第２節．家庭や地域の教育力の向上 

【現況と課題】 

 今回の中高生のアンケートでは、ボランティア活動について、「参加したい」が約 40％と 

なっています。積極的に参加できる環境の整備が必要です。中高生のボランティア活動の

ニーズについては「イベント」「お年寄りの手助け」「赤ちゃんこどもの世話」の順で多く

なっています。多種多様なボランティアニーズに対応できる体制の整備と情報提供が必要

です。（各種育児教室等への訪問、保育園等への訪問等による絵本の読み聞かせなど。） 

 各種学習・教室等については、参加児童に地域ごとのかたよりがみられます。移動教室

の際、車の確保等、移動手段を検討することにより、参加者数の増加を図ることも必要と

思われます。 

学校と各種関連団体との連携の強化、文化伝承活動には、関心が薄い傾向がみられます。

また、全国的に子どもの活字離れ進んでいることから、子どもたちから大人まで楽しめる

図書事業のあり方について検討していく必要があります。 

一方で子どもの体力の低下が進んでいます。解決のためには、スポーツのすばらしさ、

楽しさ、そして、自分のやりたいスポーツは何かを認識してもらうよう促すこと、そして、

子どもが最も気軽にスポーツができる場としての、各スポーツ少年団への支援が必要です。

また、活動場所を確保できるように配慮する必要もあります。 

また、行政へ望む子育て支援策としては、「親子で参加できるイベントの開催」が最も多

くなっています。既存のイベントへの参加について周知を図っていく必要があります。 

 

73

69

70

71

72

65

66

67

68

63

64

自然体験学習事業の充実

地域の社会的環境の整備

社会参加の促進

スポーツ・レクリエーションを介しての親子のふれあい

地域子ども会活動への支援

PTA活動への支援

各種社会教育事業の充実

図書事業の充実

スポーツ少年団活動への支援

ボランティア活動への参加の促進

各種スポーツ教室の充実

地域活動の
促進

スポーツ活動
の推進

自然・文化活
動の推進

社会参加の
促進
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幼稚園・保育園における教育内容の充実

就学前教育
の充実

在宅の乳幼児とその保護者のための
教育・学習機会の充実74

75
 

 

 

 

（１）社会参加の促進（継続）  

小学生から中学生、高校生においても、気軽に社会参加できるような行事について検討

する。 

 

（２）ボランティア活動への参加の促進（継続）  

子どもたちが人の役に立つことの喜びを知る場として各種ボランティア活動の情報提供

や活動できる体制づくりを推進する。 

 

 

（１）自然体験学習事業の充実（継続） 

本町の豊かな自然を体験し、理解を深めるため、こども科学館事業をはじめとして、そ

の他の事業の充実を図る。 

 

（２）地域の社会的環境の整備（継続） 

地域の環境美化や自然保護、文化活動などへ参加する機会を設けることにより、地域参

画できる、地域の社会環境の整備を促進する。 

 

（３）各種社会教育事業の充実（継続） 

現在行っている各種社会教育事業の充実を図り、町内外の多彩な学術・文化・芸術体験

を通じて、子どもの感性・探究心を育てる環境づくりを推進する。 

 

（４）図書事業の充実（継続）  

子どもの読書習慣の形成を促進するため、図書の購入や雰囲気づくりを含めた図書事業

の充実について検討していく。 

また、幼児を持つ親子を対象とした読みきかせのボランティア団体（おはなしポケット）

等の協力により、読書の啓発や、児童の情操の促進を図る。 

 

 

 

 

２．自然・文化活動の推進 

１．社会参加の促進 
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（１）スポーツ少年団活動への支援（継続）  

スポーツ少年団への育成補助を行うとともに、スポーツ少年団の充実のための支援を行

っていく。 

 

（２）各種スポーツ教室の充実（継続） 

各種教室を充実させ、スポーツ活動への参加機会の拡充を図る。 

 

（３）スポーツ・レクリエーションを介しての親子のふれあい（継続） 

スポーツやレクリエーションなどで親子が触れ合う機会や、町民運動会等での異世代交

流の推進を図る。 

 

 

 

（１）地域子ども会活動への支援（継続） 

地域美化運動、キャンプ等の活動を通じて、子どもたちの親睦を促進し、その活動支援

を行う。 

 

（２）PTA 活動への支援（継続） 

子どもや家庭と連携を図るため、地域住民との交流、ボランティア活動、学習活動等、

様々な活動を支援する。 

 

 

 

（１）在宅の乳幼児とその保護者のための教育・学習機会の充実（継続）   

在宅の乳幼児と保護者が集い、遊びや学習を介して交流できる場の機会の充実を図る。 

 

（２）幼稚園・保育園における教育内容の充実（継続）  

教育内容の充実に努めるとともに、ニーズの多様化に伴い、子どもの健やかな成長にと

って望ましい園のあり方を検討する。 

 

 

 

 

 

３．スポーツ活動の推進 

４．地域活動の促進 

５．就学前教育の充実 
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第３節．子育てに配慮した環境の整備 

【現況と課題】 

今回のアンケートでは、交通状況について、見通しが利かない道路等が多く、犯罪等に

巻き込まれないか不安であるという意見が多数あります。子どもたちが逃げ込む事ができ

る 110 番の家や、町内会、商工会、PTA、シルバー人材センター等の声掛け運動等により、

交通安全や防犯体制を地域で構築する必要があります。 

遊び場の条件では、就学前保護者では「安全環境が整っているところ」「緑や水辺など自

然環境が整っているところ」が多い傾向となっています。就学児童の保護者では、「思いっ

きり遊べる広さがあること」が安全な環境に次いで多くなっています。そのようなアンケ

ート調査の結果や、今後、地域ごとの遊び場の利用状況、満足度、そして要望等を調査す

ることにより、遊び場・交流空間の整備を行う必要があります。 

チャイルドシートの着用については、していないが約 17％となっていました。チャイル

ドシートの着用の重要性とチャイルドシートの借用制度の啓発を行い、子どもの安全の確

保に努める必要があります。 

 また、登下校時の安全を確保するために、防犯、交通安全教室や、地域での見守りの実 

施、また、どこが危険なのかを子どもに認知してもらうための方策について検討していく

必要があります。 

就学前児童子どもの遊び場の条件（MA)
（N=438）

0.2

0.9

23.1

29.0

30.6

38.1

38.8

39.5

52.7

58.4

0 20 40 60 80

望むことは特にない

その他

多くの人が遊びにくる遊び場であること（寂しい雰囲気で
ないこと）

緑（植木や芝生）や水辺（噴水や小さな川）など自然的な
要素が多いこと

遊具などの種類や整備が充実していること

子どもと同じ年頃の遊び仲間がいること

雨の日にも遊べること（屋内・室内）

思い切り遊べるだけの十分な広さがあること

遊び場周辺の防犯や交通安全対策など、安全環境が
整っていること

歩いていける程度の近所にあること

％

就学児童子どもの遊び場の条件（MA)
（N=592）

0.3

1.5

18.2

21.3

24.8

27.7

35.6

36.8

53.4

72.6

0 20 40 60 80

その他

望むことは特にない

遊具などの種類や整備が充実していること

緑（植木や芝生）や水辺（噴水や小さな川）など自然的
な要素が多いこと

多くの人が遊びにくる遊び場であること（寂しい雰囲気
でないこと）

思い切り遊べるだけの十分な広さがあること

雨の日にも遊べること（屋内・室内）

子どもと同じ年頃の遊び仲間がいること

遊び場周辺の防犯や交通安全対策など、安全環境が
整っていること

歩いていける程度の近所にあること

％
 

79

80

77

78

76安全な道路交
通環境の整備

地域による防犯体制の整備

遊び場・交流空間の整備

公共施設等における子育て支援設備の整備

子育てに適した道路交通環境の整備

町道等整備基準の策定

安全・安心まち
づくりの推進
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81 チャイルドシート着用の啓発

子どもの交通
安全を確保す
るための活動

の推進  

 

 

 

（１）子育てに適した道路交通環境の整備（継続） 

交通事故多発地点やガードレールの未設置場所等、交通危険箇所について検討していく。 

 

（２）町道等整備基準の策定（継続） 

町道整備マニュアルの作成、また、町道の安全の確保に努める。 

 

 

（１）公共施設等における子育て支援設備の整備（新規）  

子育てにやさしい環境整備の推進（施設のトイレのオムツ替えシートの設置、障がい児

に対応したバリアフリー化の検討等） 

 

（２）地域による防犯体制の整備（継続） 

地域ぐるみ（町内会、商工会、PTA、シルバー人材センター等）の防犯体制の強化の検討。 

 

（３）遊び場・交流空間の整備（新規） 

保護者や子どもたちにとって魅力的な遊び場となることを目標に整備する。その際、利

用状況を調査し利用度・満足度の高い公園等の設置に努める。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成17年） 目標（平成18年以降）具体的事業

遊び場・交流空間の整備 未実施 随時実施実施のためのアン
ケート調査の実施

 

 

 

 

（１）チャイルドシート着用の啓発（継続）   

4 歳未満児の乳幼児の保護者に対して、チャイルドシートを貸し出す事業の充実、また、

着用の啓発を図る。 

 

 

 

２．安全・安心まちづくりの推進 

１．安全な道路交通環境の整備 

３．子どもの交通安全を確保するための活動の推進 



川俣町 次世代育成支援 地域行動計画  
 
 

 52 

第５章 子どもの権利擁護への取り組みの推進 

 

第１節．子どもの権利が尊重される社会づくり 

【現況と課題】 

児童の権利に関する条約の啓発のため、学校・PTAなどと連携し、子ども自身での勉強 

会を実施し啓発を行う必要があります。 

また、地域への郷土愛の育成、次代を担う人材の育成観点から、子ども議会等の開催を

検討し、本町のあるべき姿について考える場を設けるなど、様々な取り組みを行う必要が

あります。 

また、今回のアンケートでは、いじめについて、就学前保護者が約 22％、就学児童の保

護者・中高生でも約 25％が不安に思っていたり、悩んでいる状況にあります。保育園・幼

稚園、さらには小学校、中学校、高校においても、いじめの実態把握と、早期解決を図る

ことが重要です。 

その他、虐待しているのではないかと思っている方は、就学前保護者では約 17％、就学

児童の保護者でも約 12％の方が思っている状況でした。予防として子育ての悩み・不安を

解消できる相談体制の整備を図るとともに、病院・各種健診でのチェック及び連絡体制を

強化し、ハイリスクに関しては、警察との連携の強化により、子どもの人権を守るための

措置を講じる必要があります。また、虐待の未然防止と、万が一、虐待が発生した場合の

早期解決を行うためのネットワークの構築が不可欠な状況となっています。 

82
子どもの権利
が尊重される

社会づくり

「児童の権利に関する条約」の啓発

子どもの声を生かした子育て環境づくりの推進

子どもの人権に関する問題への対応
（虐待防止ネットワークの構築）

83

84
 

 

 

 

（１）「児童の権利に関する条約」の啓発（新規） 

子どもの権利に関する条約の趣旨についての広報・啓発に努める。 

 

（２）子どもの声を生かした子育て環境づくりの推進（新規）  

施策の検討段階で子どもが参画し、（子ども議会の開催、その他、子どもの意見を聴く機

会を設ける等）、施策に反映させることにより、子どもの声を生かした子育て環境づくりを

推進する。 

 

１．子どもの権利が尊重される社会づくり 



川俣町 次世代育成支援 地域行動計画  
 
 

 53 

（３）子どもの人権に関する問題への対応（虐待防止ネットワークの構築）（新規） 

いじめ、児童虐待などに対応するため、児童相談所、警察、教育機関などの各種機関、

児童委員、家庭との連携の強化し、虐待防止の為のネットワークづくりを推進する。 

◆実績・目標
現状（平成16年） 目標（平成17年） 目標（平成18年以降）

実施
ネットワークのさらなる
充実を図る。

未実施

具体的事業

子どもの人権に関する
問題への対応

（虐待防止ネットワークの構築）
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第２節．ひとり親家庭の自立支援の推進 

【現況と課題】 

 全国的に、離婚が増加し、ひとり親家庭（母子家庭・父子家庭等）が増加傾向にありま 

す。このことは川俣町においても例外ではないことから、ひとり親家庭に対しては、就業

していない父親、母親などの場合に、職業訓練期間や就業するまでの期間、経済的・精神

的な援助を行うことが挙げられます。また、各種助成、手当、貸付事業、並びに各種支援

事業等の普及、啓発が必要です。 

88

87

85

86 各種貸付事業の推進

各種助成・手当等

相談支援体制の充実

ひとり親家庭日常生活支援事業
（介護人派遣制度の活用）

ひとり親家庭
等に対する

経済的支援、
緊急時の保

育支援、
相談支援等

の充実

 

 

 

（１）各種助成・手当等（継続） 

ひとり親家庭医療費助成制度や児童扶養手当制度により、ひとり親家庭への福祉の増進

を図る。 

 

（２）各種貸付事業の推進（継続） 

母子・寡婦福祉資金貸付事業の利用が円滑に行えるように努める。 

 

（３）ひとり親家庭日常生活支援事業（介護人派遣制度の活用）（継続） 

川俣町母子寡婦福祉会と連携のもと、ひとり親家庭となって生活が安定するまでの概ね

６ヶ月以内の間、ひとり親家庭が病気などにより一時的に生活援助や保育サービスが必要

となった場合に、生活を支援する人を派遣する事業について、周知、または充実を図る。 

 

（４）相談支援体制の充実（継続） 

 県母子家庭等就業・自立支援センター内で行っている就業相談や、母子家庭自立支援給

付金の周知を行うとともに、町の担当窓口での相談体制の充実はもちろんのこと、県相談

窓口としての県北保健福祉事務所（母子自立支援員）、福島県女性のための相談支援センタ

ー、福島県男女共生センター等の情報の提供を図る。 

 

 

 

１．ひとり親家庭等に対する経済的支援、緊急時の保育支援、相談支援等の充実 
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第３節．障がい児施策の充実 

【現況と課題】 

近年、子どもをめぐる障がいが多くなってきています。子どもの障がいに合わせて教育

を行う必要性があり、専門知識を習得した保育士や教職員などの資質の向上、また、各種

施設の整備や制度の充実が求められています。 

また、本町では各種サービスを行っていますが、それらの制度の周知と利用促進を図っ

ていくことが必要です。そして、地域においての障がい（障がい児）への理解や各種交流、

また、地域で支える意識の啓発（パンフレット等での人権意識の高揚）を図ることが重要

です。 

 

機能訓練・療
育相談の充実

障がい児と家
族の社会参加

促進 身体障がい児日常生活用具給付事業

障がい児をもつ親の会等への活動支援

福島県養護教育センター県北地域相談室での相談業務

障がい児地域療育等支援事業の推進

身体障がい児補装具給付事業

重度心身障がい児ホームヘルプサービス事業

93

94

89

90

91

92

 
※ この計画では、障がい者の人権を一層尊重するという意識啓発の観点から、「障害」

「障害児」という漢字の表記を、「障がい」「障がい児」という標記にしています。 

 

 

 

 

（１）福島県養護教育センター県北地域相談室での相談業務（継続） 

心身障がい児、また、障がいがあると思われる児童と保護者を対象に、障がいのある状

態に合わせた適正な就学や早期教育、家庭や学校での指導、進路に関する相談の円滑化を

図る。 

 

（２）障がい児地域療育等支援事業の推進（継続） 

発達の遅れが目立つ児童または障がい児及び保護者に対して、各種相談･指導の実施。ま

た、通園施設及び保育園･幼稚園などの職員に対して、療育に関しての助言･技術指導を行

い、障がい児とその家族の福祉向上を図る。 

 

 

 

１．機能訓練・療育相談の充実 
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（１）身体障がい児補装具給付事業（継続） 

身体機能の障がいを補い、日常生活を容易にできるよう成長に合わせた必要な補装具の

給付。 

 

（２）重度心身障がい児ホームヘルプサービス事業（継続）  

重度の心身障がい児のいる家庭を対象にホームヘルパー利用の支援費の支給を決定し、

介助者への負担軽減と適切な介助指導の実施。 

 

（３）身体障がい児日常生活用具給付事業（継続） 

日常生活に必要な生活用具を給付し、活動できる範囲を広げ生活の質の向上させるため

の、障がい児の日常生活の便宜を図ります。 

 

（４）障がい児をもつ親の会等への活動支援（新規） 

ノーマライゼーションの理念に基づき、各種活動を行っている障がい児をもつ親の会等

に対して、地域全体で受け入れ、支援できることを目的とした親睦や、交流の場について、

有効策について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．障がい児と家族の社会参加促進 
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第６章 計画の推進体制 

１．「次世代育成支援対策推進協議会」の設置 

  次世代育成支援地域行動計画を町民とともに、町をあげて推進していくためには、地

域、関係諸団体・機関、企業、行政が常に意識を共有し、情報と意見交換を図り、一体

的な取組みが必要です。 

このことから、各種団体、企業、行政などの関係各機関により構成する「次世代育成

支援対策推進協議会」の設置により、計画を総合的、効果的に推進していきます。 

また、国・県の動向や、町民ニーズも踏まえながら、子どもを取り巻く環境などの社

会経済情勢の変化にも柔軟に対応し、計画の期間内においても、必要があれば、協議会

の開催等により、施策の変更、検討についても協議していきます。 

 

2．地域における推進体制の充実 

  地域における子育て支援の推進を図る為に、主導的な役割を担う各種団体・機関等の

連携を図り、子育て環境の充実した地域社会づくりのための推進体制の充実を図ります。 

 

3．庁内における推進体制の充実 

  川俣町次世代育成支援地域行動計画を、全庁的な取組みとして総合的、計画的に推進

するために、関係各機関各課との連携の強化を図ります。 

 

4．国・県・広域市町村との連携 

  子育てに関する施策は、各種手当等をはじめとして、国・県との関わりのあるものが

多くあります。よって、総合的かつ効果的な次世代育成支援対策の推進を図る為に、国・

県との連携を図っていきます 

  また、同時に、各種児童福祉関連施設について、広域利用を促進するために、他市町

村との連携も図っていきます。 
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保健福祉事務所 

（児童相談所） 

医療機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係各機関をはじめとして、地域における連携体制を図ることにより、計画の推進を図ります。 

民生児童委員 

主任児童委員 

子 ど も 

家  庭 

公民館図書館 

公園、遊び場 

保育園・幼稚園 

小学校・中学校 

高校・放課後児童保育 

行 政 

警 察 

関連各課窓口 

地域活動 

地域子ども会 

スポーツ少年団活動 

ボランティア活動 

ジュニアリーダー 

保健センター・公民館 

育児サークル活動 

グループ活動 

学習・研修活動 

各種行事・遊び活動 

川俣町子育て支援ネットワーク 
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第Ⅲ部 付属資料 

 

 １．川俣町-次世代育成支援対策推進協議会設置要綱  

 ２．川俣町-次世代育成支援対策推進協議会委員名簿  

 ３．川俣町-次世代育成支援地域行動計画策定の経過  

 ４．用語説明 

 ５．ニーズ調査結果 
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１．川俣町次世代育成支援対策推進協議会設置要綱 

 

（設置） 

第 1条 次世代育成支援対策推進法第 21条の規定に基づき、川俣町における次

世代育成支援対策の推進に関し必要となる具体的な方策について協議するた

め、川俣町次世代育成支援対策推進協議会（以下「推進協議会」という。）を

設置する。 

（組織） 

第 2条 推進協議会は、委員15名以内とし、学識経験のある者その他町長が適

当と認める者のうちから町長が委嘱する。 

（任期） 

第 3条 委員の任期は 2年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第 4 条 推進協議会に会長及び、副会長 1 名を置き、委員の互選によりこれを

定める。 

２ 会長は、推進協議会を代表し、会務を総括する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（会議） 

第 5条 推進協議会の会議は、必要の都度会長が召集する。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

３ 推進協議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

（意見の聴取） 

第 6 条 推進協議会は、必要に応じて学問的かつ専門的助言及び意見を得るた

め、 

 関係者の出席を求めることができる。 

（庶務） 

第 7条 推進協議会の庶務は、保健福祉課において行う。 

（その他） 

第 8条 この要綱に定めるもののほか、推進協議会の運営に関し必要な事項は、

推進協議会が定める。 

 

附 則 

この訓令は、平成 16年 7月 30 日から施行する 
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２．川俣町次世代育成支援対策推進協議会委員名簿 

 

ＮＯ 氏  名 区  分 

1 阿曽 祐子 育児サークル 

2 氏家 三貴子 児童クラブ保護者 

3 氏家 文江 中学校保護者 

4 齋藤 悦子 教育関係 

5 斎藤 幹夫 地域福祉関係 

6 佐藤 安政 勤労者 

7 椎名 春義 事業主 

8 橘 智恵子 行政関係者 

9 長澤 政行 幼稚園保護者 

10 三浦 一也 保育園保護者 

11 武藤 茂生 保健医療関係 

12 吉田 稔 保育園関係 

13 渡辺 啓子 教育関係 

14 渡辺 ひとみ 小学校保護者 
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３．川俣町次世代育成支援地域行動計画策定の経過 

日          程 会       議       等 

平成 16年 3月 

 

川俣町次世代育成支援に関するニーズ調 

査の実施 

対象：就学前児童保護者から高校１年

生まで 

回収率 82.3％（1,734 名／2,107 名） 

平成 16年 7月 30 日（金） 

13:30～15:30 

川俣町中央公民館 第 1展示・研修室 

 

 

川俣町次世代育成支援推進協議会の設立 

第１回推進協議会の開催 

・委嘱状の交付、委員長・副委員長

選出 

・次世代育成支援対策推進法の経緯 

・法に基づく地域行動計画の概要に

ついて 

平成 16年 10 月 13 日（水） 

13:00～15:00 

川俣町役場 議員控室 

第２回 推進協議会 

 

・地域行動計画（仮称） 「施策の

体系」案の検討 

平成 16年 11 月 29 日（月） 

 13:30～15:30 

  川俣町役場 議員控室 

第３回 推進協議会 

 

・地域行動計画（仮称）  原案の

検討 

平成 16年 12 月 21 日（火） 

 13:30～15:30 

川俣町役場 議員控室 

第４回 推進協議会 

 

・地域行動計画（仮称）  原案の

作成 

平成 17年 3月 23 日（水） 

 13:30～15:30 

  川俣町中央公民館 第 1展示・研修室 

第５回 推進協議会 

 

・地域行動計画（仮称）の決定、計

画の名称等の決定 

平成 17年 3月末 計画書 印刷・製本 
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４．用語説明 

ア行 
 

○預かり保育 

 通常の幼稚園教育時間の終了後に、希望者を対象として引き続き園児を預かり、教育活

動を行う事業。 

 

○育児休業 

 ３歳未満の子どもを養育するために、男女労働者が希望した場合、職場での身分や地位

を失わないで、一定期間休業して育児に専念できるようにする制度。事業主は、育児休業

を申し出たこと、又は、実際に育児休業をしたことを理由として労働者を解雇することは

できない。 

 

○一時保育 

 保護者の断続的・短時間勤務等に伴い一時的な保育や冠婚葬祭、保護者の傷病等による

緊急時の保育を必要とするとき、児童を日中保育所で預かったり、保育士等を派遣したり

する事業。 

 

○遺伝子組み換え食品 

 特定の遺伝子を作物に組み込んで、農薬耐性、害虫抵抗性などの機能を付与された農産

物及びその加工品。生産性の向上、多収穫、砂漠等の地域でも栽培可能などの利点が期待

されるが、環境・生態系への悪影響、特定企業による食料独占の危険性、そして安全性の

問題が指摘されている。 

 

○延長保育 

 通常保育の時間を超えて行う保育事業。保護者の就労時間等を勘案して延長保育を実施

する。 

 

○オゾン層破壊 

 地上 10 ㎞から 50km の成層圏に大半のオゾン層が滞留。それが太陽光に含まれ皮膚がん

を起こす有害な紫外線を吸収し、生物を守っている。このオゾン層がフロン等の物質によ

り破壊されており、その範囲は、熱帯地域を除き、ほぼ全地球的に進行している。 
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カ行 
 

○学習指導要領 

小・中・高等学校、盲・聾（ろう）養護学校を対象に教育課程、教科内容とその取り扱

い、基本的指導事項などを示したもの。文部科学大臣が告示し、教科書編集の基準にもな

る指導要領。 

 

○地域のホスピタリティ 

子育て家庭を、地域社会で助言や指導を行うなど、心を込めて、手厚く保護・指導し、

見守る環境のこと。 

 

○休日保育 

 保護者が仕事などにより、日曜・祝祭日に保育を必要とする場合に保育所で預かる保育。 

 

○合計特殊出生率 

 一人の女性が一生の間に何人の子どもを生むかを示すもの。15 歳から 49 歳までの年齢別

出生率を合計した数値。この数値が 2.08 を下回ると人口の減少につながるとされている。 

 

サ行 
 

○支援費制度 

 措置権者（市町村）が対象者の意向やニーズを判断してサービスの提供先を決定する従

来の措置制度に変わり、利用者が市町村から支援費の支給決定を受けた後、事業者、施設

を自ら選択し、契約によってサービスを利用する制度。平成 15 年 4 月より実施している。 

 

○奨学金貸与制度 

 町内の学生および生徒で、経済的な理由から就学が困難な方に対して、奨学金を貸与す

る制度。 

 

○次世代育成支援対策推進法 

 平成 15 年 7 月成立。10 年間の時限立法で、地方団体や企業に、育児休業や子育て支援サ

ービスの充実など、次世代育成支援対策を進める行動計画を作ることを義務付けた。 
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○児童虐待 

平成 12 年に施行された児童虐待防止法により、18 歳未満への子どもへの身体的な暴力、

わいせつ行為、著しい減食や長時間の放置など保護者としての監護を怠るネグレクト、心

理的外傷を与える言動を児童虐待と定めている。 

 

○児童虐待ネットワーク 

保健，福祉、医療、教育並びに児童相談所など関係機関による「児童虐待防止協議会」、

「児童虐待防止連絡会議」（全体会議・ケース会議）等を設置し、虐待に対する防止、早期

発見、被虐待児への対処等について適切かつ迅速な対応を図るためのネットワークのこと。 

 

○児童手当 

 児童を養育する家庭の生活の安定と児童の健全育成、資質の向上を目的に支給される手

当。平成 16 年度の制度改正により、支給対象児童が義務教育就学前から小学校3学年修了

時までに引き上げられている。 

 

○児童扶養手当 

 母子家庭の生活と安定との自立の促進を通じて児童の健全育成を図ることを目的とした

手当。父母が婚姻を解消した児童や父が死亡した児童などを監護する母、又は母に代わっ

て児童を養育している人に対して支給されています。 

 

○情報バリアフリー 

情報バリアフリーとは、情報通信技術を社会に取り入れるにあたって、その恩恵を全て

の人が享受できるよう配慮されていること。ホームページなどのＩＴ分野で、障害者や高

齢者の使用に配慮した情報や仕組みの構築を行うこと。具体例では、視覚障害者を対象に

した音声で読み上げるホームページなど。 

 

○情報リテラシー 

情報を使いこなす能力。パソコンをはじめとする情報通信機器を操作する能力や、ネッ

トワーク社会で提供されるサービスや情報を使いこなす基本的な知識や能力。メディアを

使いこなす能力「メディアリテラシー」と、コンピュータをはじめとする IT 技術を使いこ

なす「コンピュータリテラシー」があり、これらの総括的概念。 
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○森林の破壊 

 世界の森林面積は約 39 億ｈａで、陸地の３割を占める。1990 年から 2000 年までに 9400

ｈａの森林が消失した。熱帯林はこの 100 年間の間に、年平均 1420ｈａ失われた。生物種

の宝庫といわれる熱帯林には地球上の生物の半分が生息し、ダメージを受けている。熱帯

林減少の原因は、焼き畑農業による開墾や薪炭材としての伐採、輸出向けの伐採、プラン

テーションの造成など。 

 

○水質汚濁 

水質汚濁とは、海や川、池など生活を取り巻く水に異物が混じって、本来の状態から変

化すること。大きく分けて、有機汚濁、有害物質による汚染、富栄養化、無機懸濁物質に

よる汚濁がある。台所排水や洗濯排水などの生活雑排水は、水質汚濁を起こす原因の一つ。 

 

○スクールカウンセラー 

いじめや不登校、非行対策として地方公共団体が行っている事業。非常勤の臨床心理士

や精神科医、大学研究者らが小・中・高等学校に出向き、悩みを抱える児童生徒の相談を

受け、教師へのアドバイスを行う。 

 

タ行 
 

○ダイオキシン 

 環境ホルモンとも呼ばれ、大気汚染防止法の指定物質に定められている。ポリ塩化ビニ

ルなどを焼却すると、不完全燃焼状態でごく少量とはいえ発生する。免疫系や肝臓、性ホ

ルモンや中枢神経への影響、皮膚障害などもあり、特に胎児、乳児への影響が懸念されて

いる。 

○大気汚染 

 大気が、工場の煙突からの煙や、自動車の排気ガスの中に含まれているちり、その他の

物質で汚染されること。大気汚染で身近なものでは光化学スモッグなどがある。汚れた空

気を吸うと、それぞれの物質に応じて体内の細胞、組織、気管に影響を与え、慢性気管支

炎、ぜん息性気管支炎になることがある。 

 

○地域子育て支援センター 

主に保育園等に併設されている公的機関で、必要な職員を置く等により、地域の子育て

家庭に対する育児相談や子育てサークルへの支援、保育所間の連絡調整等を行う。誰でも

自由に利用でき、地域全体で子育て支援を行うための中核となる施設。 
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○つどいの広場事業 

 主に乳幼児（０～３歳児）を持つ子育て中の親に、公共施設内のスペース、商店街の空

き店舗、公民館、学校の余裕教室などを利用し、つどいの場を提供し、交流を図ることに

より悩みごとの解決や情報を提供する事業。 

 

○低年齢児保育 

 ０歳児～２歳児を対象とする保育。ただし、入園できる年齢は実施保育園により異なる。 

 

ハ行 
 

○ファミリー・サポート･センター 

 育児の援助を行いたい人と育児の援助を受けたい人からなる会員組織で、会員同士で育

児に関する相互援助活動を行っている。センター内のアドバイザーが、育児の援助を受け

たい会員からの申し込みに応じて育児の援助を行ってくれる会員を紹介する。  

 

○放課後児童保育 

 労働等により保護者が昼間家にいない小学校低学年児童を対象に、授業の終了後に児童

館、学校の余裕教室などを利用して、放課後児童指導員を配置し適切な遊び及び生活の場

を与えて、その健全な育成を図る事業。 
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５．ニーズ調査結果 

調査の

実施概要

 
 

１．調査の目的 

 今回のアンケート調査は、「川俣町次世代育成支援対策行動計画」の策定にあたって、「未

就学児」及び「小学生」のお子さんを持つ保護者の方、「中高生」の方を対象に調査を行な

いました。 

 アンケート調査の結果やご意見・ご要望は、計画策定及び今後の行政運営上の大切な基

礎資料とさせていただきます。 

 

２．調査対象者 

今回の調査対象者は「未就学児」を持つ保護者 621 名、「小学生」を持つ保護者 691 名、

「中高生」の方 795 名を対象に行っています。（悉皆調査による） 

 

３．集計の内容 

（1）単純集計 

 各質問に対する回答を集計しました。 

（2）クロス集計 

 調査上有効と思われるものに対してはクロス集計を試みました。 

 

４．集計結果の見方 

 今回の調査結果は、基本的に小数点第２位を四捨五入し、構成比率（パーセント）で小

数点第１位までを表示しています。そのため、回答率の合計が 100.0％にならない場合があ

ります。 

 クロス集計に関しては、「記入なし」の人を省いて全体の構成比を表しています。 

以上の様式を基本に今回のアンケートをまとめています。 

 

※集計結果において、N＝対象者、SA＝円グラフ、NA＝棒グラフを表しています。 
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５．回収結果（①＝未就学児保護者 ②＝小学生保護者 ③中高生） 

 

（１）調査地域 川俣町全域 

（２）調査対象 ①川俣町内在住の 0～5歳の児童を持つ保護者 

        ②川俣町内在住の小学生の児童を持つ保護者 

        ③川俣町内在住の中学生・高校生 

（３）対象者数 ①621 人 

        ②691 人 

        ③795 人 

（４）抽出方法 平成 16 年 1月 1 日現在の住民基本台帳から、上記条件で無作為抽出 

（５）調査方法 対象者に幼稚園・保育所・学校による調査票を配布・回収。未就学児童 

で保育所・幼稚園に通所･通園していない方については郵送による配布･ 

回収。 

（６）調査日程  

        対象者の抽出 平成 16 年２月 27 日 

        調査票の発送 平成 16 年３月８日 

        調査票の回収 平成 16 年３月８日～平成１6 年 3 月 18 日 

（７）回収結果  

        ①回収数  459 名/配布数  621 名  回収率 73.9％ 

        ②回収数   604 名/配布数  691 名  回収率 87.4％ 

        ③回収数   671 名/配布数  795 名  回収率 84.4％ 

                                          

         回収数   1,734 名/配布数 2,107 名 回収率 82.3％ 
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川俣町次世代育成支援に 

関するニーズ調査 
  

（未就学児童保護者対象） 
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問１ あなた（回答される方）は、お子さんからみ

て次のどの続柄になりますか。あてはまるもの１つ

に○をおつけください。 

問1　続柄 (SA)（N=456）

祖母
0.9%

祖父
1.1%

父親
17.5%

母親
80.5%

 
問２ あなた（回答される方）の年齢は次のうちの 

どれですか。あてはまるもの１つに○をおつけくだ 

さい。 

問2　あなたの年齢 (SA)（N=457）

40歳以上
15.1%

20歳以上
25歳未満

5.3%

35歳以上
40歳未満

22.8%
30歳以上
35歳未満

36.1%

25歳以上
30歳未満

20.8%

 

問３ すべてのお子さん（小学生以上のお子さんを 

含む）について、平成 15 年４月１日現在の年齢を 

ご記入ください。お子さんが６人以上いらっしゃる 

場合は欄外にお書きください。またお子さんの合計 

人数をご記入ください。 

問3　第1子年齢 (数量)（N=452）

7.7

11.1 12.2

19.2
17.5

10.08.8

7.1

1.5 2.4 0.9 1.1 0.2 0.2

0

5

10

15

20

25

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

14以
上

歳

％

 

問3　第2子年齢 (数量)（N=329）

0.31.5

12.2

2.4

41.0
42.6

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

14以
上

歳

％

 
問3　第3子年齢 (数量)（N=130）

6.2

13.1 13.113.1

10.8

9.2

16.9

5.4
4.6

1.5 1.5 0.8
2.3

0.8 0.8

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

14以
上

歳

％

 
問3　第4子年齢 (数量)（N=36）

2.8

5.6

2.8
2.8

5.6

19.4

13.9
13.9

8.3
5.6

19.4

0

5

10

15

20

25

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

14以
上

歳

％

 
問3　第5子年齢 (数量)（N=7）

14.3

28.6

14.3

28.6

14.3

0

5

10

15

20

25

30

35

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

14以
上

歳

％
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問４ あなたが理想とする子どもの数は何人です 

か。 

問4　理想の子どもの数 (数量)
（N=587）

0.20.92.2

60.0

10.6

1.4

24.9

0

10

20

30

40

50

60

70

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10以上
人

％

 
問５ 保護者の方の就労状況は次のうちどれです 

か。あてはまるもの１つに○をおつけください。 

問5　保護者の就労状況 (SA)（N=455）

その他
0.3% その他

0.4%

両親とも働い
ている（ひとり
親でその親

が働いている
場合も含む）

63.8%

両親とも働い
ていない

0.7%
母親のみ働

いている
1.3%

父親のみ働
いている

33.8%

 

 

 

 

問６ お子さんと同居されている方すべてに○を

おつけください。続柄はあて名のお子さんからみた 

関係です。また同居している家族全員（ご両親とお 

子さんを含む）の人数をご記入ください。 

問6　家族構成 (MA)（N=457)

96.7

55.4

49.0

19.3

94.1

65.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

母親

父親

兄弟姉妹

祖母

祖父

その他

％  

問６　家族人数 (数量)
（N=350）

0.30.6
2.6

14.0

8.6

21.1
22.3 21.4

0.3

8.9

0

5

10

15

20

25

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11以上
人

％

 
問７ お子さんの身の回りの世話などを主にして

いる方としてあてはまるもの１つに○をおつけく

ださい。（続柄はあて名のお子さんからみた関係で

す。） 

問7　主に世話する人 (SA)（N=447）

主に父親
0.2%

主に母親
76.1%

その他
3.1%

主に祖父母
20.6%

 

 

 

 
問８お住まいの地区に○をおつけください。 

問8　居住地区 (SA)（N=456）

鶴沢地区
17.5%

川俣地区
34.4%小島地区

4.6%

秋山地区
3.3%

飯坂地区
8.1%

大綱木地区
1.8%

小綱木地区
3.1% 山木屋地区

7.2%

小神地区
4.4%

東福沢地区
6.6%

西福沢地区
2.6%

羽田地区
6.4%
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問９ 一番下のお子さんの生まれた年月をお答

えください。 

問9　下から1番目の子の生まれた年
(数量)（N=445）

15.4

8.4

14.715.0 14.5

17.0

14.7

0.2

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

9 10 11 12 13 14 15 16以上

年

％

 
問9　下から1番目の子の生まれた月

 (数量)（N=441）

9.5

7.5

9.59.1

11.6

8.2 7.7
8.6

6.3

8.4
7.3

6.3

0

2

4

6

8

10

12

14

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月

％

 
 

（１）現在、そのお子さんは平日、どこで、誰が養

育していますか。あてはまるものすべてに○をおつ

けください。 

問9　誰がみているのか（平日）(MA)
（N=454）

0.2

0.2

0.4

0.4

15.0

21.4

19.6

55.5

0 10 20 30 40 50 60

ベビーシッター／家政婦

子育て支援センター（川俣町ではありません）

事業所内保育所

その他

保育所

親族・知人がみている

幼稚園

家庭で保護者がみている

％
 

 

 

（２）現在、そのお子さんについて平日の保育サー

ビスなどの利用希望はありますか。また、利用希望

がある場合、週何日希望しますか。 

 

問9　利用希望（平日） (SA)（N=424)

利用した
い

46.7%利用希望
はない
53.3%

 
問9　利用希望日数（平日）（数量）（N=190）

48

3

95

13
811 12

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1 2 3 4 5 6 7以上

日数

件

 
 

（３）そのお子さんについて平日の保育サービスな

どを希望する時間帯をご記入ください。 

問9　利用希望開始時（数量）（N=197）

39

3

30

95

11
1

16

1 1
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

6 7 8 9 10 11 12 13 14

15
以

上
時

件

 
◆平日利用希望開始時分 件 数 、（）内 は ％

合計 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時
15時
以上

　0～
4分

122
(100.0) -( -)

12
( 9.8)

55
( 45.1)

28
( 23.0)

10
( 8.2) -( -)

1
( 0.8)

14
( 11.5) 1( 0.8) 1( 0.8)

　5～
9分

1
(100.0)

1
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

10～14
分

1
(100.0) -( -) -( -)

1
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

15～19
分

2
(100.0) -( -) -( -)

2
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

20～24
分

2
(100.0) -( -)

1
( 50.0)

1
( 50.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

30～34
分

61
(100.0)

2
( 3.3)

19
( 31.1)

35
( 57.4)

2
( 3.3)

1
( 1.6) -( -) -( -)

2
( 3.3) -( -) -( -)

40～44
分

2
(100.0) -( -)

2
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

45～49
分

2
(100.0) -( -)

1
( 50.0)

1
( 50.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

5 0以上
分

4
(100.0) -( -)

4
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)  
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問9　利 用 希 望 終 了 時 （平日）（数 量 ）（N=197）

1

13

1

22

86

67

6
1

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

23以
上

時

件

 

◆平日利用希望終了時分 件数、（）内は％

合計 12時 17時 18時 19時 20時 21時 22時
23時
以上

0～
4分

146
(100.0) -( -) -( -)

12
( 8.2)

20
( 13.7)

54
( 37.0)

53
( 36.3)

6
( 4.1)

1
( 0.7)

15～19
分

2
(100.0)

1
( 50.0) -( -) -( -) -( -) -( -)

1
( 50.0) -( -) -( -)

20～24
分

2
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

2
(100.0) -( -) -( -)

30～34
分

42
(100.0) -( -)

1
( 2.4)

1
( 2.4)

2
( 4.8)

27
( 64.3)

11
( 26.2) -( -) -( -)

40～44
分

2
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -)

2
(100.0) -( -) -( -) -( -)

45分以
上

3
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -)

3
(100.0) -( -) -( -) -( -)  

（２）そのお子さんの平日の保育について、最も 

希望するサービスに１つだけ○をおつけください。 

問9　希望の保育サービス（平日） (SA)
（N=196）

幼稚園
30.1%

保育所
51.1%

事業所内
保育所

6.6%

ベビーシッ
ター／家政

婦
1.0%

子育て支
援センター

11.2%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10 下から２番目のお子さんから順番に平日 

の保育について、現状と希望をお聞かせください。

二番下のお子さんの生まれた年月をお答えくださ

い。   

問10　下から2番目の子の生まれた年
 (数量)（N=147）

23.8

12.2

25.9

17.7

14.3

0.7

5.4

0

5

10

15

20

25

30

9 10 11 12 13 14 15以上

年

％

問10　下から2番目の子の生まれた月
（数量） （N=147)

8.2
7.5

8.2
8.8

7.5
8.8

12.2

8.2

10.2

6.1
7.5

6.8

0

2

4

6

8

10

12

14

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月

％
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（１）現在、そのお子さんはどこで、誰がみていま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

問10　平日誰がみているか（数量）（N=148）

0.7

10.8

20.3

33.1

48.0

0 10 20 30 40 50 60

事業所内保育所

ベビーシッター／家政婦

子育て支援センター（川俣町ではありませ
ん）

その他

親族・知人がみている

保育所

幼稚園

家庭で保護者がみている

％
 

（２）そのお子さんについて、平日、保育サービ 

スなどの利用希望がありますか。 

問10　利用希望（平日） (SA)（N=142）

利用希望
はない
47.2%

利用したい
52.8%

 

問10　利用希望日数（平日）（数量）（N=72）

6
2

34

40

2

15

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

1 2 3 4 5 6 7以上

日数

件

 

 

 

 

（３）希望の時間帯は？ 

問10　利用希望開始時（平日）（数量）（N=75）

34

13

6

16

1

5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

7 8 9 10 11 12 13以上

時

件

◆平日利用希望開始時分 件数、（）内は％

合計 7時 8時 9時 10時 11時 12時
13時
以上

0～
4分

51
(100.0)

7
( 13.7)

18
( 35.3)

15
( 29.4)

5
( 9.8)

1
( 2.0) -( -)

5
( 9.8)

20～24
分

1
(100.0) -( -)

1
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

30分
以上

23
(100.0)

6
( 26.1)

15
( 65.2)

1
( 4.3)

1
( 4.3) -( -) -( -) -( -)  

問10　利用終了時（平日）（数量）（N=75）

2

16

10

14

12

15

5

1

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

13 14 15 16 17 18 19 20以上

時

件

 
◆平日利用希望終了時分 件数、（）内は％

合計 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時
20時
以上

0～
4分

61
(100.0)

5
( 8.2)

1
( 1.6)

11
( 18.0)

12
( 19.7)

8
( 13.1)

14
( 23.0)

8
( 13.1)

2
( 3.3)

15～19
分

1
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

1
(100.0) -( -) -( -)

30分
以上

13
(100.0) -( -) -( -)

1
( 7.7)

3
( 23.1)

6
( 46.2)

1
( 7.7)

2
( 15.4) -( -)  

（４）希望サービスは？（最も望ましいサービス１

つに○） 

問10　希望の保育サービス（平日） (SA)
（N=69）

幼稚園
37.7%

保育所
52.2%

事業所内
保育所

2.9%

子育て支
援センター

7.2%
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三番下のお子さんの生まれた年月をお答えくださ

い。 

問10　下から3番目の子の生まれた年 (数量)
（N=19）

36.8

21.1

5.3

36.8

0
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年

％

 

問10　下から3番目の子の生まれた月
（数量） （N=19)

5.3 5.3

10.5 10.5 10.5

31.6

5.3

10.5 10.5
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年

％

 

（１）現在、そのお子さんはどこで、誰がみていま 

すか。（あてはまるものすべてに○） 

問10　平日誰がみているか（数量）（N=148）

21.1

26.3

31.6

47.4

0 10 20 30 40 50

事業所内保育所

ベビーシッター／家政婦

子育て支援センター（川俣町にはあ
りません）

その他

親族・知人がみている

保育所

家庭で保護者がみている

幼稚園

％
 

 

 

 

（２）そのお子さんについて、平日、保育サービス 

などの利用希望がありますか。 

問10　利用希望（平日） (SA)（N=17）

利用希望
はない
35.3%

利用したい
64.7%

 

（３） 希望の時間帯は？ 

問10　利用希望開始時（平日）（数量）（N=11）

1

2

7

1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

6 7 8 9 10 11 12 13以上

時

件

◆平日利用希望開始時分 件数、（）内は％

合計 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時
13時
以上

0～
9分

6
(100.0) -( -) -( -)

3
( 50.0)

2
( 33.3) -( -) -( -) -( -)

1
( 16.7)

20～29
分

1
(100.0) -( -) -( -)

1
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

30分
以上

4
(100.0) -( -)

1
( 25.0)

3
( 75.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)  

問10　利用終了時（平日）（数量）（N=11）

1

3

2

1 1

3

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

13 14 15 16 17 18 19 20以上

時

件
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◆平日利用希望終了時分 件数、（）内は％

合計 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時
20時
以上

0～
9分

10
(100.0)

3
( 30.0) -( -)

1
( 10.0)

1
( 10.0)

1
( 10.0)

3
( 30.0) -( -)

1
( 10.0)

30分
以上

1
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -)

1
(100.0) -( -) -( -) -( -)  

（４）そのお子さんの平日の保育について、最も希 

望するサービスに１つだけ○をおつけください。 

問10　希望の保育サービス（平日） (SA)
（N=11）

幼稚園
36.4%

保育所
54.5%

子育て支
援センター

9.1%

 
 

 

 

四番下のお子さんの生まれた年月をお答えくださ

い。 

問10　下から4番目の子の生まれた年 (数量)
（N=2）

50.050.0

0

10

20

30

40

50

60

9 10以上

年

％

 

 

問10　下から4番目の子の生まれた月
（数量） （N=2)

50.0 50.0

0

10

20

30

40

50

60

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月

％

 

（１）現在、そのお子さんはどこで、誰がみてい 

ますか。（あてはまるものすべてに○） 

問10　平日誰がみているか（数量）（N=2）

100.0

0 20 40 60 80 100

家庭で保護者がみている

親族・知人がみている

保育所

事業所内保育所

ベビーシッター／家政婦

子育て支援センター（川俣町に
はありません）

その他

幼稚園

％
 

 

 

 

（２）そのお子さんについて、平日、保育サービス

などの利用希望がありますか。 

問10　利用希望（平日） (SA)（N=2）

利用したい
100.0%

 

問10　利用希望日数（平日）（数量）（N=1）

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

2 3 4 5 6 7以上

日数

件
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（３）希望の時間帯は？ 

問10　利用希望開始時（平日）（数量）（N=2）

11

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

7 8以上

時

件

 

◆平日利用希望開始時分

合計 7時
8時
以上

0～
50分

2
(100.0)

1
( 50.0)

1
( 50.0)

　　　　件数、（）内 は ％  

問10　利用終了時（平日）（数量）（N=2）

1 1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

14 23以上

時

件

 

◆平日利用希望終了時分

合計 13時
20時
以上

0分
2

(100.0)
1

( 50.0) 1( 50.0)
　　　　件数、（）内は％ 

（４） そのお子さんの平日の保育について、最も

希望するサービスに１つだけ○をおつけください。 

問10　希望の保育サービス（平日） (SA)（N=2）

幼稚園
50.0%

保育所
50.0%

 

 

 

 

 

問 11 保育サービスなどを利用したい理由は何で 

すか。主なもの１つに○をおつけください。 

問11　保育サービスの利用理由(SA)（N=217）

その他
3.2%病気や障害を

持っている
0.5%

現在就労して
いる
62.2%

就労していな
いが、子ども
を預けたい

6.9%

そのうち就労
したいと考え

ている
15.7%

就労予定が
ある/求職中

である
9.2%

 

【その他の回答】 

内容 件数
農繁期は忙しいから 1
同年代の友だちが必要だから 1
集団生活を就学前から慣れさせるため 1  

問 12 土曜日と日曜日・祝日、就学前のお子さん

について、保育サービスなど（一時的な利用は除き

ます）の利用希望がありますか。利用希望がある場

合、どのお子さんについて利用を希望しますか。 

 

土曜日の利用希望 

（１）利用したいですか？（１つに○） 

 

問12　利用希望 （土曜）(SA)（N=407）

月1～2日
利用したい

22.6%

ほぼ毎週
利用したい

13.0%
利用希望
はない
64.4%

 

（２）希望の時間帯は？ 

問12　利用希望開始時（土曜）（数量）
（N=137）

25

1

31

70

4 22 2

0

10

20

30

40

50

60

70

80

6 7 8 9 10 11 12 13以上

時

件
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◆土曜日希望開始時間 件数、（）内は％

合計 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時以
上

0～4
95

(100.0)
-( -) 9( 9.5) 46( 48.4) 30( 31.6) 4( 4.2) 2( 2.1) 2( 2.1) 2( 2.1)

30～34
38

(100.0)
1( 2.6) 12( 31.6) 24( 63.2) 1( 2.6) -( -) -( -) -( -) -( -)

40～44
1

(100.0)
-( -) 1(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

50以上
3

(100.0)
-( -) 3(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)  

問12　利用終了時（土曜）（数量）（N=136）

22

14

33
39

23

78 5
0

3

0

10

20

30

40

50

12 14 16 18 20 22

時

件

 

◆土曜日利用希望終了時分 　　　　件数、（）内は％

合計 13時 14時 15時 16時 17時 19時 20時 21時 22時
23時
以上

0～4分
102

(100.0)
2

( 2.0)
8

( 7.8)
5

( 4.9)
3

( 2.9)
19

( 18.6)
21

( 20.6)
30

( 29.4)
10

( 9.8)
2

( 2.0)
2

( 2.0)
15～19
分

1
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

1
(100.0) -( -) -( -) -( -)

30分
以上

33
(100.0)

1
( 3.0) -( -) -( -)

4
( 12.1)

4
( 12.1)

18
( 54.5)

2
( 6.1)

4
( 12.1) -( -) -( -)  

（３）利用を希望するのは、どのお子さんについて

ですか？（あてはまるものすべてに○） 

問12　何番目のお子さんに利用希望　（土曜）
（MA）（N=132）

1

3

12

54

122

0 20 40 60 80 100 120 140

下から４番目のお子さん

その他のお子さん（　）
人

下から３番目のお子さん

下から２番目のお子さん

下から１番目のお子さん

％
 

日曜日、祝日の利用希望 

（１）利用したいですか？（１つに○） 

問12　利用希望 （日曜・祝日）(SA)（N=400）

月1～2日
利用したい

14.8%

ほぼ毎週
利用したい

4.3%
利用希望
はない
80.9%

 
（２）希望の時間帯は？ 

問12　利用希望開始時（日曜・祝日）　（数量）
（N=74）

35

13

4

21

1
0

5

10

15

20

25

30

35

40

7 8 9 10 11 12以上
時

件

 

◆日曜・祝日利用希望開始時分　件数、（）内は％

合計 7時 8時 9時 10時
12時
以上

0～9分
49

(100.0)
4

( 8.2)
21

( 42.9)
19

( 38.8)
4

( 8.2) 1( 2.0)
30～39

分
21

(100.0)
5

( 23.8)
14

( 66.7)
2

( 9.5) -( -) -( -)
40～49

分
3

(100.0)
3

(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -)
50分
以上

1
(100.0)

1
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -)  

問12　利用終了時（日曜・祝日）（数量）
（N=73）

2122

10

4
211

0

5

10

15

20

25

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

時

件

 

◆日曜・祝日利用希望終了時分　　　　　　　　　　件数、（）内は％

合計 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時
21時
以上

0～4分
56

(100.0)
1

( 1.8)
1

( 1.8)
2

( 3.6)
2

( 3.6)
9

( 16.1)
15

( 26.8)
18

( 32.1) 7( 12.5)
1

( 1.8)
15～19

分
1

(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)
1(100.0

) -( -) -( -)
30分
以上

16
(100.0) -( -) -( -) -( -)

2
( 12.5)

1
( 6.3)

7
( 43.8)

2
( 12.5)

4
( 25.0) -( -)  
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（３）利用を希望するのは、どのお子さんについて 

ですか？（あてはまるものすべてに○） 

問12　何番目のお子さんに利用希望　（日曜・
祝日）（MA）（N=73）

1

2

7

37

67

0 10 20 30 40 50 60 70 80

下から４番目のお子さん

その他のお子さん（　）
人

下から３番目のお子さん

下から２番目のお子さん

下から１番目のお子さん

％
 

問１３ この１年間に、お子さんが病気で保育所、 

幼稚園、事業所内保育施設を休んだことがあります

か。 

問13　子どもが病気で保育所等を休んだ経験(SA)
（N=265）

あった
93.2%

なかった
6.8%

 

問13　対処方法 (MA)
（N=242） 54.1

39.7

2.9

29.3

0.8

0.8

0 10 20 30 40 50 60

子どもだけで留守番させた

その他

子連れで仕事をした（出勤・在宅とも）

就労していない保護者が自宅でみた

（同居者を含む）親族・知人に預けた

父親または母親が仕事を休んだ

％
 

【その他の回答】 

内容 件数
母親が育児休暇中で自宅でみた 1  

 

 

 

 

 

（１） この１年間の対処方法とそれぞれの日数 

は？（あてはまるものすべてに○、それぞれ日数

を記入） 

（日数） 

◎父母が仕事を休んだ日数 

問13　父親または父母が休んで対処
(数量)（N=114）

14.0

71.9

4.45.3
0.9 0.91.8 0.9

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0～
9

10～
19

20～
29

30～
39

40～
49

50～
59

60～
69

70
以

上

日数

％

 

 

 

 

◎親族・知人に預けた日数 

問13　親族・知人が預って対処
（数量）（N=73）

1.4 2.7
4.1

24.7

39.7

27.4

0

10

20

30

40

50

0～
4

5～
9

10～
14

15～
19

20～
24

25～
29

30以
上

日数

％

 

◎子ども連れで仕事をした日数 

問13　子ども連れで仕事をした（数量）（N=5）

20.0

80.0

0

20

40

60

80

100

0～
19

20～
39

40～
59

60以
上

日数

％
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◎子どもだけで留守番させた日数 

問13　子どもだけで留守番させた　　（数量）
（N=1）

100

0

20

40

60

80

100

120

0～9 10以上

日数

％

 

◎勤労していない保護者が自宅でみた日数 

問13　就労していない保護者が自宅で見た（数
量）（N=53）

3.8 1.91.9

22.6

7.5

35.8

26.4

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0～
4

5～
9

10～
14

15～
19

20～
24

25～
29

30以
上

日数

％

 
◎その他で対処した日数 

問13　その他（数量）（N=2）

50.050.0

0

10

20

30

40

50

60

20～24 25以上

日数

％

 

（３）職場を休む場合の困難度は？ 

◎職場を休む困難度 

問13　職場を休む困難度(SA)（N=150）

非常に困
難

24.7%

特に困難で
もない
24.0%

どちらかと
いうと困難

51.3%
 

 

（２） 親族・知人に預ける場合の困難度は 

◎親族・知人に預けた場合の困難度 

問13　親族・知人に預ける場合の困難度(SA)
（N=581）

どちらかと
いうと困難

29.1%

特に困難で
もない
51.5%

非常に困
難

19.4%

 
 

問１４ 現在通っている保育所や幼稚園などに対

してどのように感じていますか。①～⑬それぞれの

項目についてあてはまるものそれぞれ１つに○を

おつけください。 

問14　施設・環境(SA)（N=255）

大変満足
8.6%

やや不満
14.1%

特にない
23.5% ほぼ満足

50.3%

 

問14　職員等の配置状況(SA)（N=258）

ほぼ満足
44.2%

特にない
23.6%

やや不満
12.8%

大変満足
16.3%

大変不満
3.1%
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問14　子どもへの接し方・日常の遊び(SA)
（N=259）

ほぼ満足
48.3%

特にない
17.0%

やや不満
8.1% 大変満足

25.5%

 

問14　行事(SA)（N=257）

大変不満
1.6% 大変満足

20.6%

やや不満
8.2%

特にない
16.7%

ほぼ満足
52.9%

 

問14　給食やおやつ(SA)（N=256）

ほぼ満足
33.2%

特にない
26.6%

やや不満
9.0%

大変満足
21.1%

大変不満
10.2%

  

問14　病気やけがの時の対応(SA)（N=257）

大変不満
2.3% 大変満足

15.6%
やや不満

9.3%

特にない
23.7%

ほぼ満足
49.0%

 

問14　保護者への情報伝達(SA)（N=259）

ほぼ満足
52.0%特にない

20.1%

やや不満
11.6%

大変満足
15.1%

大変不満
1.2%

 

問14　悩みごとなどへの対応(SA)（N=257）

大変不満
2.3% 大変満足

12.8%
やや不満

7.4%

特にない
31.9%

ほぼ満足
45.5%

 

問14保護者の要望・意見への対応(SA)（N=256）

ほぼ満足
41.4%

特にない
35.2%

やや不満
10.9%

大変満足
10.9%

大変不満
1.6%

 

問14　利用者間のネットワークづくり(SA)（N=256）

大変不満
2.3%

大変満足
8.6%

やや不満
5.9%

特にない
56.2%

ほぼ満足
27.0%
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問14　安全面での対策(SA)（N=257）

ほぼ満足
39.3%

特にない
38.1%

やや不満
9.3%

大変満足
12.1%

大変不満
1.2%

  

問14　衛生面での対策(SA)（N=258）

大変不満
1.2% 大変満足

14.3%
やや不満

9.3%

特にない
32.9% ほぼ満足

42.2%

 

問14　教育面での対策(SA)（N=258）

ほぼ満足
49.2%

特にない
27.1%

やや不満
5.8% 大変満足

17.1%

大変不満
0.8%

 

問１５ この１年間に、平日／土・休日に関係なく、 

緊急の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）

で、就学前のお子さんの面倒を普段みている方が、

日中面倒をみられなくなったことはありましたか。 

（１）ありましたか？            

問15　日中子どもの面倒をみられなくなった経験(SA)
（N=435）

あった
61.8%

なかった
38.2%

 

問15　対処方法 (MA)
（N=266）

57.5

50.4

6.0

14.3

0.8

4.5

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

仕方なく子どもだけで留守番させた

保育サービスを利用した

仕方なく子どもも同行させた

配偶者が面倒をみた

（同居者を含む）親族・知人に預けた

％
 

（２）この１年間の対処方法とそれぞれの日数は？ 

（日数） 

◎配偶者が面倒をみた日数 

問15　配偶者が面倒をみた(数量)
（N=98）

16.3

71.4

10.2

1.0 1.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30以上

日数

％
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◎親族・知人に預けた日数 

問15　親族・知人が預って対処（数量）（N=124）

0.80.8
4.0

17.7

1.6

55.6

19.4

0

10

20

30

40

50

60

0～4 10～14 20～24 30～34 40～44

日数

％

 

◎保育サービスを利用した日数 

問15　保育サービスを利用して対処
　　（数量）（N=14）

7.1

28.6

42.9

21.4

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0～4 5～9 10～14 15～19 20以上

日数

％

 

◎仕方なく子どもも同行させた日数 

 

問15　仕方なく子どもを同行させた
　　（数量）（N=34）

38.2

23.5

5.9

17.6

2.9 0.0

8.8
2.9

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45

0～1 2～3 4～5 6～7 8～9 10～11 12～13 14以上

日数

％

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎仕方なく子どもだけで留守番させた日数 

問15　仕方なく子どもだけで留守番させた
（数量）（N=34）

22.2

33.3

22.2 22.2

0

5

10

15

20

25

30

35

0～1 2～3 4～5 6～7 8～9 10以上

日数

％

 

◎その他の日数 

問15　その他（数量）（N=2）

50.050.0

0

10

20

30

40

50

60

2～3 4以上

日数

％

 

（３）職場を休む場合の困難度は？ 

◎職場を休む場合の困難度 

問15　職場を休む困難度(SA)（N=155）

非常に困
難

30.3%

特に困難で
もない
23.9%

どちらかと
いうと困難

45.8%
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（４）親族・知人に預ける場合の困難度は？ 

◎親族・知人に預けた場合の困難度 

問15　親族・知人に預ける場合の困難度(SA)
（N=186）

どちらかと
いうと困難

43.0%

特に困難で
もない
39.2%

非常に困
難

17.7%

 
問１６ 下記の①～⑩のサービスを知っていたり、 

これまでに利用したことはありますか。また、今後

利用したいと思いますか。サービスごとに、Ａ～Ｃ

のそれぞれについて、「はい」「いいえ」のどちらか

に○をおつけください。 

（認知度） 

問16　母親学級､両親学級､育児学級の
認知度(SA)（N=428）

はい
68.5%

いいえ
31.5%

  

問16　保健センターの情報・相談サービスの
認知度(SA)（N=427）

はい
73.3%

いいえ
26.7%

問16　家庭教育に関する学級・講座の認知度
(SA)（N=417）

いいえ
78.4%

はい
21.6%

 

問16　教育相談センター・教育相談室の
認知度(SA)（N=412）

はい
35.2%

いいえ
64.8%

問16　幼稚園・保育所の園庭開放の
認知度(SA)（N=417）

はい
57.1%

いいえ
42.9%

 

問16　つどいの広場の認知度(SA)（N=413）

はい
38.7%

いいえ
61.3%

 

 

 

（利用経験） 

問16　母親学級､両親学級､育児学級の
利用経験(SA)（N=411）

いいえ
64.2%

はい
35.8%
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問16　家庭教育に関する学級・講座の利用経験
(SA)（N=402）

いいえ
95.8%

はい
4.2%

 

問16　児童保健センターの情報・相談サービス
の利用経験(SA)（N=413）

いいえ
68.5%

はい
31.5%

 

問16　教育相談センター・教育相談室の
利用経験(SA)（N=400）

いいえ
97.0%

はい
3.0%

問16　幼稚園・保育所の園庭開放の利用経験
(SA)（N=401）

いいえ
60.3%

はい
39.7%

 

問16　つどいの広場の利用経験(SA)（N=400）

いいえ
84.0%

はい
16.0%

 

（利用希望） 

問16　母親学級､両親学級､育児学級の
利用希望(SA)（N=408）

はい
50.5%

いいえ
49.5%

 

問16　保健センターの情報・相談サービスの利
用希望(SA)（N=408）

はい
66.3%

いいえ
33.7%

 

問16　家庭教育に関する学級・講座の
利用希望(SA)（N=397）

はい
45.6%

いいえ
54.4%

 

問16　教育相談センター・教育相談室の
利用希望(SA)（N=394）

はい
50.3%

いいえ
49.7%

 

問16　幼稚園・保育所の園庭開放の
利用希望(SA)（N=405）

はい
80.0%

いいえ
20.0%
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問16　つどいの広場の利用希望(SA)（N=400）

はい
68.2%

いいえ
31.8%

 

問16　地域子育てセンターの利用希望(SA)
（N=411）

はい
65.5%

いいえ
34.5%

 

問16　児童館の利用希望(SA)（N=417）

いいえ
22.1%

はい
77.9%

 

問16　ファミリーサポートセンターの利用
希望(SA)（N=415）

はい
50.1%

いいえ
49.9%

 

問16　子育て支援窓口の利用希望
(SA)（N=414）

いいえ
49.9%

はい
50.1%

 

 

問17 下記の①～⑥の項目について、あなたの気

持ちに近い番号にそれぞれ１つだけ○をおつけく

ださい。 

① 子育ては楽しいですか？ 

問17　子育ては楽しいか（SA)
（N=446）

半々くらい
33.0%

楽しくない
時の方が

多い
3.1%

楽しいとき
の方が多

い
63.9%

 
② ゆっくりとした気分でお子さんと過ごせる時

間がありますか 

問17　ゆったりとした気分で子どもと過ごせる
時間（SA)（N=450）

何とも言え
ない
33.3%

いいえ
13.8%

はい
52.9%

 
③ 自分のために使える時間を持てますか？ 

問17　自分のために使える時間（SA)
（N=449）

何とも言え
ない
32.3%

いいえ
31.0%

はい
36.7%
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④ 子育てに自信が持てないことがありますか？ 

問17　育児に自信がもてない（SA)（N=448）

何とも言え
ない
34.2%

いいえ
23.4%

はい
42.4%

 
 

⑤ 子どもを虐待しているのではないかと思うこ

とがありますか？ 

 

問17　子どもへの虐待（SA)（N=449）

何とも言え
ない
19.2%

いいえ
64.1%

はい
16.7%

 
 

 

⑥それはどのようなことですか？ 

問17　虐待の内容（MA)（N=87）

2

20

41

78

0 20 40 60 80 100

その他

食事を長時間あたえないなどの制限や放置

しつけのしすぎ

たたくなど

感情的な言葉

件
 

 

 

 

 

 

問 18 お母さんは、妊娠中喫煙をしていましたか。 

１つだけ○をおつけください。 

問18　妊娠中喫煙していたか（SA)（N=451）

妊娠中だ
けはやめ
た
35.7%

妊娠を機
会に以後
やめた
21.0%

時々してい
た
27.4%

していた
15.9%

 
 

問１９ あなたやご家族は、子どもの前でタバコを 

吸わないようにしていますか。１つだけ○をおつけ

ください。 

問19　子どもの前でタバコを控えているか
（SA)（N=450）

タバコを吸
う人はいな
い
20.2%

いいえ
43.8%

はい
36.0%

 
問 20 お子さんが乳児期のとき、寝かせ方はどう

でしたか。１つだけ○をおつけください。 

問20　乳幼児の寝かせ方（SA)（N=451）

決めていな
い
27.3%

その他
2.2%

うつぶせ寝
4.4% 仰向け寝

66.1%
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問２１ お子さんの食事について心配なことがあ

りますか。あてはまるものすべてに○をおつけくだ

さい。 

問21　子どもの食事で心配なこと（MA)
（N=397）

45

63

130

153

163

0 50 100 150 200

大食である

その他

少食である

好き嫌いが多い

落ち着いて食べない（歩きながら食べる）

件
 

【その他の回答】 
内容 件数

食事の量にムラがある 9
食べるのが遅い 4
間食が多い 3
甘い物がすき 2
よく噛まない 2
行儀が悪い 1
インスタント食品を好む 1
お箸が使えない 1
離乳食中なのでわからない 1
離乳食がはじまっていない 1
野菜を食べない 1
一品のおかずでしか食べない 1
まだミルクを飲んでいる 1
寝転びながら食べる 1
アレルギー 1
肉類を食べない 1
おなかいっぱいになると吐こうとする 1  
問 22 お子さんの虫歯予防について取組んでいる

ことがありますか。１つだけ○をおつけください。 

問22　子どもの虫歯予防（SA)（N=419）

特にない
11.7%

食事、おや
つの時間を
決めている
3.3%

何も行って
いない
11.7%

その他
1.9%

おやつ選び
に気を配る
2.6%

歯みがきを
毎日してい
る
68.8%

 

【その他の回答】 

内容 件数
フッ素を塗布している 3
仕上げ磨きを必ずしている 2
定期的に検診にいっている 1
食事を和食中心にしている 1
キシリトールガムを噛んでいる 1  

問 23 お子さんの朝食の取り方はどうですか。１

つだけ○をおつけください。 
 

問23　子どもの朝食のとり方（SA)（N=441）

週に１～２日
食べる
2.5%

ほとんど食
べない
3.2%

週に３～４日
食べる
6.3%

ほぼ毎日食
べる
88.0%

 
問 24 普段、お子さんが夜寝る時間と朝起きる時

間は何時頃ですか。（24 時間制でご記入ください） 

問24　就寝時間 (数量)（N=449）

44.5

6.9 6.2

41.0

1.3

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

20 21 22 23 24以上 不明

時

％

 

問24　起床時間 (数量)（N=448）

0.2 0.2
3.6

65.4

20.3

0.2

10.0

0

10

20

30

40

50

60

70

5 6 7 8 9 10 11以上

時

％
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問 25 忙しいなど何らかの理由で、子どもにビデ 

オやテレビをみせておくことがありますか。 

問25　忙しさ等で子どもにビデオ等を見せて
        おくことがあるか（SA)（N=449）

そのようなこ
とはない

11.4%

時々そうして
いる
53.6%

よくみせてい
る

35.0%

 
問26 お子さんにかかりつけの医師はいますか。 

１つだけ○をおつけください。 

問26　かかりつけの医師がいるか（SA)
（N=454）

特に決め
ていない

15.0%

いいえ
2.0%

はい
83.0%

 
問27 休日・夜間の小児救急医療機関があること 

を知っていますか。１つだけ○をおつけください。 

問27　小児救急医療機関の認知（SA)
（N=453）

いいえ
37.3%

はい
62.7%

 
 

 

 

 

 

問28 ご家庭で何らかの児童の怪我防止対策をし 

ていますか。１つだけ○をおつけください。 

問28　怪我防止対策をしているか（SA)
（N=435）

いいえ
56.3%

はい
43.7%

 
問29 お子さんを車に乗せるときにはチャイルド 

シートを使用していますか。１つだけ○をおつけく

ださい。 

 

問29　チャイルドシートの使用（SA)（N=450）

時々使用
しない時が

ある
24.7%

いいえ
16.9%

はい
58.4%

 
問30 心肺蘇生法を知っていますか。１つだけ○ 

をおつけください。 

問30　心配蘇生法の認知（SA)（N=448）

少し覚えて
いる程度

49.1%

知らない
29.9%

知っている
21.0%
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問31 これまでに受けた乳幼児健診の感想はいか 

がですか。あてはまるものすべてに○をおつけくだ

さい。 

 

就学前乳幼児検診（MA)（N=444）

20

35

38

40

44

53

69

73

135

339

0 100 200 300 400

知っていることばかり教えられた

その他

個別の相談がしたかった

決まりだから受けただけ

友達ができて良かった

もっとゆっくりした時間がほしかった

信頼がおけて安心できた

形式的だった

医師、保健師、栄養士の話がためになった

発育、発達が確認でき安心した

件
 

 

【その他の回答】 

内容 件数
時間がかかる 7
待ち時間が長い 3
川俣町で健康診断をしていない 3
個人にあった診断をしてほしい 2
信用できない 2
時間帯をかえてほしい 2
医師の対応がわるい 2
医師の話が長い 1
保健師の対応がわるい 1
不安になった 1
医師の到着が遅い 1
混んでいる 1
個別の相談ができてよかった 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問32 子育てに関して、悩んでいること、または 

気になることはどのようなことですか。あてはまる

ものすべてに○をおつけください。 

就学前児童子育てで悩んでいること
上位10項目（MA)（N=443）

16

17

31

31

32

33

35

45

55

62

93

99

113

121

125

130

137

150

156

178

0 50 100 150 200

登園拒否の問題について

その他

話し相手や相談相手がいないこと

特にない

家族以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげた
り、世話をしなかったりしてしまうこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場など
周りの見る目が気になること

家族と子育てに関しての意見が合わないこと

町の子育て支援サービスの内容や利用・申込方法
がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

部屋が狭いなど、住居が子育てに適した環境では
ないこと

友達づきあい（いじめ等を含む）に関すること

子どものしつけ、子育ての方法がよくわからないこと

子育てで出費がかさむこと

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

子どもとの時間を十分とれないこと

子どもの教育に関すること

子どもをしかりすぎているような気がすること

食事や栄養に関すること

病気や発育・発達に関すること

件
 

【その他の回答】 

内容 件数
子どもを遊ばせるところがないこと 2
近くに夜間、休日の小児救急医療機関がないこと 1
急な用事のとき、預ける人がいないこと 1
感情的になり大声で怒鳴ってしまうこと 1
保育園で預かってもらえないこと 1
保育士の子どもへの接し方 1  
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問33 お子さんの父親は、子育てにどのくらい参 

加していますか。 

就学前児童父親は子育てに参加しているか
（SA)（N=451）

ほとんど参
加していない

13.5%

子育て参加
は難しい（ひ
とり親家庭・
単身赴任な
ど）
6.4%

まあまあ参
加している

45.0%

積極的に参
加している

35.0%

 
問34 子育てに関する悩みや不安をどなた（どこ） 

に相談していますか。あてはまるものすべてに○を

おつけください。 

問34　子育ての悩み相談先（MA)（N=447）

1

1

2

2

3

4

13

19

23

31

81

250

319

330

0 50 100 150 200 250 300 350

児童相談所

民生委員、児童委員、主任児童委員

電話相談

福島県の電話相談窓口

その他

インターネット

町の行政の窓口（保健師含む）

相談できる人はいない／自分で解決する

近所の人

かかりつけの医師

保育士や幼稚園の先生

友人

親族（親・兄弟姉妹など）

配偶者

件
 

 

【その他の回答】 

内容 件数
職場の人 3  

 

 

 

 

 

 

問 35 子育てに関する情報をどのように入手され

ていますか。あてはまるものすべてに○をお

つけください。 

問35　子育て情報の入手先（MA)（N=451）

1

1

6

7

11

14

20

26

66

70

105

134

170

251

314

0 50 100 150 200 250 300 350

町の児童福祉担当課

教育委員会

情報の入手先がない

その他

情報の入手手段がわからない

その他の雑誌

子育てサークルの仲間

インターネット

保健センター

町の広報やパンフレット

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌、育児書

幼稚園、保育園

隣近所の人、知人、友人

親族（親、兄弟姉妹など）

件
 

【その他の回答】 

内容 件数
福島市の子育て支援センター 1
聖書 1
職場 1  

問35 あなたは子育てに関するサークルなど自主 

的な活動に参加していますか。１つだけ○をおつけ

ください。 

 

問36　子育てサークルなどへの参加（SA)
（N=436）

現在参加し
ておらず、今
後も参加す
るつもりはな
い
39.4%

子育てサー
クルの存在
がわからな
い
22.0% 現在は参加

していない
が、今後機
会があれば
参加したい
33.0%

現在参加し
ている
5.5%
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問 37 自主活動をしていくにあたって行政に行っ

てほしい支援はどのようなものですか。あてはまる

ものすべてに○をおつけください。 

問37　必要な行政の支援（SA)（N=217）

その他
0.7%

活動時間
中の保育
サービス

20.1%

活動資金
助成
22.5%

活動内容
について
の助言

7.4%

情報発信
やＰＲなど
に関する

支援（掲示
板の開放

など）
19.4%

活動場所
の提供（場
所貸しな

ど）
29.7%

 

問 38 あなたが求める子どもの遊び場の条件は何

ですか。最も望むものから３つまでに○をおつけく

ださい。 

問38　児童子どもの遊び場の条件
（MA)（N=438）

1

4

101

127

134

167

170

173

231

256

0 50 100 150 200 250 300

望むことは特にない

その他

多くの人が遊びにくる遊び場であること（寂しい
雰囲気でないこと）

緑（植木や芝生）や水辺（噴水や小さな川）など
自然的な要素が多いこと

遊具などの種類や整備が充実していること

子どもと同じ年頃の遊び仲間がいること

雨の日にも遊べること（屋内・室内）

思い切り遊べるだけの十分な広さがあること

遊び場周辺の防犯や交通安全対策など、安全
環境が整っていること

歩いていける程度の近所にあること

件
 

【その他の回答】 

内容 件数

遊ぶ公園がきれいなこと 1  

問39 子どもと外出の際、困ること・困ったこと 

は何ですか。最も感じたものから 3 つまでに○をお

つけください。 

問39　外出の際困ること（MA)（N=439）

9

13

28

38

43

45

62

67

83

85

92

124

174

184

0 50 100 150 200

その他

犬や野生動物が出没し、子どもに危害を加えないか心
配である

周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること

荷物や子どもに手をとられて困っているときに手を貸し
てくれる人が少ないこと

交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されてい
ないこと

特に困ること・困ったことはない

歩道の段差などがベビーカーや自転車の通行の妨げ
になっていること

授乳する場所や必要な設備がないこと

歩道や信号がない通りが多く、安全面に心配があること

暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯
罪の被害にあわないか心配である

緑や広い歩道が少ない等、まちなみにゆとりとうるおい
がないこと

小さな子どもとの食事に配慮された場所がないこと

トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていな
いこと

買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる
場所がないこと

件

 

【その他の回答】 

内容 件数
トイレに小児用トイレがないこと 1
大人のマナーの悪さ 1
路上駐車が多い 1  

 

問 40 あなたは就労（アルバイト・パートを含む）

していますか。 

問40　就労しているか（SA)（N=440）

していない
30.2%

している
69.8%
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問 41 仕事と子育てを両立させるうえで大変だと 

感じることは何ですか。あてはまるものを２つまで 

選んで○をおつけください。 

問41　仕事と子育てを両立する上で大変なこと
（MA)（N=297）

9

10

17

18

23

64

82

137

155

0 50 100 150 200

子どもの他に面倒をみなければならない人がいる

家族に理解が得られない

その他

子どもの面倒をみてくれる施設などが見つからない

職場の理解が得られない

自分が病気・けがをした時や子どもが急に病気になっ
た時に代わりに面倒をみる人がいない

急な残業が入ってしまう

肉体的・精神的疲労が大きい

子どもと接する時間が少ない

件
 

【その他の回答】 

内容 件数
大変だと感じることはない 2
仕事が休みづらい 1
仕事で夜、遅くなったとき 1
休日に仕事ができない 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 42 仕事と子育ての両立支援を図るための制度

や支援策がありますが、どのような制度や支援策を

企業などに取り組んでほしいと思いますか。あては

まるもの２つまで選んで○をおつけください。 

問42　企業への支援要望（MA)（N=392）

6

64

73

79

82

100

106

229

0 50 100 150 200 250

その他

男性も育児休業制度が利用できるなど、子育てに男
性も参加できる環境づくり

妊娠中や育児期間中の勤務軽減（始業・終業時間を
選択できる制度や短時間勤務制度など）

女性の就労継続に対する企業の理解や支援

育児休業制度や再雇用制度の普及促進と、それを円
滑に利用できる環境づくり

勤務先に保育施設を設置する

子育てと仕事の両立に向け、職場内の理解を深めて
いくこと

子どもが病気やけがの時などに安心して看護のため
の休暇がとれる制度

件
 

【その他の回答】 

内容 件数
２４時間の保育サービス 1  

 

問 43 出産・子育てに関する行政窓口や公的施設 

の窓口の対応について不満に思ったことはあります

か。 

問43　行政窓口や公的施設の窓口対応
　　　　について（SA)（N=440）

行政窓口等
に関わった
ことがない

26.1%

ない
49.9%

ある
24.0%
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１．ある場合、あてはまるものすべてに○をおつけ

ください。  

問43　不満の内容（MA)（N=103）

5

22

24

32

34

45

46

0 10 20 30 40 50

その他

窓口に保育スペースがない

出産・子育てに関する窓口（場所）がわかりづらい

専門的な職員がいない

子育てに関する必要な情報がすぐに得られない（パン
フレット等を置いていない）

手続きが煩雑で時間がかかる

対応が不親切

件
 

【その他の回答】 

内容 件数
出生届時に保育施設や子育てに関する資料を配布してほしい 1
土曜日が休みなので行く時間がない 1  

問 44 出産や子育てにかかる経済的支援として、

最も望まれるものから２つまでに○をおつけくだ

さい。 

問44　児童出産・子育てに望まれる
　　　経済的支援（MA)（N=447）

5

66

70

230

236

247

0 50 100 150 200 250 300

その他

奨学金制度の充実など教育費の支援

出産祝い金など出産奨励の実施

医療費助成の充実

保育所や学校にかかる費用の軽減

児童手当の充実

件
 

問45 行政に対してどのような子育て支援の関わ 

り方を望まれますか。１つだけ○をおつけください。 

問45　行政の子育て支援への関わり方（SA)
（N=438）

出産・子育
ては個人
の問題で
あり、行政
が介入す
るのは好
ましくない

0.7%

わからない
11.2% その他

0.9%

保護者の
役割と行
政の役割

を考えなが
ら、適切な
支援を行え

ばよい
42.5%

あらゆる施
策を通じ

て、全面的
な子育て
支援を進
めていくべ
きである

44.7%
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問46 その他、町に対してどのような子育て支援 

の充実を図ってほしいと期待していますか。あては

まるものすべてに○をおつけください。 

問46　今後行ってほしい子育て支援策（MA)
（N=434）

17

21

37

43

68

68

79

79

83

84

89

89

90

114

117

151

167

272

0 50 100 150 200 250 300

幼稚園を増やしてほしい

その他

ファミリーサポートセンターを立ち上げてほしい

子育てについて学べる機会をつくってほしい

放課後児童クラブを増やしてほしい

病後児保育の実施

町営住宅の多子世帯・低所得世帯の優先入居や広い部屋の
割当など、住宅面の配慮がほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環
境の改善を働きかけてほしい

低年齢児保育の充実

子育てに困ったときに相談したり、情報が得られる場をつくって
ほしい

気軽に利用できるボランティアや営利が目的でない団体による
保育サービスがほしい

休日保育の実施

保育所を増やしてほしい

幼稚園の預かり保育時間の延長

親子で楽しめるイベントを開催してほしい

安心して医療機関にかかれる体制を整備してほしい

親子が安心して集まれる身近な場を増やしてほしい

子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい

件

 

【その他の回答】 

内容 件数
給食センターを実施してほしい 4
幼稚園を３年保育にしてほしい 3
経済的支援をしてほしい 2
時間単位で預かってくれる託児所がほしい 1
障害をもった子どもの医療費の助成をしてほしい 1
スクールバス助成金の継続 1
育児サークルなどの情報をわかるようにしてほしい 1
保育士の人数を増やしてほしい 1
保育所への途中入所が可能になること 1
子育てに関する経済的支援の充実 1
幼稚園への送迎サービス 1  

 

 

 

 

 

 

 

◆ 下記の項目について、町の施策に関するご意

見・ご要望がありましたら自由にご記入ください。 

◎ 保育サービスについて 
内容 件数

（１）保育サービスについて
土日や休み期間の保育サービスを充実 15
川俣町に保育所の増設 8
保育料の軽減 6
幼稚園の３年保育 5
一時保育サービスの増設やサービス内容の充実 5
学童保育（放課後児童クラブ）の設置数を拡充（全小学校・各地区で実施など） 5
幼稚園の終了時間の延長 4
保育士の質や数の充実 4
幼稚園の預かり保育時間の延長 3
数時間単位で預かってくれる場所がほしい 3
保育所の入園条件（年齢条件や所得割、在職条件など）の見直し 2
気軽に預けられる施設がほしい 2
保育所や幼稚園の送迎バスの充実 2
学童保育までの車での送迎 2
延長保育の充実 2
保育所の定員枠や設置数の拡充 1
山木屋に保育所、放課後児童クラブをつくってほしい 1
２４時間体制の保育サービス 1
保育依頼手続の簡素化 1
子育てサークルの拡充やサービス内容の充実 1
障害児への学童保育の充実 1
障害児が参加できる場の充実 1  

◎ 遊び場について 
内容 件数

（２）遊び場について
身近な公園や遊び場の整備（増設など） 27
公園の遊具の充実 13
子どもが安全で安心できる遊び場の整備 10
雨や雪の日も遊べる場所の整備 8
遊び場が少ない 8
保原町のような運動公園がほしい 6
公園が少ない 6
乳児が遊べる場の増設と内容の充実 6
公園の除草作業 5
川俣町に安心して遊べる公園がほしい 3
思いきり遊べる場所の整備 3
親子で遊べる安全な公園の整備 3
屋内での遊び場の整備 2
公園が汚い 2
保健センターの空いている日を、子どもの遊び場として提供してほしい 2
公園内の遊具の安全対策、点検 2
児童公園の整備 1
四季の里のような運動公園がほしい 1
十六沼公園のような広い場がほしい 1
平地に遊び場をつくってほしい 1
無料で遊べるところがほしい 1
町の体育館に子どもが遊べる遊具の設置 1  

◎ 情報提供について 

内容 件数
（３）情報提供について
子育てに関する事業や施設の情報提供を充実 5
わかりやすい情報提供 4
情報提供の仕方をかえてほしい 2
地域の情報も提供してほしい 2
インターネットでの情報提供が少ない 2
どこで情報提供しているのかわからない 1
広報をみやすいものにしてほしい 1
情報提供の場が少ない 1
土日に開放している施設の情報提供 1
相談体制（電話相談、相談室など）の充実 1  

◎ その他、町の子育て支援施策について 
内容 件数

（４）その他、町の子育て支援施策について
給食にしてほしい 12
子育てに関する経済的支援（児童手当など）の充実 7
医療費の補助（無料化、年齢枠拡大など） 3
夜間・休日の小児医療体制の充実（小児科医の常駐など） 3
企業へ職場改善するよう、はたらきかけてほしい。 2
子育てしやすい環境づくり 2
安全な歩道の確保と道路整備 2
職員ひとり一人が親切になってほしい 2
アンケートの有効活用と結果の公表 1
子ども同士、親同士の交流の場を多くしてほしい 1
参観時にボランティアの方に未就学児を預けられるシステムの導入 1
家庭での予防接種の実施 1
企業に保育施設があると安心して仕事ができる 1
出産費の補助を充実 1
出産一時金が少ない 1
出産一時金の改善 1
川俣中央公民館の図書室の本の充実 1  
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川俣町次世代育成支援に 

関するニーズ調査 
  

（小学生保護者対象） 
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問１ あなた（回答される方）は、お子さんからみ

て次のどの続柄になりますか。あてはまるもの１つ

に○をおつけください。 

問1　続柄 (SA)
（N=602）

祖母
0.3%

祖父
0.3%

その他
0.2%

父親
20.6%

母親
78.6%  

【その他の回答】 

内容 件数
おば 1  

 

問２ あなた（回答される方）の年齢は次のうちの

どれですか。あてはまるもの１つに○をおつけくだ

さい。 

 

問2　あなたの年齢 (SA)（N=603）

20歳未満
0.2%20歳以上

25歳未満
3.0%

35歳以上
40歳未満

47.9%

30歳以上
35歳未満

28.9%

25歳以上
30歳未満

20.1%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ すべてのお子さん（就学前や中学生以上のお

子さんを含む）について、平成 15 年４月１日現在

の年齢をご記入ください。お子さんが６人以上いら

っしゃる場合は欄外にお書きください。またお子さ

んの合計人数をご記入ください。 

 

問3　第1子年齢 (数量)（N=593）

0.2

18.7

2.7

16.0 16.2

9.6

16.5

8.6

2.2

5.6

1.7
0.5 0.7 0.8

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

2 4 6 8 10 12 14 16以上

歳

％

 

問3　第2子年齢 (数量)（N=529）

0.60.40.60.61.5

4.5
6.4

10.0

18.1
17.416.1

13.4

6.4

0.9

3.0

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

14以
上

歳

％

 
問3　第3子年齢 (数量)（N=289）

11.1

2.8

14.2

5.9

17.3
19.4

20.8

1.7
3.5

1.4 0.7 1.0 0.3

0

5

10

15

20

25

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

14以
上

歳

％
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問3　第4子年齢 (数量)（N=72）

1.41.41.4

8.3
6.9

9.7

22.2

13.9
16.7

5.6

9.7

2.8

0

5

10

15

20

25

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

14以
上

歳

％

 

問3　第5子年齢 (数量)（N=14）

7.1

14.3

28.6

21.4

14.3

7.1
7.1

0

5

10

15

20

25

30

35

0 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

13以
上

20以
上 不

明

歳

％

 

問3　子どもの人数 (数量)（N=404）

0.7
2.7

39.4

12.1
7.7

37.4

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

1 2 3 4 5 6以上
歳

％

 
 

 

 

 

問４ あなたが理想とする子どもの数は何人です 
か。 

問3　理想の子どもの数 (数量)
（N=587）

24.9

1.4

10.6

60.0

2.2 0.9 0.2

0

10

20

30

40

50

60

70

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10以
上

人

％

 

問５ 保護者の方の就労状況は次のうちどれです

か。あてはまるもの１つに○をおつけください。 

問5　保護者の就労状況 (SA)（N=601）

その他
0.3%

両親とも働
いている

72.0%

両親とも働
いていない

0.2%母親のみ
働いている

2.7%

父親のみ
働いている

24.8%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



川俣町 次世代育成支援 地域行動計画  

  
 

102 

問６ お子さんと同居されている方すべてに○を

おつけください。続柄はあて名のお子さんからみた 

関係です。また同居している家族全員（ご両親とお 

子さんを含む）の人数をご記入ください。 

問6　家族構成 (MA)（N=599)

11.0

81.8

89.0

95.3

46.4

59.6

0 20 40 60 80 100 120

その他

祖父

祖母

兄弟姉妹

父親

母親

％

 
【その他の回答】 

内容 件数
曾祖母 26
おじ 14
おば 13
いとこ 6
曾祖父 4  

問６　家族人数 (数量)（N=532）

0.20.41.7

16.2

8.3

24.8

20.7
22.2

1.7
3.9

0

5

10

15

20

25

30

2 3 4 5 6 7 8 9 10

11以
上

人

％

 
問７ お子さんの身の回りの世話などを主にして

いる方としてあてはまるもの１つに○をおつけく

ださい。（続柄はあて名のお子さんからみた関係で

す。） 

問7　主に世話する人 (SA)（N=597）

主に父親
1.7%

主に母親
81.2%

その他
3.2%主に祖父

母
13.9%

 

【その他の回答】 

内容 件数
父親と母親が協力してやっている 11
おば 1  

問８ お住まいの地区に○をおつけください。 

問8　居住地区 (SA)（N=601）

鶴沢地区
15.6%

川俣地区
32.6%

小島地区
5.0%

秋山地区
3.8%

飯坂地区
11.3%

大綱木地区
2.3%

小綱木地区
2.3%

山木屋地区
7.3%

小神地区
3.8%東福沢地区

6.0%

西福沢地区
3.2%

羽田地区
6.7%

 

【その他の回答】 

内容 件数
利用希望時に受け入れてほしい 2
施設の場所を見直してほしい 1
施設内に遊具がほしい 1
お年寄りの方との交流もできるようにしてほしい 1  
 

問９ お子さんは現在、放課後児童クラブ（わいわ

いクラブ等）を利用していますか。また、放課後児

童クラブの利用希望はありますか。小学生の中で１

番下のお子さんから順に、平日・土曜日・長期休業

中（夏休みなど）それぞれについて、ご記入くださ 

い。 

（小学生の中で）下から一番目のお子さんについて 

問9　下から一番目の子の学年 (数量)
（N=445）

22.9
20.9

16.217.1

12.6
10.3

0

5

10

15

20

25

1 2 3 4 5 6以上
年

％
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（１）放課後児童クラブを利用していますか？ 

問9　放課後児童クラブの利用状況
（平日） (SA)（N=542)

利用してい
ない／サー
ビスがない
96.6%

週4日以上
利用してい
る
1.7%

週1～3日利
用している
1.7%

 

（２）利用している時間帯は？ 

問9　利用開始時（数量）（N=12）

2

8

1 1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

14 15 16 17 18 19以上
時

件

 

◆平日利用開始時分 件数、（）内は％

合計 14時 15時 16時 17時 18時
19時
以上

0～
9分

5
(100.0)

1
( 20.0)

2
( 40.0) -( -) -( -)

1
( 20.0)

1
( 20.0)

10～19
分 -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

20～29
分 -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

30～39
分

5
(100.0)

5
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

40分
以上

2
(100.0)

2
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)  

問9　利用終了時（数量）（N=18）

2

4

3

1

5

3

0

1

2

3

4

5

6

14 15 16 17 18 19 20 21

22以
上

時

件

  

◆平日利用終了時分 件数、（）内は％

合計 15時 16時 17時 18時 19時 20時
22時
以上

0～
9分

8
(100.0) -( -)

1
( 12.5)

1
( 12.5) -( -)

3
( 37.5)

1
( 12.5)

2
( 25.0)

10～19
分 -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)

20～29
分

3
(100.0)

1
( 33.3) -( -) -( -) -( -) -( -)

2
( 66.7) -( -)

30～39
分

5
(100.0) -( -) -( -)

4
( 80.0) -( -)

1
( 20.0) -( -) -( -)

40分
以上

2
(100.0)

2
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)  

 

（３）放課後児童クラブを利用したいですか？ 

問9　利用希望（平日） (SA)（N=507）

利用希望
はない
90.9%

利用したい
9.1%

 

問9　利用希望日数（数量）（N=43）

3

18

6 55
6

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

1 2 3 4 5 6以上
時

件

 

（４）希望の時間帯は？ 

問9　利用希望開始時（数量）（N=32）

22 11

8

13

3
1 1

0

2

4

6

8

10

12

14

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

19以
上

時

件

 

◆平日利用希望開始時分 件数、（）内は％

合計 7時 8時 12時 13時 14時 15時 16時 17時
19時
以上

0～
9分

18
(100.0) -( -) -( -)

1
( 5.6)

1
( 5.6)

3
( 16.7)

8
( 44.4)

3
( 16.7)

1
( 5.6)

1
( 5.6)

30～39
分

12
(100.0)

2
( 16.7)

2
( 16.7) -( -) -( -)

4
( 33.3)

4
( 33.3) -( -) -( -) -( -)

40分
以上

2
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -)

1
( 50.0) 1( 50.0) -( -) -( -) -( -)  
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問9　利用希望終了時（数量）（N=37）

1

3

13

10

8

1 1

0

2

4

6

8

10

12

14

15 16 17 18 19 20 21以上

時

件

 

◆平日利用希望終了時分 件数、（）内は％

合計 15時 16時 17時 18時 19時 20時
21時
以上

0～4分
23

(100.0) -( -)
2

( 8.7)
6

( 26.1)
8

( 34.8)
6

( 26.1) -( -)
1

( 4.3)
30分
以上

14
(100.0)

1
( 7.1)

1
( 7.1)

7
( 50.0)

2
( 14.3)

2
( 14.3)

1
( 7.1) -( -)  

 

【土曜日】 

（１）放課後児童クラブを利用していますか？ 

問9　利用状況（土曜） (SA)（N=531）

月1～2回利
用している
0.8%

ほぼ毎週利
用している
0.9%

利用していな
い／サービ
スがない
98.3%

 
（２）利用している時間帯は？ 

問9　利用開始時（土曜）（数量）（N=9）

6

11 1

0

1

2

3

4

5

6

7

7 9 11 13 15 17 19以上

時

件

 

◆土曜日利用開始時分 件数、（）内は％

合計 7時 8時 9時 10時
19時
以上

0～
9分

5
(100.0) -( -)

2
( 40.0)

1
( 20.0)

1
( 20.0)

1
( 20.0)

30分
以上

4
(100.0) -( -)

4
(100.0) -( -) -( -) -( -)  

問9　利用終了時（休暇）（数量）（N=9）

1

0

1 1

2

0

2

1 1

0

0.5

1

1.5

2

2.5

13 14 15 16 17 18 19 20

21以
上

時

件

 

◆土曜日利用終了時分 件数、（）内は％

合計 13時 15時 16時 17時 18時 19時
21時
以上

0～
9分

6
(100.0)

1
( 16.7)

1
( 16.7) -( -)

2
( 33.3) -( -)

1
( 16.7)

1
( 16.7)

20～29
分

1
(100.0) -( -) -( -)

1
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -)

30分
以上

2
(100.0) -( -) -( -)

1
( 50.0) -( -)

1
( 50.0) -( -) -( -)  

（３）放課後児童クラブを利用したいですか？ 

問9　利用希望（土曜） (SA)（N=524）

月1～2回利
用したい
4.2%

ほぼ毎週利
用したい
2.9%

利用希望は
ない
92.9%  

（４）希望の時間帯は？ 

問9　利用希望開始時（土曜）（数量）（N=33）

1
2

1

3

15

4

7

0

2

4

6

8

10

12

14

16

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

18以
上

時

件

 

◆土曜日利用希望開始時分 件数、（）内は％

合計 8時 9時 10時 12時 15時 16時
18時
以上

0～
4分

19
(100.0)

2
( 10.5)

8
( 42.1)

3
( 15.8)

3
( 15.8)

1
( 5.3)

2
( 10.5) -( -)

30～34
分

13
(100.0)

4
( 30.8)

7
( 53.8)

1
( 7.7) -( -) -( -) -( -)

1
( 7.7)

40分
以上

1
(100.0)

1
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)  
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問9　利用希望終了時（土曜）（数量）（N=32）

22

4
3

10

8

3

0

2

4

6

8

10

12

12 13 14 15 16 17 18 19 20

21以
上

時

件

 

◆土曜日利用希望終了時分 件数、（）内は％

合計 12時 13時 15時 16時 17時 18時
19時
以上

0～
9分

24
(100.0)

2
( 8.3)

2
( 8.3)

2
( 8.3)

1
( 4.2)

6
( 25.0)

8
( 33.3)

3
( 12.5)

30～39
分

7
(100.0) -( -) -( -)

2
( 28.6)

2
( 28.6)

3
( 42.9) -( -) -( -)

40分
以上

1
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -)

1
(100.0) -( -) -( -)  

【長期休業日】 

（１）放課後児童クラブを利用していますか？ 

問9　放課後児童クラブの利用状況（休暇）
(SA)（N=524)

週1～3日
利用してい

る
0.6%

週4日以上
利用してい

る
2.5%

利用してい
ない／サー
ビスがない

96.9%

 

（２）利用している時間帯は？ 

問9　利用開始時（休暇）（数量）（N=16）

1

3

7

5

0

1

2

3

4

5

6

7

8

6 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

18以
上

時

件

 

◆休暇利用開始時分 件数、（）内は％

合計 6時 8時 9時
18時
以上

0～
9分

7
(100.0)

1
( 14.3)

2
( 28.6)

3
( 42.9)

1
( 14.3)

30～39
分

7
(100.0)

4
( 57.1)

3
( 42.9) -( -) -( -)

40～49
分

1
(100.0)

1
(100.0) -( -) -( -) -( -)

50分
以上

1
(100.0)

1
(100.0) -( -) -( -) -( -)  

問9　利用終了時（休暇）（数量）（N=16）

3

55

2

1

0

1

2

3

4

5

6

15 16 17 18 19 20 21以上

時

件

 

◆休暇利用終了時分 件数、（）内は％

合計 15時 17時 18時 19時
21時
以上

0～
4分

10
(100.0)

1
( 10.0)

2
( 20.0)

4
( 40.0)

2
( 20.0)

1
( 10.0)

30分
以上

6
(100.0)

2
( 33.3)

3
( 50.0)

1
( 16.7) -( -) -( -)  

（３）放課後児童クラブを利用したいですか？ 

問9　放課後児童クラブの利用希望
（休暇） (SA)（N=522)

利用したい
9.0%

利用希望は
ない
91.0%
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問9　利用希望日数（数量）（N=46）

8

1

6

11

18

1 1

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10以
上

日数

件

 

（４）希望の時間帯は？ 

問9　利用希望終了時（休暇）
（数量）（N=45）

1
3

34

6

1
0

5

10

15

20

25

30

35

40

2 4 6 8 10

時

件

 

◆休暇利用希望開始時分 件数、（）内は％

合計 7時 8時 10時 12時
19時
以上

0～
4分

25
(100.0)

1
( 4.0)

17
( 68.0)

4
( 16.0)

2
( 8.0)

1
( 4.0)

30分
以上

19
(100.0)

5
( 26.3)

13
( 68.4) -( -)

1
( 5.3) -( -)  

問9　利用希望開始時（休暇）
（数量）（N=44）

1 11

8

12

4

11

5

1

0

2

4

6

8

10

12

14

12 13 14 15 16 17 18 19 20

21以
上

時

件

 

◆休暇利用希望終了時分 件 数 、（）内 は ％
合計 12時 14時 16時 18時 20以上

0～
4分

32
(100.0)

2
( 6.3)

5
( 15.6)

12
( 37.5)

13
( 40.6) -( -)

30分
以上

12
(100.0) -( -)

4
( 33.3)

4
( 33.3)

3(
25.0)

1
( 8.3)  

 

 

 

（小学生の中で）下から二番目のお子さんについて 

問9　下から2番目のお子さんの有無 (SA)
（N=474)

いない
61.0%

いる
39.0%

 

問9　下から二番目の子の学年 (数量)
（N=169）

5.9

0.6

26.0

13.6

24.3

29.6

0

5

10

15

20

25

30

35

1 2 3 4 5 6以上
年

％

 

（１）放課後児童クラブを利用していますか？ 

問9　放課後児童クラブの利用状況
（平日） (SA)（N=180)

利用してい
ない／

サービス
がない
98.9%

週4日以上
利用してい

る
1.1%

 

（２）利用している時間帯は？ 

問9　利用開始時（数量）（N=2）

2

0

0.5

1

1.5

2

2.5

15 16 17 18以上

時

件
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◆平日利用開始時分

合計 16時 17時
18時
以上

0分
2

(100.0) -( -) -( -)
2

(100.0)
　　　　件数、（）内は％ 

問9　利用終了時（数量）（N=2）

11

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

16 17 18 19 20 21 22以上

時

件

 

◆平日利用終了時分

合計 21時
24時
以上

0～9分
1(100.0

) -( -)
1(100.0

)
30分
以上

1(100.0
)

1(100.0
) -( -)

　件数、（）内は％  

 

（３）放課後児童クラブを利用したいですか？ 

問9　利用希望（平日） (SA)（N=174）

利用希望
はない
95.4%

利用したい
4.6%

 

問9　利用希望日数（数量）（N=43）
4

3

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

2 3 4 5以上
時

件

 

 

 

（４）希望の時間帯は？ 

問9　利用希望開始時（数量）（N=6）

5

1

0

1

2

3

4

5

6

14 15以上

時

件

 

◆平日利用希望開始時分

合計 14時
15時
以上

0分
6

(100.0)
1

( 16.7)
5

( 83.3)
　件数、（）内は％  

問9　利用希望終了時（数量）（N=6）

1

4

1

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

16 17 18 19 20 21以上

時

件

 

◆平日利用希望終了時分

合計 17時 18時 19時
20時
以上

0～9分
3

(100.0) -( -)
2

( 66.7) -( -)
1

( 33.3)
30分
以上

3
(100.0)

1
( 33.3)

2
( 66.7) -( -) -( -)
件 数 、（）内 は ％  

【土曜日】 

（１）放課後児童クラブを利用していますか？ 

問9　利用状況（土曜） (SA)（N=179）

月1～2回
利用してい

る
0.6%

利用してい
ない／サー
ビスがない

99.4%
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（２）利用している時間帯は？ 

問9　利用開始時（土曜）（数量）（N=1）

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

10 11 12 13 14 15以上

時

件

 

問9　利用終了時（土曜）（数量）（N=1）

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

15 16 17 18 19 20以上
時

件

 
（３）放課後児童クラブを利用したいです 
か？ 

問9　利用希望（土曜） (SA)（N=176）

月1～2回
利用したい

3.4%

ほぼ毎週
利用したい

2.3%

利用希望
はない
94.3%  

 

（４）希望の時間帯は？ 

問9　利用希望開始時（土曜）（数量）（N=10）

1 1

6

1 1

0

1

2

3

4

5

6

7

7 8 9 10 11 12 13 14以上

時

件

 

◆土曜日利用希望開始時分 件数、（）内は％

合計 8時 9時 10時 11時 12時 13時
14時
以上

0～9分
6

(100.0)
1

( 16.7)
2

( 33.3)
1

( 16.7)
1

( 16.7) -( -) -( -)
1

( 16.7)
30分
以上

4
(100.0) -( -)

4
(100.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)  

問9　利用希望終了時（土曜）（数量）（N=10）

1

3

4

1 1

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

13 15 17 19 21 23

時

件

 

◆土曜日利用希望終了時分 件数、（）内は％

合計 14時 19時 20時 21時 22時 23時
24時
以上

0～9分
6

(100.0)
1

( 16.7)
1

( 16.7) -( -)
2

( 33.3) -( -)
1

( 16.7)
1

( 16.7)
30分
以上

4
(100.0) -( -)

2
( 50.0) -( -)

2
( 50.0) -( -) -( -) -( -)  

【長期休業日】 

（１）放課後児童クラブを利用していますか？ 

問9　放課後児童クラブの利用状況（休暇）
(SA)（N=179)

週1～3日
利用してい

る
0.6%

週4日以上
利用してい

る
1.7%

利用してい
ない／サー
ビスがない

97.7%

 

（２）利用している時間帯は？ 

 

問9　利用開始時（休暇）（数量）（N=4）

2

1 1

0

0.5

1

1.5

2

2.5

7 8 9 10以上

時

件
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◆休暇利用開始時分 件数、（）内は％

合計 7時 8時 9時
10時
以上

0～9分
1

(100.0) -( -) -( -) -( -)
1

(100.0)
30分
以上

　　　3
(100.0)

1
( 33.3)

2
( 66.7) -( -) -( -)  

問9　利用終了時（休暇）（数量）（N=4）

1

2

1

0

0.5

1

1.5

2

2.5

15 16 17 18以上

時

件

 

◆休暇利用終了時分 件数、（）内は％

合計 15時 16時 17時
18時
以上

0～9分
3

(100.0)
1

( 33.3) -( -) -( -)
2

( 66.7)
30分
以上

1
(100.0) -( -) -( -)

1
(100.0) -( -)  

（３）放課後児童クラブを利用したいですか？ 

問9　放課後児童クラブの利用希望
（休暇） (SA)（N=177)

利用したい
7.3%

利用希望
はない
92.7%

 

問9　利用希望日数（数量）（N=13）

3

4 4

2

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

2 3 4 5 6以上
時

件

 

 

 

 

 

（４）希望の時間帯は？ 

問9　利用希望開始時（休暇）（数量）（N=13）

11

7

3

1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

7 8 9 10 11 12 13 14以上

時

件

 

◆休暇利用希望開始時分 件数、（）内は％

合計 8時 9時 10時 11時 12時 13時
14時
以上

0～4分
8

(100.0) -( -)
3

( 37.5)
3

( 37.5)
1

( 12.5) -( -) -( -)
1

( 12.5)
30分
以上

5
(100.0)

1
( 20.0)

4
( 80.0) -( -) -( -) -( -) -( -) -( -)  

問9　利用希望終了時（休暇）（数量）（N=13）

1

3

2

1

5

1

0

1

2

3

4

5

6

13 14 15 16 17 18 19 20以上

時

件

 

◆休暇利用希望終了時分 件数、（）内は％

合計 14時 15時 16時 17時 18時 19時
20時
以上

0～4分
9

(100.0)
1

( 11.1) -( -)
2

( 22.2)
1

( 11.1)
3

( 33.3)
1

( 11.1)
　1

( 11.1)
30分
以上

4
(100.0) -( -) -( -)

1
( 25.0)

1
( 25.0)

2
( 50.0) -( -) -( -)  
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（小学生の中で）下から三番目のお子さんについて 

【平日】 

問9　下から三番目のお子さんの有無
 (SA)（N=362)

いない
92.3%

いる
7.7%

 

問9　下から三番目の子の学年 (数量)
（N=24）

29.2

16.7

54.2

0

10

20

30

40

50

60

4 5 6以上

年

％

 

（１）放課後児童クラブを利用していますか？ 

問9　放課後児童クラブの利用状況
（平日） (SA)（N=28)

利用してい
ない／

サービス
がない
100.0%

 

（２）利用している時間帯は？ 

利用時間帯についての回答はありませんでした。 

（３）放課後児童クラブを利用したいですか？ 

問9　利用希望（平日） (SA)（N=27）

利用希望
はない
96.3%

利用したい
3.7%

 

 

問9　利用希望日数（数量）（N=1）

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0～9 10以上

時

件

 

（４）希望の時間帯は？ 

問9　利用希望開始時（数量）（N=1）

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

13 14以上

時

件

 

問9　利用希望終了時（数量）（N=1）

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

17 18 19以上

時

件

 

【土曜日】 

（１）放課後児童クラブを利用していますか？ 

問9　利用状況（土曜） (SA)（N=28）

利用してい
ない／サー
ビスがない

100.0%
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（２）利用している時間帯は？ 

利用時間帯についての回答はありませんでした。 

 

（３）放課後児童クラブを利用したいですか？ 

問9　利用希望（土曜） (SA)（N=27）

月1～2回
利用したい

3.7%

ほぼ毎週
利用したい

3.7%

利用希望
はない
92.6%

 

（４）希望の時間帯は？ 

問9　利用希望開始時（土曜）
（数量）（N=2）

1 1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

7 8 9 10 11以上

時

件

 

問9　利用希望終了時（土曜）
（数量）（N=2）

1 1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

15 16 17以上

時

件

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【長期休業日】 

（１）放課後児童クラブを利用していますか？ 

問9　放課後児童クラブの利用状況
（休暇） (SA)（N=28)

利用してい
ない／サー
ビスがない

100.0%

 

（２）利用している時間帯は？ 

利用時間帯についての回答はありませんでした。 

（３）放課後児童クラブを利用したいですか？ 

問9　放課後児童クラブの利用状況
（休暇） (SA)（N=28)

利用希望
はない
92.3%

利用したい
7.7%

 

問9　利用希望日数（休暇）（数量）（N=2）

11

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1～3 4以上

日数

件
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（４）希望の時間帯は？ 

問9　利用希望開始時（休暇）
（数量）（N=2）

1 1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

9 10 11 12

時

件

 

問9　利用希望終了時（休暇）
（数量）（N=2）

1 1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

15 16 17以上

時

件

 

（小学生の中で）下から四番目のお子さんについて 

問9　下から四番目の子の学年（数量）（N=1）

100.0

0

20

40

60

80

100

120

0～9 10以上

時

％

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ 現在通っている放課後児童クラブに対し

てどのように感じていますか。①～⑫それぞれの項

目についてあてはまるものそれぞれ１つに○をお

つけください。 

問10　施設・環境 (SA)（N=30）

大変満足
10.0%

やや不満
33.3%

特にない
23.3%

ほぼ満足
33.3%

 

問10　職員などの配置状況 (SA)（N=30）

大変満足
20.0%

やや不満
10.0%

特にない
30.0%

ほぼ満足
40.0%

 

問10　子どもへの接し方・日常の指導
(SA)（N=29）

大変満足
27.6%やや不満

6.9%

特にない
37.9%

ほぼ満足
27.6%
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問10　病気や怪我の時の対応 (SA)
（N=30）

大変満足
26.7%

やや不満
3.3%

特にない
40.0%

ほぼ満足
30.0%

 

問10　おやつ (SA)（N=30）

大変満足
30.0%

やや不満
6.7%

特にない
30.0%

ほぼ満足
33.3%

 

 

問10　保護者への情報伝達 (SA)（N=30）

大変満足
30.0%

やや不満
3.3%

特にない
33.3%

ほぼ満足
33.3%

 

問10　悩み事などへの対応 (SA)（N=30）

大変満足
26.7%

やや不満
3.3%

特にない
36.7%

ほぼ満足
33.3%

 

問10　保護者の要望・意見への対応 (SA)
（N=30）

大変満足
20.0%

やや不満
6.7%

特にない
43.3%

ほぼ満足
30.0%

 

問10利用者間のネットワークづくり (SA)
（N=30）

大変満足
13.3%

やや不満
6.7%

特にない
60.0%

ほぼ満足
20.0%

 

 

問10安全面での対策(SA)（N=30）
大変満足

16.7%やや不満
23.3%

特にない
40.0%

ほぼ満足
16.7%

 
 

問10衛生面での対策(SA)（N=30）

大変満足
26.7%

やや不満
6.7%

特にない
40.0%

ほぼ満足
26.7%
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問１１ 放課後児童クラブに対してどのような要

望がありますか。あてはまるものすべてにをおつけ

ください。 

問11 放課後児童クラブへの要望(MA)（N=500）

2.2

3.6

4.6

5.2

7

7.4

9.2

10.2

17.4

24.4

24.8

48.2

0 10 20 30 40 50 60

その他

指導内容を工夫してほしい

短期保育を充実させてほしい

施設設備を改善してほしい

現在のままでよい

利用時間を延長してほしい

祝日・日曜日等の保育を充実してほしい

長期休業の保育を充実してほしい

保育料を安くしてほしい

放課後児童クラブを各地区に増やして欲しい

送迎サービスをしてほしい

利用する必要がないので要望はない

％
 

問１２ 放課後児童クラブを利用している／した

い理由は何ですか。主なもの１つに○をおつけくだ

さい。 

問12　放課後児童クラブの利用理由(SA)
（N=82）

その他
6.1%

就労していない
が、子どもを預
けたい
7.3%学生である/就

学したい
1.2%

現在就労してい
る
61.0%

家族・親族など
を介護しなけれ
ばならない
4.9%

そのうち就労し
たいと考えてい
る
12.2% 就労予定があ

る/求職中であ
る
7.3%

 

内容 件数
近所に友達が少ないから 2
夏休みなど、子ども同士の交流がないから 1
急な用事のときに預けたい 1
社会性を身につけさせたいから 1  

内容 件数
祖父母が子どもをみれないとき 2  

問１３ 下記の①～⑥の項目について、あなたの気

持ちに近い番号にそれぞれ１つだけ○をおつけく

ださい。 

①子育ては楽しいですか？ 

問13　子育ては楽しいか(SA)（N=576）

楽しいとき
の方が多

い
58.5%

半々くらい
39.6%

楽しくない
時の方が

多い
1.9%

 

②ゆっくりとした気分でお子さんと過ごせる時間

がありますか？ 

問13　ゆっくりとした気分で子どもの過ごせる時
間(SA)（N=576）

いいえ
16.3%

何とも言え
ない
33.8%

はい
49.8%

 

 

③自分のために使える時間を持てますか？ 

問13　自分のために使える時間(SA)（N=575）

はい
52.2%

何とも言えない
24.7%

いいえ
23.1%
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④子育てに自信が持てないことがありますか？ 

問13　育児に自信がもてないことがある(SA)
（N=581）

いいえ
24.1%

何とも言えない
34.3%

はい
41.7%

 
 

⑤子どもを虐待しているのではないかと思うこと

がありますか？ 

問13　子どもへの虐待をしたことがある(SA)
（N=575）

はい
12.3%

何とも言えない
16.6%

いいえ
71.1%

 

 

⑥それはどのようなことですか？ 

問13　虐待の内容(MA)（N=37）

2.7

5.4

43.2

45.9

86.5

0 20 40 60 80 100

食事制限

その他

しつけのしすぎ

たたくなど

感情的な

％

 

 

 

 

問１４ あなたやご家族は、子どもの前でタバコを 

吸わないようにしていますか。１つだけ○をおつけ

ください。 

問14　子どもの前でたばこを控えているか
（SA)　（N=602）

たばこを吸
う人はいな

い
27.2%

いいえ
47.1%

はい
25.7%

 
問１５ お子さんにかかりつけの医師はいますか。 

１つだけ○をおつけください。 

問15　かかりつけの医師がいるか（SA)
（N=595）

特に決め
ていない
19.2%

いいえ
2.4%

はい
78.4%

 
 

問１６ 心肺蘇生法を知っていますか。１つだけ○ 

をおつけください。 

問16　心肺蘇生法の認知（SA)
（N=593）

少し覚えている
程度
47.7%

知らない
31.2%

知っている
21.1%
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問１７ お子さんの食事について心配なことがあ 

りますか。あてはまるものすべてに○をおつけくだ

さい。 

問17　食事で心配なこと（SA)（N=593）

8.2

17.6

17.8

27.6

56.6

0 10 20 30 40 50 60

落ち着いて食べない（歩きながら食べる）

大食である

その他

少食である

好き嫌いが多い

％
 

【その他の回答】 

内容 件数
食べるのが遅い 4
食べる量にムラがある 4
間食が多い 3
栄養の偏り 2
行儀が悪い 2
野菜を食べない 2
お菓子をよく食べる 1
白米を好まない 1
アレルギーがある 1
口にためて食べる 1
噛んで食べない 1  

 

問１８ お子さんの虫歯予防について取組んでい

ることはありますか。１つだけ○をおつけください。 

問18　子どもの虫歯予防（SA)（N=575）

食事、おや
つの時間

を決めてい
る

2.6%

おやつ選
びに気を

配る
2.6%

歯みがきを
毎日してい

る
94.8%

 
【その他の回答】 

内容 件数
定期的に検診に行っている 4
仕上げ磨きをしている 1
フッ素を塗布している 1  

問１９ お子さんの朝食の取り方はどうですか。１ 

つだけ○をおつけください。 

問19　子どもの朝食のとり方（SA)（N=598）

週に１～２
日食べる

1.5%

ほとんど食
べない
2.3%

週に３～４
日食べる

3.3%

ほぼ毎日
食べる
92.9%

 
問２０ 普段、お子さんが夜寝る時間と朝起きる時

間は何時頃ですか。 

問20　就寝時間 (数量)（N=589）

1.90.2

49.6

38.2

9.7

0.5

0

10

20

30

40

50

60

19 20 21 22 23 24以上

時

％

 

問20　起床時間 (数量)（N=587）

69.2

0.2

30.7

0

10

20

30

40

50

60

70

80

5 6 7以上

時

％
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問２１ 子育てに関して、悩んでいること、または

気になることはどのようなことですか。 

あてはまるものすべてに○をおつけください。 

問21　子育てで悩んでいること（MA)（N=581）

10

14

15

19

21

24

24

43

45

52

65

74

97

116

142

143

150

154

168

184

218

0 50 100 150 200 250

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場など周り
の見る目が気になること

その他

放課後児童クラブの内容や利用・申込方法がよくわか
らないこと

不登校などの問題について

子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世
話をしなかったりしてしまうこと

話し相手や相談相手がいないこと

家族以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

学校や地域・保護者同士との連携への不安

家族と子育てに関しての意見が合わないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

特にない

部屋が狭いなど、住居が子育てに適した環境ではない
こと

病気や発育・発達に関すること

子どもをしかりすぎているような気がすること

友達づきあい（いじめ等を含む）に関すること

子育てで出費がかさむこと

子どもとの時間を十分とれないこと

食事や栄養に関すること

子どもの教育に関すること

しつけや基本的生活習慣に関すること

件

 

【その他の回答】 

内容 件数
登下校時の安全のこと 1
近所に同じ年の子供が少ないこと 1
子どもの将来のこと 1
遊ぶ場所が少ないこと 1
小学校の統合や給食の実施が先行き不透明であること 1  

 

 

 

 

問２２ お子さんの父親は、子育てにどのくらい参 

加していますか。 

問22　父親は子育てに参加しているか（SA)
（N=590）

ほとんど参加し
ていない
13.9%

子育て参加は
難しい（ひとり親
家庭・単身赴任
など）
8.5%

まあまあ参加し
ている
50.1%

積極的に参加し
ている
27.5%

 
問２３ 子育てに関する悩みや不安をどなた（ど

こ）に相談していますか。あてはまるものすべてに

○をおつけください。 

問23　子育ての悩み相談先（MA)（N=592）

1

1

2

2

4

5

19

24

30

31

37

299

327

399

0 100 200 300 400 500

町の行政の窓口（保健師含む）

民生委員、児童委員、主任児童委員

インターネット

福島県の電話相談窓口

児童相談所

電話相談

その他

保育士や幼稚園の先生

かかりつけの医師

相談できる人はいない／自分で解決する

近所の人

友人

親族（親・兄弟姉妹など）

配偶者

件
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問２４ 子育てに関する情報をどのように入手さ

れていますか。あてはまるものすべてに○をおつけ

ください。 

問24　子育ての情報の入手先（MA)
（N=575）

3
6
9
12
13
13
15
18
26

57
85

133
218

342
358

0 100 200 300 400

カテゴリ

町の児童福祉担当課

教育委員会

子育てサークルの仲間

その他

インターネット

保健センター

情報の入手手段がわからない

情報の入手先がない

その他の雑誌

町の広報やパンフレット

子育て雑誌、育児書

テレビ、ラジオ、新聞

学校

親族（親、兄弟姉妹など）

件
 

【その他の回答】 

内容 件数
職場の人 7
同じクラスの母親 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２５ あなたは子育てに関するサークルなど自

主的な活動に参加していますか。１つだけ○をおつ

けください。 

問25　子育てサークルなどへの参加（SA)
（N=578）

現在参加し
ておらず、
今後も参加
するつもり

はない
50.3%

子育て
サークルの
存在がわ
からない

25.6%

現在は参
加していな
いが、今後
機会があ

れば参加し
たい
21.3%

現在参加し
ている
2.8%

 

【その他の回答】 

内容 件数
職場の人 2
塾の先生 1
講演会 1  

問２６ 自主活動をしていくにあたって行政に行

ってほしい支援はどのようなものですか。あてはま

るものすべてに○をおつけください。 

問26　必要な行政の支援（MA)（N=216）

11

38

52

79

92

117

0 50 100 150

その他

活動内容についての助言

活動時間中の保育サービス

活動資金助成

情報発信やＰＲなどに関する支援（掲示
板の開放など）

活動場所の提供（場所貸しなど）

件
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問２７ 平日の放課後の日常的なお子さんの過ご

し方で一番多いものについて、時間帯ごとにあては

まるものを枠内からそれぞれ１つずつ選んで番号

をご記入ください。（お子さんについては、小学校

で１番下のお子さんについてご記入下さい） 

【14 時から 16 時】 

問27　14時から16時（SA)（N=525）

公共の施設にいる
0.2%

学習塾や習い事に
いく
1.9%

その他
0.2%

家でひとりで過ご
す
0.4%

友だちの家や公園
などで友だちと過
ごす
9.0%

クラブ活動や地域
活動（子ども会活
動やスポーツ活動
など）をする
0.6%

保護者や祖父母等
の家族・親族（大
人）と過ごす
13.9%

ベビーシッターなど
と過ごす
0.2%

家で兄弟姉妹など
と子どもだけで過
ごす
1.1%

放課後児童クラブ
で過ごす
2.5%

学校にいる
70.0%

 

【16 時から 18 時】 

問27　16時から18時（SA)（N=523）

公共の施設にいる
0.2%

学習塾や習い事に
いく
8.6%

その他
0.6%

家でひとりで過ごす
2.5%

友だちの家や公園
などで友だちと過ご
す
9.4%

クラブ活動や地域
活動（子ども会活動
やスポーツ活動な
ど）をする
1.5%

保護者や祖父母等
の家族・親族（大
人）と過ごす
66.9%

ベビーシッターなど
と過ごす
0.2%

家で兄弟姉妹など
と子どもだけで過ご
す
7.8%

放課後児童クラブ
で過ごす
1.9%

学校にいる
0.4%

 

 

 

 

 

 

 

【18 時から 20 時】 

問27　18時から20時（SA)（N=523）

学習塾や習い事に
いく
2.9%

その他
0.6%

家でひとりで過ご
す
0.4%

友だちの家や公園
などで友だちと過
ごす
0.2%

クラブ活動や地域
活動（子ども会活
動やスポーツ活動
など）をする
4.0%

保護者や祖父母等
の家族・親族（大
人）と過ごす
89.0%

家で兄弟姉妹など
と子どもだけで過ご
す
2.5%

放課後児童クラブ
で過ごす
0.4%

 

【20 時以降】 

問27　20時以降（SA)（N=521）

学習塾や習い事
にいく
0.4%

その他
1.7%

家でひとりで過ご
す
0.4%

友だちの家や公
園などで友だちと
過ごす
0.2%

クラブ活動や地
域活動（子ども会
活動やスポーツ
活動など）をする
0.6%

保護者や祖父母
等の家族・親族
（大人）と過ごす
95.7%

家で兄弟姉妹な
どと子どもだけで
過ごす
0.6%

放課後児童クラ
ブで過ごす
0.4%

 
【その他の回答】 

内容 件数
就寝している 2  
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問 28 子ども同士が交流などをする場をつくる場

合、どのようなものが望ましいとお考えですか。あ

てはまるものすべてに○をおつけください。 

問28　子供同士の交流の場への希望（MA)
（N=570）

6

132

232

256

302

0 50 100 150 200 250 300 350

その他

子ども自身が悩みを相談できる

子どもに遊びを教えたり、しつけをしてくれる場

子どもが土日に活動ができたり遊べる場

子どもが放課後などに集まって、子ども同士で自
主活動などができる場

件
 

問 29 あなたが求める子どもの遊び場の条件は何

ですか。最も望むものから３つまでに○をおつけく

ださい。 

問29　子どもの遊び場の条件（MA)（N=592）

2

9

108

126

147

164

211

218

316

430

0 100 200 300 400 500

その他

望むことは特にない

遊具などの種類や整備が充実している
こと

緑（植木や芝生）や水辺（噴水や小さな
川）など自然的な要素が多いこと

多くの人が遊びにくる遊び場であること
（寂しい雰囲気でないこと）

思い切り遊べるだけの十分な広さがあ
ること

雨の日にも遊べること（屋内・室内）

子どもと同じ年頃の遊び仲間がいるこ
と

遊び場周辺の防犯や交通安全対策な
ど、安全環境が整っていること

歩いていける程度の近所にあること

件
 

 

 

 

 

問30 現在の学校教育の体制について、今後特に 

強化を望まれるものはどれですか。最も望むものか

ら２つまでに○をおつけください。 

問30　学校教育の体制で強化して欲しいほし
いこと（MA)（N=592）

7

12

66

76

168

187

188

215

228

0 50 100 150 200 250

その他

特にない

休業日も開放してほしい

教育環境の整備

先生の資質の向上

学校・地域・家庭の連携

防犯や安全面の強化

子どもの心の問題に関する取り組み

子どもの基礎学力の向上への取り組み

件
 

【その他の回答】 

内容 件数
学校までの通学方法の見直し 1
ゆとりある教育 1  

問31 完全学校週５日制が実施されていますが、 

その中で、家庭はどうあるべきだと思いますか。ま

た、地域、学校に何を求めますか。それぞれ最もあ

てはまるものを１つだけ○をおつけください。 

（１）家庭はどうあるべきか 

問31　家庭（SA)（N=521）

その他
1.0% わからない

4.7%

子どもに自由
な時間を多く
与える
7.8%

家庭でも勉強
できる環境を
つくる
8.3%

生活習慣・規
範・社会ルー
ルを教える
21.5%

塾はできるだ
け避け、家族
の絆を深める
2.6%

子どもと過ご
す時間を有効
に活用する
54.1%
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【その他の回答】 

内容 件数
子どもに、やすらぎの場を与える 1  

（２）地域に望むもの 

問31　地域（SA)（N=582）

わからない
15.1%

地域で行う各
種会議で情報
交換を積極的
に行う
5.5%

特に関わらず、
家庭に任せる
べきである
9.8%

その他
2.1%

地域の行事に
子どもを企画
段階から参加
させる
14.4%

地域の行事に
子どもを積極
的に参加させ
る
53.1%

 
【その他の回答】 

内容 件数
子どもが関心のある行事に参加させること 1
地域の行事に子どもに声をかけ参加させてほしい 1
子どもが主催の行事を企画段階から参加させる 1  

（３）学校に望むもの 

問31　学校（SA)（N=582）

特に関わらず、
家庭や地域に
任せるべきで
ある
2.4%

その他
2.9%

わからない
8.8%

学校からの情
報を、常に家庭
や地域に流し
てほしい
47.8%

学校の枠内だ
けにとらわれ
ず、積極的に
家庭や地域に
関わってほしい
38.1%

 
【その他の回答】 

内容 件数
学習だけにとらわれない、一人ひとりにあった教育をしてほしい 1  
 

 

 

 

 

 

問 32 お子さんは、地域活動やグループ活動など

に参加されたことがありますか。 

問32　グループ活動などへの参加（SA)
（N=582）

参加したことが
なく、今後も予
定はない
15.4%

参加したことは
ないが、今後
は参加させた
いと思っている
19.9%

参加したことが
ある
64.7%

 

 

問 33 お子さんが参加したことがある、もしくは 

今後参加させたい地域活動やグループ活動の種類

は何ですか。あてはまるものすべてに○をおつけく

ださい。 

問33　参加､または今後参加希望の活動（MA)
（N=517）

9

47

90

109

176

182

216

308

0 50 100 150 200 250 300 350

その他

ホームステイ等の国際交流活動

リサイクル活動等の環境分野での社会貢献
活動

高齢者訪問等の社会福祉活動

キャンプ等の野外活動

文化・音楽活動

子ども会等青少年団体活動

スポーツ活動

件
 

【その他の回答】 

内容 件数
公民館主催の行事活動 2
地域による登山活動 1
子ども科学館での活動 1  
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問 34 子どもと外出の際、困ること・困ったこと

は何ですか。最も感じたものから３つまでに○をお

つけください。 

問34　外出の際困ること（MA)（N=540）

11

16

16

19

30

32

48

55

65

117

121

142

197

198

0 50 100 150 200 250

その他

交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていな
いこと

周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること

荷物や子どもに手をとられて困っているときに手を貸してく
れる人が少ないこと

授乳する場所や必要な設備がないこと

犬や野生動物が出没し、子どもに危害を加えないか心配で
ある

歩道の段差などがベビーカーや自転車の通行の妨げに
なっていること

トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていないこ
と

小さな子どもとの食事に配慮された場所がないこと

特に困ること・困ったことはない

歩道や信号がない通りが多く、安全面に心配があること

緑や広い歩道が少ない等、まちなみにゆとりとうるおいが
ないこと

暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の
被害にあわないか心配である

買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場
所がないこと

件
 

【その他の回答】 

内容 件数
公共交通機関がなく不便なこと 2
子どもの遊ぶ場所がないこと 1
車椅子での移動が困難なこと 1
歩きながらのタバコが子どもの目の高さになること 1
洋式のトイレがないこと 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 35 あなたは就労（アルバイト・パートを含む） 

していますか。 

問35　就労（SA)（N=591）

していない
21.5%

している
78.5%

 
問 36 乳幼児期からの仕事と子育てを両立させる

うえで大変だと感じることは何ですか。あてはまる

ものを２つまで選んで○をおつけください。 

問36　仕事と子育てを両立する上で大変なこ
と（MA)（N=441）

10

21

26

26

47

112

117

181

197

0 50 100 150 200 250

家族に理解が得られない

子どもの他に面倒をみなければならない人が
いる

子どもの面倒をみてくれる施設などが見つから
ない

その他

職場の理解が得られない

自分が病気・けがをした時や子どもが急に病
気になった時に代わりに面倒をみる人がいな

い

急な残業が入ってしまう

子どもと接する時間が少ない

肉体的・精神的疲労が大きい

件
 

【その他の回答】 

内容 件数
大変だと感じたことがない 3  
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問37 仕事と子育ての両立支援を図るための制度 

や支援策がありますが、どのような制度や支援策を

企業などに取り組んでほしいと思いますか。あては

まるもの２つまで選んで○をおつけください。 

問37　企業への支援要望（MA)（N=489）

11

69

77

79

102

122

139

277

0 50 100 150 200 250 300

その他

妊娠中や育児期間中の勤務軽減（始業・終業時
間を選択できる制度や短時間勤務制度など）

勤務先に保育施設を設置する

男性も育児休業制度が利用できるなど、子育て
に男性も参加できる環境づくり

育児休業制度や再雇用制度の普及促進と、そ
れを円滑に利用できる環境づくり

女性の就労継続に対する企業の理解や支援

子育てと仕事の両立に向け、職場内の理解を
深めていくこと

子どもが病気やけがの時などに安心して看護
のための休暇がとれる制度

件
 

【その他の回答】 

内容 件数
家庭で子育てを手伝うよう指導してほしい 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 38 出産・子育てに関する行政窓口や公的施設

の窓口の対応について不満に思ったことはありま

すか。あてはまるものすべてに○をおつけください。 

問38　行政窓口や公的施設の窓口対応（SA)
（N=549）

行政窓口
等に関わっ
たことがな

い
27.3%

ない
46.6%

ある
26.0%

 

 

問38　不満内容（MA)（N=143）

7

25

27

29

37

57

78

0 20 40 60 80 100

その他

窓口に保育スペースがない

出産・子育てに関する窓口（場所）がわ
かりづらい

子育てに関する必要な情報がすぐに得
られない（パンフレット等を置いていな

い）

専門的な職員がいない

手続きが煩雑で時間がかかる

対応が不親切

件
 

 

【その他の回答】 

内容 件数
土日に利用できない 1
夕方や夜の対応ができない 1
窓口を１つにして、すべてをつなげてほしい 1  
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問39 子育てにかかる経済的支援として、最も望 

まれるもの２つまで選んで○をおつけください。 

問39　子育てに望まれる経済的支援（MA)
（N=564）

8

35

194

252

252

304

0 100 200 300 400

その他

出産祝い金など出産奨励の実施

奨学金制度の充実など教育費の支
援

児童手当の充実

保育所や学校にかかる費用の軽減

医療費助成の充実

件

 

【その他の回答】 

内容 件数
通学費の支援 1  

問40 行政に対してどのような子育て支援の関わ

り方を望まれますか。１つだけ○をおつけください｡ 

問40　行政の子育て支援への関わり方（SA)
（N=563）

出産・子育て
は個人の問題
であり、行政が
介入するのは
好ましくない
1.1%

わからない
7.8% その他

1.4%

保護者の役割
と行政の役割
を考えながら、
適切な支援を
行えばよい
43.9%

あらゆる施策
を通じて、全面
的な子育て支
援を進めてい
くべきである
45.8%

 
 

 

 

 

 

問 41 その他、町に対してどのような子育て支援

の充実を図ってほしいと期待していますか。あては

まるものすべてに○をおつけください。 

問41　今後行って欲しい子育て支援策（MA)
（N=540）

10

22

27

37

41

42

50

50

58

67

88

98

113

119

172

187

207

267

0 50 100 150 200 250 300

幼稚園を増やしてほしい

その他

ファミリーサポートセンターを立ち上げてほしい

保育所を増やしてほしい

病後児保育の実施

低年齢児保育の充実

子育てについて学べる機会をつくってほしい

休日保育の実施

放課後児童クラブを増やしてほしい

幼稚園の預かり保育時間の延長

気軽に利用できるボランティアや営利が目的でない
団体による保育サービスがほしい

町営住宅の多子世帯・低所得世帯の優先入居や広
い部屋の割当など、住宅面の配慮がほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対
して職場環境の改善を働きかけてほしい

子育てに困ったときに相談したり、情報が得られる場
をつくってほしい

親子で楽しめるイベントを開催してほしい

安心して医療機関にかかれる体制を整備してほしい

親子が安心して集まれる身近な場を増やしてほしい

子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほ
しい

件
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【その他の回答】 

内容 件数
医療費補助や児童手当の充実 2
子どもだけでも楽しめるイベントを開催してほしい 1
保育士を増やしてほしい 1
障害児が活動できる場所を増やしてほしい 1
短期間でもみてくれるところがほしい 1
学校に関することを相談する窓口がほしい 1
子どもが交流できる機会を増やしてほしい 1
子どもが安心して遊べる公園がほしい 1
保原町のような大きい公園がほしい 1
文化的環境の充実 1
小学校の統合はしないでほしい 1
学校給食を実施してほしい 1
小児医療機関や産婦人科を増やしてほしい 1  

◆ 下記の項目について、町の施策に関す 

ご意見・ご要望がありましたら自由にご記入くだ

さい。 

◎保育サービスについて 

内容 件数
（１）保育サービスについて
学童保育（放課後児童クラブ）の設置数を拡充（全小学校で実施など） 7
保育料の軽減 4
学童保育（放課後児童クラブ）内容の充実 3
学童保育までの送迎サービスの実施 3
気軽に預けられる一時預りがあるとよい 3
幼稚園の保育終了時間の延長 2
保育士の質や数の充実 2
土日や休み期間の保育サービスを充実 2
病後児保育の増設とサービス内容の充実 2
学童保育の利用時間の延長 2
学童保育利用料の軽減 2
子育てサークルの拡充やサービス内容の充実 2
保育所の定員枠や設置数の拡充 1
幼稚園を３年保育にしてほしい 1
幼稚園での預かり保育時間の延長 1
保育所・幼稚園の体制の改善 1
一時保育サービスの増設やサービス内容の充実 1
土日や休み期間の学童保育の実施 1
学童保育の町営化 1
時間単位で預かってくれる施設の整備 1
児童館の増設とサービス内容の充実 1
子育てサークルに対する支援 1
ファミリーサポートセンターの実施 1
養護学校の教育の充実 1  

◎遊び場について 
内容 件数

（２）遊び場について
身近な公園や遊び場の整備（増設・各地区など） 30
子どもが安全で安心できる遊び場の整備 11
遊び場が少ない 11
広い公園の整備 5
中央公園は子どもだけで遊ばせることができない 4
公園内の遊具の安全対策、点検 4
雨や雪のときでも遊べる施設の整備 3
保原町のような公園がほしい 3
川俣町に公園が少ない 3
公園が少ない 3
商店街の一角に公園の整備 2
スポーツができる施設の整備 2
幼児が遊べる場の増設と内容の充実 2
公園の遊具の充実 2
親子が遊べる公園がほしい 2
平地に公園がほしい 2
公園がない 2
図書館の整備 2
公園内にベンチの設置 1
中央公園の整備 1
公園の除草作業 1
公園内のトイレを清潔にしてほしい 1  

 

 

 

 

 

◎情報提供について 

内容 件数
（３）情報提供について
広報などで情報提供してほしい 4
学校から情報提供をしてほしい 3
子育てに関する事業や施設の情報提供を充実 1
わかりやすい情報提供 1
川俣町だけでなく、福島市の情報も提供してほしい 1
公民館に掲示板を設置し、情報提供してほしい 1
情報提供の仕方の見直し 1
家にいても情報が入ってくるようにしてほしい 1  

◎その他、町の子育て支援施策について 

内容 件数
（４）その他、町の子育て支援施策について
学校給食の実施 27
子育てに関する経済的支援（児童手当など）の充実 6
夜間・休日の医療体制の充実（小児科医の常駐など） 5
アンケートの有効活用と結果の公表 4
子育てしやすい環境づくり 4
アンケートに関すること（理解しにくい、内容が悪い） 3
医療費の補助（無料化、年齢枠拡大など） 2
安心して暮らせる町づくり 2
公民館や集会所を開放してほしい 2
親への教育が必要 1
地域による子育て支援と交流の充実 1
出産一時金が少ない 1
安全な歩道の確保と道路整備 1
魅力ある川俣町にしてほしい 1
保健センター内に子育て支援センターの設置 1
学校で使用する衣類等の価格見直し 1
町営住宅の整備 1
土日に利用できる子育て支援をしてほしい 1
住宅地の整備 1
税金の軽減 1
母子家庭への補助の充実 1  
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問１ あなたご本人のことについておたずねしま 

す。 

１．性別を教えてください 

問1　性別(SA)
（N=669）

女
47.1%

男
52.9%

 
２．年齢を教えてください。 

問1　あなたの年齢 (SA)（N=666）

12歳
3.9%

13歳
34.4%

16以上
13.4%

15歳
25.8%

14歳
22.5%

 

３．身長と体重を教えてください 

問1　身長 (数量)（N=634）

0.00.2 0.00.0
0.0

0.2
0.0

45.3

53.9

0.5

0

10

20

30

40

50

60

0～
19

20～
39

40
～

59

60
～

79

80～
99

10
0～

11
9

12
0～

13
9

14
0～

15
9

16
0～

17
9

180
以

上

ｃｍ

件

 

問1　体重 (数量)（N=586）

0.20.00.0
0.00.0

0.0
0.0

0.0
0.5 0.0

37.5

61.8

0

10

20

30

40

50

60

70

0～
49

50
～

99

10
0～

14
9

15
0～

19
9

20
0～

24
9

25
0～

29
9

30
0～

34
9

35
0～

39
9

40
0～

44
9

45
0～

49
9

50
0～

54
9

550
以

上

ｋｇ

％

 

４．同居している家族をお答えください。当てはま

る番号すべてに○をつけ、（  ）内には数字や文

字を記入してください。 

問１　家族構成 (MA)（N=665)

89.2

59.7

6.6

1.8

96.2

83.0

0 20 40 60 80 100 120

父

母

きょうだい

祖父母

おじ・おば

その他

％
 

【その他の回答】 

内容 件数
いとこ 2
叔父 1
曾祖母 1  
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問1　兄弟人数 (数量)
（N=593）

0.20.70.3

4.2

2.4

4.0

37.1

13.3

2.7

35.1

0

5

10

15

20

25

30

35

40

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10以
上

人

％

 
 

 

 

問２ 普段の体調や気持ちについておたずねしま

す。 

１．朝の気分はどうですか。 

問２　朝の気分 (SA)（N=669）

いつもすっき
り
19.1%特に気にして

いない
21.7%

すっきりしな
い
21.1%

時々すっきり
しない日があ
る
38.1%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．朝食を食べていますか 

問２　朝食 (SA)（N=671）

毎日食べる
79.3%

ほとんど食べ
ない
5.7%

週に3～4日
ぬく
4.0%

週に1～2日
ぬく
11.0%

 

３．2 番で３、４を選択した理由はなんですか 

問２　朝食を食べない理由 (SA)（N=91）

時間がない
58.2%

その他
3.3%

作ってくれ
る人がいな
い
3.3%

食べたくな
い
35.2%

 

【その他の回答】 

内容 件数
食事がおいしくない 1  
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４．朝食がおいしいですか。 

問２　朝食はおいしいか (SA)（N=666）

いつもおい
しい
55.8%

食べない
4.1%

おいしくな
い
5.6%

時々おいし
くない
34.5%

 

５．野菜を毎食食べていますか。 

問２　野菜は毎食食べているか (SA)
（N=662）

ほとんど食べ
ない
6.2%

ほぼ毎日
76.4%

週に１日程度
3.2%

週に２、３日
程度
6.2%

週に４、５日
は一緒に食
べる
8.0%

 

６．１日に１回は家族と一緒に食事をしていますか 

問２　家族との食事 (SA)（N=662）

ほとんど食べ
ない
6.2%

ほぼ毎日
76.4%

週に１日程度
3.2%

週に２、３日
程度
6.2%

週に４、５日
は一緒に食
べる
8.0%

 

 

７．食事時間が楽しいですか 

問２　食事時間が楽しいか (SA)（N=663）

はい
53.1%

わからない
35.4%

いいえ
11.5%

 

８．クラブ活動や部活動などの学内活動やボランテ

ィア活動などの学外活動に参加していますか（複数

回答可） 

問２　学内・学外活動への参加(MA)
（N=656）

0.8

11.3

25.3

70.3

0 20 40 60 80

その他

学校外の活動をしている（クラブ・
サークル・町内会活動・アルバイトな

ど）

特に何も参加していない

学校のクラブ活動や部活動に参加し
ている

％
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９． ボランティア活動に参加したいと思いますか 

問２　ボランティア活動 (SA)（N=659）

はい
41.6%

いいえ
58.4%

 

10．9 番ではいとお答えした方にお聞きします。

どの様なボランティアに参加したいですか（複数回

答可） 

問２　ボランティア内容(MA)（N=283）

2.8

17.3

35.3

36.0

38.5

43.8

0 10 20 30 40 50

その他

障害のある人の手助け

公園等の清掃活動

赤ちゃん・こどもの世話

お年寄りの手助け

イベント（スポーツ・文化活
動への参加）

％
 

【その他の回答】 

内容 件数
病気の人 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．学校が楽しいですか 

問２　学校が楽しいか (SA)（N=659）

はい
69.4%

わからな
い

19.4%

いいえ
11.2%

 

12．自分のことが好きですか 

 

問２　自分が好きか (SA)（N=664）

はい
22.1%

わからな
い

48.9%

いいえ
28.9%
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13．将来の目標がありますか 

問２　将来の目標 (SA)（N=666）

ある
52.3%

ない
15.0%

あるが、
漠然とし
ている
32.7%

 

14．将来、自分の子どもが欲しいと思いますか 

問２　将来子どもが欲しいか (SA)（N=667）

はい
68.2%

わからな
い

24.6%

いいえ
7.2%

 

15．赤ちゃんを抱いたことがありますか 

問２　赤ちゃんを抱いたことがあるか (SA)
（N=669）

はい
76.4%

いいえ
23.6%

 

 

16．親に愛されていると思いますか 

問２　親に愛されていると思うか (SA)
（N=668）

はい
56.9%

わからな
い

36.8%

いいえ
6.3%

 

17． 親は自分のことをわかってくれていると思

いますか 

問２　親は理解してくれているか (SA)
（N=668）

はい
38.6%

わからな
い

39.6%

いいえ
21.8%

 

18．親と話すことがありますか 

問２　親と話すか (SA)（N=664）

よく話す
69.5%

ほとんど
話さない

4.4%

時々話す
26.1%
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19． 自分の気持ちをコントロールできなくなる 

ことがありますか 

問２　感情をコントロールできなくなるか
(SA)（N=667）

よくある
10.0%

ほとんど
ない
45.6%

時々ある
44.4%

 

20．悩んでいることを話せる友達はいますか 

問２　悩みを友達の話すか (SA)（N=667）

よく話して
いる
35.1%

話さない
18.4%

時々話す
46.5%

 

21．悩んでいることを相談できる大人がいますか 

問２　悩みを相談できる大人がいるか
(SA)（N=667）

いる
42.9%

いない
57.1%

 

22． 悩んでいることを相談できる場所（電話相 

談を含む）を知っていますか 

問２　悩みを相談できる場所の認知度
(SA)（N=666）

知ってい
る

35.4%

知らない
64.6%

 

23．いじめられた経験がありますか 

問２　いじめられた経験の有無 (SA)
（N=665）

ある
24.5%

ない
75.5%

 

24．いじめた経験がありますか 

問２　いじめた経験の有無 (SA)（N=665）

ある
24.1%

ない
75.9%
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25．早く大人になりたいですか 

問２　早く大人になりたいか (SA)（N=668）

はい
37.6%

どちらとも
いえない

43.6%

いいえ
18.9%

 

 

26．あなたは、今幸せですか 

問２　幸福感 (SA)（N=659）

はい
75.1%

いいえ
24.9%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 問２の２5 番で「いいえ」とお答えした方に 

うかがいます。あなたのお考えにもっとも近いもの 

に○をつけてください。 

問3　大人になりたくない理由 (SA)
（N=119）

その他
12.6%

特にやりたい
ことがないか
ら
10.1%

こどもでいる
ほうが楽だか
ら
37.0%

ずるい人や身
勝手な人が
多いから
10.1%

仕事や家のこ
とをする自信
がない
8.4%

大人になるの
が不安だから
21.8%

 

 

【その他の回答】 

内容 件数
友だちとたくさんすごしたい 2
急ぐ必要がないから 1
周囲と違うといやだから 1
中学校をはなれたくない 1
理由はない 1  

 

問４ 仕事のイメージについてうかがいます。あな 

たのお考えに最も近いものに１つ○をけてくださ 

い。 

問4　仕事へのイメージ (SA)（N=644）

その他
0.6%

わからない
3.7%

自由な時間
が少なくなる
2.8%

仕事は大変
そうである
7.8%

お金をかせぐ
ことができる
30.9%

親やまわりの
期待にこたえ
るために働く
2.3%

仕事を通し
て、いろいろ
な経験ができ
る
17.9%

人生のやりが
いがみつか
る、夢を実現
できる
29.7%
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【その他の回答】 

内容 件数
人間関係が大変そう 1
がんばっている 1
仕事をしていると毎日が楽しそう 1  
 

問５ 将来の仕事についての希望をおうかがいし 

ます。あなたのお考えに近いものに３つまで○をつ 

けてください。 

問5　仕事への希望(MA)（N=665）

3.2

3.2

3.2

4.5

5.7

7.1

9.0

50.1

60.3

81.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

親の仕事を継ぎたい

一つのところで定年まで働かず、転職していく
つかの仕事をしたい

できれば働きたくはない

わからない

仕事はほどほどにしたい

自分で会社をおこしたい

アルバイトやパートなどで自由に仕事をした
い

失業の不安のない仕事につきたい

収入の高い仕事につきたい

自分の能力を発揮できる、やりがいのある仕
事につきたい

％

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 結婚のイメージをうかがいます。あなたのお 

考えに近いものに３つまで○をつけてください。 

問6　結婚のイメージ(MA)（N=656）

4.1

9.8

10.4

11.4

14.5

14.9

15.9

16.3

22.0

27.6

47.9

66.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

他人と家庭を築くのは面倒そう

家事が楽になるなど、生活していく上で便利
になる

わからない

時間やお金を自由に使えなくなる

家事をするのが大変そう

親を喜ばすことができる

子育てをするのが大変そう

相手の家族・親族との付き合いが面倒そう

親から独立できる

精神的、経済的に安定する

子どもが持てる

好きな人とずっと一緒にいられる

％
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問７ 将来、子どもは何人欲しいですか。あなたの

お考えに最も近いものに１つ○をつけてくだ

さい。 

問7　理想の子どもの数 (SA)（N=658）

わからな
い

18.7%

子どもは
欲しいと
思わない

4.3%

１人
6.1%

４人以上
3.0%

３人
18.8%

２人
46.7%

 

問８ 子どもを持つことのイメージについて 

うかがいます。あなたのお考えに近いものに 

３つまで○をつけてください。 

問８　子供を持つことのイメージ(MA)
（N=655）

3.4

8.2

11.1

11.9

16.6

17.1

18.8

45.0

61.4

62.6

0 10 20 30 40 50 60 70

子どもはわずらわしい

親の期待にこたえられる

自由な時間がなくなる

わからない

老後が安心である

子育ては、お金や手間がかかり、負
担が大きい

社会環境が悪化しているので、子ども
の将来が心配である

子育てを通して人間として成長できる

当然、子どもを持って育てたいと思う

自分の子どもはかわいいと思う

％

 

 

 

 

 

 

◆ 親、学校、子育て、遊び場、結婚、教育などに

ついてご意見等を自由にご記入ください。 

内容 件数
（１）親について
親に将来の夢をつぶされている気がする（家業、進学など） 2
親が嫌い 2
子供の夢を応援してほしい（金銭、場所など） 1
これからも、時には厳しく、やさしく見守ってほしい 1
犯罪、虐待が多い中、しっかりとした親が必要 1
親に禁煙してもらいたい 1
おこずかいの増額 1
親に比べられるのがいや 1
親が子育てについて相談できる場所の設置 1
なにを言ってもわかってくれない 1
親は大事にしたい 1
親との会話がない 1  

内容 件数
（２）学校について
学校の校則が多すぎる 5
学校は、楽しい場所（友人、先輩などがいる） 5
中学校の施設の修繕 5
小学校の統合について反対 3
小・中学校の給食の実施 3
学校は、面倒で全く楽しくない、きらい 3
自分らしさも主張しない学校が良いものなのか 1
学校に来ると体調が悪くなる 1
学校とは、夢を実現させてくれる所 1
学校をもっと楽しい所にしてほしい 1
中学校に光ケーブルの導入を希望 1  

内容 件数
（３）子育てついて
子供に暴力、虐待をするなんておかしい 5
子供は好きなので、産み、育てたいと思う 3
若く子供を産むことはいけないことなのか 1
子育ては体験しなければいけないものだと思う 1
子供は好きなので、自分の子供でなくてもいい 1
子供は嫌い。できればほしくない 1
子育てとはどういうものなのかわからない 1
子育てについて自覚と責任を考え直すべき 1  

内容 件数
（４）遊び場について
中高生が集まりやすい場所の設置（たまり場、ゲームセンタ
－など） 21

公園の増設 3
釣りができる環境の充実を希望する 1  

内容 件数
（５）結婚について
結婚がしたい 3
結婚はまだ先のことなのでわからない 2
結婚とは好きな人と入れることだと思う 2
仲が悪く離婚すれば、結婚する意味がない 1
結婚はしなくてもいいと思う 1
結婚をすると縛られるようなきがする 1  

内容 件数
（６）教育について
先生の態度や質の向上 4
小・中学校教育は人材育成の基盤である。学習環境の充実を
望む 1

教育とは、学校の規則を守らせて過ごさせることなのだろう
か

1

みんなで行える教育の場を 1
勉強不足だと思う 1
勉強は楽しくない。楽しく学べる環境づくり 1
個人の個性を伸ばす教育を 1  



川俣町 次世代育成支援 地域行動計画  

  
 

137 

内容 件数
（７）その他について
特になし 36
就職環境の整備、充実 2
行政がより良い町づくりに取り組んでほしい 2
はやく就職し、親を楽させたい 1
情報やサ－ビスの充実 1
防犯対策の強化 1
すべてにおいて大変だと思う 1
アン－トの必要性がわからない 1
自分の行動に責任をもつ 1
社会とは何か、子、親もかんがえるべき 1
アンケ－トの結果がたのしみ 1
行政が子供や親をもっと指導できる体勢取るべき 1
日頃からの服装の乱れを注意する 1
安全な社会作り 1
現状に満足 1
町の環境の美化活動の実施 1
中学生にこのアンケ－トはわからない 1
毎日楽しく過ごしたい 1  

 


